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はじめにはじめに

本書は、教師が継続的に専門性を向上させ、児童生徒のために役立つ実践研究を行う方法

について、学術的ではない親しみやすいスタイルで書かれた実用的なハンドブックです。

本書は、英語教育における実践研究に関する文献の中でも、とくに、比較的困難な状況下で

働く小学校・中学校・高校の教師を対象としている点に特徴があります。 
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困難な環境と探索的アクション・リサーチ

実践研究（teacher research）は、長い間、教師の専門性を

高めるために望ましいものと考えられてきました。本書の第

１章と第２章では、その論拠をいくつか説明します。しかし、教

師は「教室での通常の仕事に対応する時間もないのに、教

師としてどのように研究の時間を確保できるのか」と疑問に

思うかもしれません。

本書で紹介している実践研究の１つである「探索的アクショ

ン・リサーチ（exploratory action research）」は、40名以下の

クラスで週40回の授業を担当する高校の教師を対象に開発

されました。もともとは、チリの高校の教師を対象としたプロジ

ェクト（「チャンピオン・ティーチャーズ」プロジェクト、詳細は後

述）がきっかけでした。私たちは、このような環境における教

師が直面する困難を強く念頭に置いています。私たちが関わ

ってきたプロジェクト（チリのほか、ペルー、インド、ネパール）で

の教師の実体験にもとづいて、主に強調したいのは、次のこ

とです。探索的アクション・リサーチは、外部からの解決策を

待つことなく、教師が教室の状況をよりよく理解し、より適切

な指導方法を生み出すのに役立つ点で、困難な環境（重い

指導負担、大人数の授業、教材の不足など）に対処する効果

的な方法であるということです。

そこで、本書では、実践研究を行う特定の方法である「探索

的アクション・リサーチ」が、比較的困難な環境においても実

施可能であり、望ましいものであることを強調します。

このような困難な状況下では、教師はタコのように感じるとよ

く表現されます。同時に起こっている多くのことに対処しなけ

ればならず、絶え間ないストレスの中で、問題を解決するため

に迅速に行動しなければならないプレッシャーを感じ続けて

いるからです。何かがうまくいかないとき、うまくいく方法が見

つかるまでいろいろな方法を試してみるのはごく普通のこと

です。しかし、問題が増えてくると、すべての問題に対処するこ

とは不可能になります。そのようなときはどうすればよいので

しょうか。私たちの提案は、十分に検討されていない不適切

かもしれない解決策にすぐ飛びつくのではなく、状況から一

歩引いて、問題の本質を注意深く見極めることです。

そこで、私たちがお勧めするのは、余計な行動で今ある負担

を増やすのではなく、一歩下がって行動を起こす前に状況を

よく理解するための、振り返りと探索の場を作ることです。 

つまり、本書ではアクション・リサーチを紹介する一方で、「ア

クション・リサーチ」が意味する「行動」の前に、丁寧に「探索」

する段階が必要であることを強調しています。したがって、本

書の大部分は、状況についての丁寧な探索を一歩一歩進め

ていきます。その後、アクション・リサーチで通常連想される

「行動」の段階に入ります。

チリのチャンピオン・ティーチャーズ・プロジェクト
と他の文脈

本書で紹介されている「探索的アクション・リサーチ」というア

プローチは、現在５年目を迎えているチリのブリティッシュ・カ

ウンシルと教育省の共同プロジェクトの中で開発されたもの

です1。

このプログラムは、公教育システムの高校の教師を対象と

している点で革新的です。このプログラムで開発されたアイ

デアは、すでにインドとネパールでもその価値が示されてい

ます（All India Network of English Teachers（AINET）、

インドとネパールのブリティッシュ・カウンシルAptis Action 
Research Award Schemes（AARMS）、アッサム州のガウ

ハティ大学が運営するプロジェクトにおいて）。また、TESOL 
CALL Interest Section Electronic Village Online（2017
年と2018年）にも組み込まれ、ペルーのブリティッシュ・カウ

ンシルが企画したチャンピオン・ティーチャーズ・プログラム

（2017-18年）でも普及しています。

チリの教育省は、チリの高校教師に本書を配布し、教師の

「ネットワーク」（教師の自助グループ）内での使用を推奨する

予定です。また、この本は（チリの教育省とブリティッシュ・カウ

ンシルによって）教員養成プログラムでの使用も促進される

予定であり、より学術的な研究アプローチに適した入門書と

しても役立つでしょう。

本書は、チリの教師の経験にもとづいており、チャンピオン・

ティーチャーズ・プロジェクトからの具体的な例を用いていま

すが、同じような環境に置かれている世界中の教師や教師

教育者にとっても魅力的な本となることを願っています。

	 1 
チャンピオン・ティーチャーズ・プログラムと探索的アクション・リサーチの開発については、Richard Smith, Tom Connelly, & Paula Rebolledo 

(2014) ‘Teacher-Research as CPD: A project with Chilean secondary school teacher’ In David Hayes（Ed.）Innovations in the Continuing 
Professional Development of English Language Teachers. British Council. また、Richard Smith（2015） ‘Exploratory Action Research: 
Why, What, and Where from?’ In Kenan Dikilitas, Richard Smith and Wayne Trotman for（Eds.）, Teacher-researchers in Action. IATEFL 
Research SIG.を参照してください。
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本書のスタイル 
本書は、とくに小学校や中学校、及び、高校の教師を対象と

していますので（このような書籍はこれまでほとんど出版さ

れていません）、専門用語を使わず、学術的ではないスタイル

で、多くの具体例を用いて執筆されています。

本書は、これまでの英語教育分野における実践研究を扱っ

た本とは、あえて異なるものにしようとしました。実践研究は、

教師「による」、教師とその児童生徒「のための」ものであり、

比較的冷たい「学術的」な表現を使う決まりや、外部から課

せられた厳密な様式に従う必要はないという考えを反映し、

できる限り学術的ではないアプローチを目指しました。

そのため、ある特定の活動を抽象的に記述したり、理論から

実践へと進んだりするのではなく、可能な限り、事例から提

案へと進んでいきます。事例は、作り話ではなく実話であり、

機材や機器が十分に揃っていない、あるいは特別に恵まれ

た環境ではない、比較的困難な環境に置かれている教師

によるものです。そのため、チャンピオン・ティーチャーズ・プロ

ジェクトの事例を、本書を通して参照しています。とくに、姉妹

本のChampion Teachers: Stories of Exploratory Action 
Research 1に掲載されている事例に言及しています。読者の

皆さんには、この本を読んで理解を深めることをお勧めしま

す。説明や例には実践的な課題がついており、そのほとんど

の課題には巻末に解答が記載されています。 

また、「研究」というと、教師にとっては自分の「ため」のもので

はないという感じを与えるかもしれないため、より親しみやす

いものとなるよう、視覚的に訴える（デザイン性が高く、イラス

トや写真が入っている）ようにしました。

本書の使い方

本書は、個人で活動している教師、自立した教師グループや

助言者から指導を受けている教師グループ、実践研究を支

援する教師団体、教員養成あるいは現職教師の教育プログ

ラムなどで使用されることを想定して書かれています。本書

の中で課される課題では、現在の指導経験を振り返る必要

があるため、読者は現在教室で児童生徒を教えていることを

前提としています。 

理想的には、本書の内容について一緒に考えたり、課題に答

えたりしてくれる人がいるとよいですが、そうでない場合は、こ

の本を能動的に読み、頭の中で課題に取り組み、「@」のマー

クが表示されている課題では巻末の解答を確認してみてくだ

さい。

本書は「研究方法」をすべて網羅する入門書ではありません

が、現職の教師だけでなく、教師を目指している学生との経

験からも、探索的アクション・リサーチに取り組むことは、より

学術的な研究方法を訓練したり研究に取り組んだりするた

めの、具体的な第一歩になることがわかりました。もちろん、

それが本書の主な目的ではありません。自分の実践を研究

することに個人的および専門的な利点があることを教師の

皆さんに紹介し、非常に困難な環境に置かれている教師で

あっても、自分の実践を研究することがどのように実施可能

であり役立つものであるかを示すことが目的です。
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は、事例や資料の使用を許可していただきました。最後にな

りましたが、本書のコンテンツ・エディターを務めてくださり、ま

たそれ以上に、具体的かつ創造的なコンテンツの提案を随

所で行ってくださったジェイソン・アンダーソンに感謝の意を表

します。 

1 Paula Rebolledo, Richard Smith, Deborah Bullock (2016)による編集、出版地及び出版者はLondon: British Council. オンラインで入手可能： 
http://bit.ly/champion-teachers

http://bit.ly/champion-teachers
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では、始める前に、この自己診断のエクササイズをやってみてはどうでしょうか。これは、本書の終
わりまでに皆さんに身につけていただきたい様々な種類のスキルや能力（「コンピテンシー」）の概
要を示すものです。このエクササイズは、本書の巻末にも掲載しているため、学んだことを確認で
きます。 

ここから始めましょう

解説

次の記入用紙の主な目的は、あなたが既に持っている強み

を確認するとともに、とくに専門性の向上や支援を必要とす

る分野を特定することです。診断ツールは、15の「探索的アク

ション・リサーチ・コンピテンシー」にもとづいています。

 
各能力には５つのレベルがあり、各能力について、自分が現

在どのレベルにあるかを決める必要があります。様々なレベ

ルの能力を持っていることが期待されますが、最初はレベル

０より高い能力をあまり（あるいはまったく）持っていないかも

しれません。

レベル ０ 現在この能力を持っていない。

レベル １ この能力を使い始めている。

レベル ２ この能力を使っているが、向上させる必要

がある。

レベル ３ 自信をもってこの能力を使っている。

レベル ４ この能力を強みとして使っている。

探索的アクション・リサーチ・コンピテンシー
	
A.	自分の実践を振り返り、分析することができる。

B.	 どのように自分の実践を向上させたらよいかわかっ

ている。

C.	 自分の実践について、よい点をあげることができる。

D.	 授業でどのような問題が起きているか理解すること

ができる。

E.	 実践研究をするために、どこに焦点を当てたらよい

か決めることができる。

F.	 うまくいっていることや課題、その他の問題から、どの

ように研究課題を設定したらよいか考えることができ

る。

G.	研究課題に適した証拠となる情報や資料を特定す

ることができる。

H.	 研究課題に答えるために情報収集の方法を決める

ことができる。

I.	 研究課題に答えるための証拠を集めることができる。

J.	 集めた証拠を分析することができる。

K.	児童生徒の提案や意見を自分の授業に取り入れる

ことができる。

L.	 実践の探究にもとづいて、（実践研究の）行動計画を

立てることができる。

M.	実践の探究にもとづいて、行動計画を実践に移すこ

とができる。

N.	 行動計画の結果を評価することができる。

O.	口頭または文章による研究結果の伝え方や発表の

仕方がわかっている。
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探索的アクション・リサーチ診断

以下の表のそれぞれの能力について、あなたが現在取り組んでいるレベルに応じて０～４の数字を丸で囲んで記入して

ください。

これらは、本書を読み進めていく中で、あなたが身につけていくスキルや知識です。さあ、始めましょう。

能力 レベル

A.	自分の実践を振り返り、分析することができる。 0     1     2     3     4

B.	どのように自分の実践を向上させたらよいかわかっている。 0     1     2     3     4

C.	 自分の実践について、よい点をあげることができる。 0     1     2     3     4

D.	 授業でどのような問題が起きているか理解することができる。 0     1     2     3     4

E.	 実践研究をするために、どこに焦点を当てたらよいか決めることができる。 0     1     2     3     4

F.	 うまくいっていることや課題、その他の問題から、どのように研究課題を設定したらよいか考

えることができる。
0     1     2     3     4

G.	研究課題に適した証拠となる情報や資料を特定することができる。 0     1     2     3     4

H.	研究課題に答えるために情報収集の方法を決めることができる。 0     1     2     3     4

I.	 研究課題に答えるための証拠を集めることができる。 0     1     2     3     4

J.	 集めた証拠を分析することができる。 0     1     2     3     4

K.	児童生徒の提案や意見を自分の授業に取り入れることができる。 0     1     2     3     4

L.	 実践の探究にもとづいて、（実践研究の）行動計画を立てることができる。 0     1     2     3     4

M.	実践の探究にもとづいて、行動計画を実践に移すことができる。 0     1     2     3     4

N.	行動計画の結果を評価することができる。 0     1     2     3     4

O.	口頭または文章による研究結果の伝え方や発表の仕方がわかっている。 0     1     2     3     4



1. 1. 出発点出発点

あなた、あなたの学習者、あなたの経験や能力が、この本の主な出発点となります。あなたの実

践を理解すること、自身の指導から学ぶこと、学習者に耳を傾けること、そしてあなたの経験と

能力に自信を持つことが、私たちの取り組みの主な成果となることを願っています。

日々の授業では、計画、指導、活動の準備、評価、フィードバックなど、様々な活動を行っていま

す。これらの経験は、うまくいったものもうまくいかなかったものも含めて、この本を読み進める上

での出発点となります。それでは、まずそのいくつかを見てみましょう。 
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1.1 うまくいった指導

ポーラは、最初の課題の例として、自身の授業での成功体験

を紹介しています。

「数年前、私は高校で10代の多くの生徒を教えていまし

た。私は生徒に国と国籍を教えなければなりませんでし

た。それはとても簡単なことに見えましたが、生徒にとって

は難しいことでした。様々な国や国籍の単語を覚えるのに

苦労しただけでなく、発音を覚えるのにも苦労しました。ま

た、ある生徒は学期末までの時間が限られていたので、

早急に解決策を考えなければなりませんでした。そこで私

が考えたのは、片方の面に国、もう片方の面に国籍が書

かれたドミノゲームを作ることでした。生徒は、国旗と国籍

を一致させたいときには、毎回、“She is from Spain. She 
is Spanish.”などと言わなければならないので、かなりの

反復練習が必要でした。このゲームをした後、私は生徒が

より効果的に行うことができる、よりコミュニケーション性

の高い活動に移行しました。その結果にはとても満足して

います。生徒は授業で習った語彙を覚えていて、統制され

た練習のような活動から、より自由度の高いコミュニカティ

ブな活動に移ることができただけでなく、熱心に取り組ん

でいました。生徒がメモを取っているのを見て、生徒が一

生懸命に取り組んでいることがわかりました。私は、この

活動が目的に適っていると感じました。私にとってのうまく

いった指導とは、生徒が積極的に参加し、学習を進めて

いるときだと思います」

課題 1.1 

あなたの授業で最近うまくいった経験や活動について考えて

ください。心の中で考えてみてください。できればそのことを誰

かに話してみてください。

どうしてそれがうまくいったと言えるのですか。何を見て、何を

聞いて、何を感じて、それがうまくいったと判断しましたか。

あなたにとっての「うまくいった指導」の意味は何ですか。

私にとってのうまくいった指導とは　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したときです。

解説

うまくいったときの状況を振り返ってもらうことで、その経験を

ポジティブにした様々な側面を思い出し、説明してもらうこと

ができます。このエクササイズは、後にこれらの記憶を使っ

て、このうまくいったことを再現したり、そこから理想的なもの

を新たに生み出したりできるため、役立ちます。

指導における「成功」とは、児童生徒のテストの成績を上げる

ことだけではないということを覚えておいてください。成功は、

評価を超えた様々な方法で定義することができ、それは妥当

なものでもあります。児童生徒が授業に積極的に参加してい

るときに、児童生徒が活動に集中しているのを「見たり」、児

童生徒の意見を「聞いたり」した場合、これらの成功の兆候を

覚えておいて、今後の授業の中で探してみるとよいでしょう。

探索的アクション・リサーチの結果として、これらの成功の兆

候をあなたが再び目にすることを願っています。結局のとこ

ろ、探索的アクション・リサーチの主な目的は、あなたと児童

生徒が教室でより大きな成功を収めるのに役立つことなの

ですから。

1.2 うまくいかなかった指導

ここまでは、うまくいった経験の例を共有し、自分の経験を紹

介してもらいました。ここでは、あまりうまくいかなかった経験

に目を向けてみましょう。これは、あなたの実践について振り

返るきっかけとしても有効です。 

２つ目の課題の例として、チリの教師であるカミラ・ビラロボス

のうまくいかなかった指導を見てみます。カミラはチリ南部の

チロエ島にある学校で、10歳から13歳までの生徒を教えてい

ます。

「各レベル約28名の生徒がいますが、各学年にインク

ルーシブ教室（P.I.E.: Programme for Inclusion in 
Education）からの５、６名の生徒がいます。私の授業にお

いて、この生徒はクラスの他の生徒と比べ、参加しておら

ず、やる気もありませんでした。私は教師として、すべての生

徒が大切であり、全員が同じ英語の能力を身につけられ

るように手助けする必要がありました。P.I.E.の生徒の大

半は、チロエ島に近い農村や他の島から来ています。生徒

の多くは、英語を教科として習ったことがなく、英語を習っ

たことがある生徒も、その学年で身に付ける能力に到達し

ていませんでした。これらの生徒のほとんどは、平日は里

親の家や町の寄宿学校で生活し、週末は家族に会うため

に家に帰るという生活をしています。私は、生徒がより快

適に過ごせるように友達と一緒に座らせたり、声のトーン

やボディランゲージを変えたり、さらには授業を個人に応

じたものにして教室で質問するように促したりと様々な方

法を試しましたが、何も効果がないように思えました」

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　を見ました。

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　  を聞きました。

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　  と感じました。
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課題 1.2 

あなたの教室での最近うまくいかなかった経験や満足でき

なかった経験について考えてください。心の中で考えてみてく

ださい。１人でなければ、誰かに話してみましょう。

そして、自分自身に聞いてみてください（または、誰かに聞い

てもらってください）。

どうしてそれがうまくいかず満足できないものだったのです

か。どのような点が問題になったのですか。何を見て、何を聞

いて、何を感じて、そう判断しましたか。

解説

教師は、物事が思い通りに進まない難しい状況を数多く経

験しますが、うまくいった場合と同様に、何が起こったのか、な

ぜそうなったのかをじっくりと考える時間は通常ありません。

そこで第一歩として、計画通りに物事が進まないときの兆候、

つまり、成功しないときの兆候を考えてみましょう。 

ポーラの経験からうまくいった指導を１例、カミラの経験から

うまくいかなかった指導を１例、そしてあなた自身の経験から

２つの例を振り返りました。これらをもとに、指導における状

況をよく見ることで、どのように成功や失敗の兆候をとらえ、

状況の理解ができるかを示しました。次の章では、うまくいっ

たことを拡大したり（事例1.1のように）、問題を解決したりする

か（事例1.2のように）、ここからどのように進んでいくかを見て

いきます。今は、物事がうまくいっているかどうかを示す感覚

を通してわかる兆候や、状況をよりよく理解するための情報

の集め方についてもう少し考えてみましょう。

1.3 情報の必要性

上記の例では、ポーラとカミラは、何がうまくいっているか、あ

るいはうまくいっていないかを「教えてくれる」ものを「見て」、

「聞いて」、「感じて」いました。課題では、読者の皆さんにも見

たもの、聞いたもの、感じたものに注目してもらいました。私た

ち（教師）に、自分の教室で起こっていることを教えてくれるの

は、私たちの感覚だからです。私たちが何かを「感じる」ときに

は、長年の教師としての経験から培われた直感も使っていま

す。 

見たり、聞いたり、感じたりすることで、特定の状況がうまくい

っているのか、満足できるものでないのかを教えてくれる兆

候と呼んでいるものがわかります。

「兆候」：（名詞）「何が起こっているか、何が起こるかを示す

ものとみなされるもの」1

成功の兆候とは、活動に取り組んでいる児童生徒の笑顔を

見たり、活動について児童生徒同士が話しているのを聞いた

り、自分の経験から活動がうまくいっていると感じたりすること

です。これは役立つ妥当な情報です。しかし、兆候は、場合に

よっては状況を部分的にしか示しておらず、その兆候には以

下の可能性があるかもしれません。

■	 児童生徒の認識を無視している。

■	 状況の一面についてしか情報を与えていない。

■	 簡単に「見たり」「聞いたり」できない状況の他の側面を隠

してしまう。

■	 状況の新たな理解に有用な情報を見過ごさせてしまう。

私たちが一緒に仕事をしてきた教師の中には、ある状況に

対する最初の考えが、他の視点からより詳細に見たとき、つ

まり、自分の目や耳をもっと開いたり、他人の目や耳を「借りた

り」したときに、どのように変わったかを教えてくれた人がいま

した。いくつか例を見てみましょう。

「この探索的な研究は、私が教室で何をしているかをより

意識するのに役立ちました。残念ながら、私は自分がして

いる悪いことではなく、生徒がしている悪いことを探してい

ました。言い換えれば、生徒のパフォーマンスを判断する

前に、プロセス全体を見る必要があるのです」 (レイラ・ヌ

ニェス)

「今回の探索で、最初の発見は私にとって非常に驚くべき

ものでした。研究の前、生徒は私が授業で英語を話すこと

を望んでいないと思っていました。しかし、質問紙の回答で

は、半数以上の生徒が英語での授業を望んでいると答え

たのです。これは、私の見方を一変させるものでした」 (ダ
ニエル・サンタナ)

「教師として、授業中に自分のやり方に疑問を感じたとき

は、内容以前に生徒の興味に目を向ける必要があります。

私たちは通常、内容が問題だと考えますが、そうではない

かもしれません」(カミラ・ビラロボス)

これらの教師は、ある状況をより注意深く見てみることで、自

分の見方が変わることに気づきました。つまり、これまで自分

が持っていた「うまくいっている」「うまくいっていない」という兆

候は、不完全だったり、状況を説明するには不適切だったりし

たのです。これが、追加情報を集めることが重要である理由

であり、状況をよりよく、より詳細に、異なる視点から理解する

ために必要なのです。収集した情報は、与えられた状況の解

釈を、何が起きたかを示す証拠にするのに役立つ可能性が

あります。

1 Oxford English Dictionary

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　を見ました。

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　  を聞きました。

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　  と感じました。
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「証拠」：（名詞）「確信や命題が真であるか、または、妥当

であるかを示す情報、事実を立証するために使われる情

報」2

ポーラの成功例をもう一度見てみましょう。彼女が気づいたこ

とは貴重ですが、この状況のすべての特徴をより明確にする

ために、さらに多くの情報を集めることができます。彼女の例

では、ポーラは「生徒がメモを取りながら作業しているのを見

て、お互いに単語を正しく発音するように励ましているのを聞

いて、最終的にその活動がその目的に合っていると感じた」と

言っています。うまくいったことを示すこのような兆候は妥当で

すが、その指導が効果的であったかやその理由を理解する

ために、もっと詳細に見てみることができます。例えば、彼女

は次のようなことを断言することはできません。

■	生徒全員がとても積極的に参加している。そうでない場

合、どの生徒が積極的で、どの生徒が積極的でないのか、

そしてその理由は何か。

■	生徒全員がその授業で学んだ語彙を使っている。

■	生徒全員がその授業を楽しんでいる。

■	生徒全員の英語のレベルが向上した。

■	生徒全員がゲームを使った授業を楽しんでいる。

うまくいかない状況の場合、カミラはP.I.E.の生徒を支援する

ために様々な指導を試みたものの、「何も効果がないように

思えた」ことはわかりましたが、以下のことは明らかになって

いません。

■	彼女が行った様々な指導を生徒がどのように思ったか。

■	生徒のやる気のなさはどのようなものだったか。

■	授業でどのような活動をすれば生徒のやる気がでるの

か、なくなるのか。

課題 1.3 @

カミラがうまくいかない状況をもっと理解できるように助けて

みましょう。彼女には確信が持てないことがたくさんあります。

以下の文を読み、確信が持てる場合は「知っている」と書き、

まだ十分な情報がない部分には「知らない」と書いてくださ

い。巻末の解答を見れば、答えを確認できます。 

1.	1.	 彼女が生徒のやる気を引き出すために使った様々な指

導を私たちは　　　　　　　　　　　　　。

2.	2.	 カミラが心配している生徒の背景を私たちは　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　。

3.	3.	 彼女が使った指導について生徒全員がどのように思っ

ているかを私たちは　　　　　　　　　　　　　。

4.	4.	 生徒がやる気がないとカミラが判断した理由を私たち

は　　　　　　　　　　　　　。

5.	5.	 授業の中で、ある活動に生徒が実際にどのように反応

するかを私たちは　　　　　　　　　　　　　。

おそらく気づいたと思いますが、この状況について私たち（そ

してカミラ）が知らないこと、よりよく状況を理解するために知

らなければならないことが多くあります。

課題 1.4 @ 

ポーラが語った状況と同じような練習をしてみましょう。もし、

あなたやポーラが、1.1で彼女が話したうまくいった状況につ

いてもっと理解したいとすれば、どのような種類の情報を集

めることができるでしょうか。 

彼女が得た兆候を読み（表A）、よりよい情報を集めるために

彼女が使えると思う方法を選んで、記号を書いてください（表

B）。解答を見て答えを確認することができます。注：1から5に

ついては、複数の答えがあるかもしれません。 

表A. 兆候

表B. 情報収集の方法

A.	 生徒の行動や発言についてメモを取る。

B.	 語彙テストで生徒の語彙学習がどのように向上した 

	 かを評価する。

C.	 授業についての意見を生徒に書いてもらう。

D.	 同僚に来てもらい、見たことをメモしてもらう。

E.	 生徒の行動、態度、言語使用を見るために、授業中 

	 の生徒をビデオ録画する。

解説

上で述べたように、うまくいっていることやうまくいっていない

ことの兆候は、日々の授業において重要であり、それらを振

り返ることは教師としての成長につながります。しかし、これら

の情報は状況の一部しか示していないこともあり、状況をより

よく理解し、必要に応じて状況を変えるためには、よりよい情

報をより多く収集することが不可欠となります。 

そのためには、自分の実践を「頭の中で」振り返るだけでは

なく、状況をより明確かつ十分に理解するために、できるだけ

多くのよい情報や「データ」を集める「研究」を行う必要があり

2 Concise Oxford English Dictionary

1.	 生徒はやっていることに夢中になっている。

2.	 生徒はとても積極的である。 

3.	 生徒は授業で学んだ語彙を使っている。 

4.	 生徒も先生も授業を楽しんでいる。 

5.	 生徒が単語を正しく発音していた。 

6.	 生徒はゲームを使った授業を楽しんでいる。 
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ます。私たちが協働したある教師は、このことをとてもはっきり

と言っています。

「授業の中で問題を『目にした』ときは、立ち止まり、その問

題について振り返り、データを集め、分析し、その目的に沿

って行動を計画すべきだと思います」(テレサ・リオス)

よい情報（「データ」）の本質については、この本の後半で触

れます。ですが、さしあたって、教師が自分の指導についての

情報をどのように収集できるかを示す例を見てみましょう。 

1.4 研究の価値とは何か

私たちは、情報を集める価値について引き続き示し、さらに

自分の実践を理解し、できれば状況を変えるために研究を

行うことの価値について伝えたいと思います。ここでは、ポー

ラがチリで協働したテレサ・ペルチッチという教師の研究の

話を紹介したいと思います。これは、研究に取り組む教師に

とって、研究がいかに力を与えてくれるものであるか、また、今

まで知らなかったことを研究がいかに示してくれるのかをよく

表していると思います。 

「私が働いていた学校のアカデミック・マネージャーは、生

徒が課題に取り組んでいる間、すべての授業でクラシック

音楽を流すように言いました。私はそれをやってみました

が、違いがわからなかったのでやめました。その学校の決

定は、クラシック音楽が集中力や学習意欲を高めるという

研究にもとづいているため、私の考えがどうであってもそ

れをしなければならない、と言われました。私はまったく納

得できず、同僚と一緒にクラシックだけでなく他の種類の

音楽も流すことにしました。 

その後、授業研究について学び、自分の教室で研究を行

うというアイデアは、校長が間違っていると証明するための

完璧な方法に思えたので、私は一連の課題と生徒が取り

組んでいる間に流す様々な種類の音楽を用意しました。

生徒が課題に取り組んでいる間に起こったすべてのこと

（生徒の態度や行動など）をメモしました。後日、生徒が取

り組んだ様々な課題を集めてみると、私が流した音楽に

よって違いがあることに気づき始めました。また、私は生徒

に調査をしました。生徒の意見を聞くための簡単な質問

紙です。しかし、生徒が私の質問を理解しているとは思え

ませんでした。そこで、最終的に、生徒にインタビューをす

ることにしました。BGMをかけて行ったそれぞれの活動の

後に、生徒がどのように感じたか、集中できないということ

はなかったか、課題を終えるのに音楽が役立つと感じた

か、などを尋ねました。 

すべての証拠を集めて詳しく分析した後、私は諦めまし

た。確かに、クラシック音楽を聴いているときのほうが、生

徒はよく学び、より集中していました。生徒は、リラックスし

た気分になり、静かに取り組んでいるときよりも思考が促

されると話してくれました。反対に、ポピュラー音楽は生徒

を興奮させました。生徒は、踊ったり歌ったりしたくなるの

で、課題に集中できないと言いました。私はこの結果を同

僚に伝え、上司の言うことが正しいと認めざるを得ません

でした。しかし、私は、議論に負けたとは全く思いませんで

した。むしろ自分を誇りに思いました。ただ言われたことを

やったのではない。

自分で調べて、自分なりの答えを見つけたんだと」 (テレ

サ・ペルチッチ)

最終的には、校長の意見に同意せざるを得ませんでしたが、

テレサは自信をもてたと感じています。なぜなら、彼女はもは

や命令に従うだけではなくなったからです。彼女は、自分が発

見したことにもとづき、自分の教育について十分な情報を得

た上で、決定を下すことができると感じたのです。この話は、

集めた情報によって、それまで得ていた日常的な兆候とは異

なる予想外のことが明らかになることがある、という上述の

指摘を補強するものです。このように、実践研究は、単に教

室で起こったことを振り返るだけのものとは異なり、日常の経

験を超えた新しい視点を得ることを可能にするのです。 

ここで、テレサが情報収集のために行ったことを詳しく見てみ

ることにしましょう。 

音楽があるときとないとき、また音楽の種類によって何が起

こるかを、彼女は比較する必要がありました。そのためにテレ

サは、「一連の課題と生徒が取り組んでいる間に流す様々な

種類の音楽を用意した」のです。

では、それぞれの音楽の効果について、どのような情報を集

めたのでしょう。 

課題 1.5 @

この話をもう一度読み、次のページの表に、次の情報のいず

れかを記入してください。 

A.	 インタビューメモ 

B.	 観察メモ 

C.	 生徒の作品 

D.	 質問紙の回答 
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まとめとフォローアップ

この章の要点は、「研究」を行うことが教師にとって役に立つ

ということでしょう。すでにうまくいっていると思われることにつ

いて情報を集めたり、うまくいっていないことを理解したりする

のに、研究がどのように役立つかを見ました。ある問題や悩

んでいる状況を解決したり、新しいアイデアを試してみたり、あ

るいは教師が不適切と考える新しいアイデアに抵抗したりす

る際にも、研究がどのように役立つのかがわかってきました。 

情報を集めることで、どのように自分の教室での経験をより

深く理解できるかがわかってきました。私たちは、問いに答え

るために情報を収集するこのプロセスを「研究」と呼び始めま

したが、次の章でもう少し明確に定義します。今のところは、研

究が教師にとっていかに役に立つかを理解していただきた

いと思います。

本書のアイデアの多くが最初に開発されたチリにおいて、チ

ャンピオン・ティーチャーズ・アクション・リサーチ・プロジェクト

と呼ばれるブリティッシュ・カウンシルとチリ教育省のプログラ

ムの中で、私たちは何名かの教師の経験について聞いてき

ました。チャンピオン・ティーチャーズとは、自主的にプロジェ

クトに参加した高校教師のことで、メンターの支援を受けな

がら実践研究を行うように勧められていました。このプログ

ラムの詳細については、以下のウェブサイトをご覧ください：  
http://championteachers.weebly.com/

フォローアップ

次の章に進む前に、チリのチャンピオン・ティーチャーである

テレサ・リオスの報告書を読んでみましょう。彼女の話はこち

らからご覧いただけます： https://bit.ly/teresarios

以下の質問について考えてみてください。 

A.	 彼女は、授業で生徒が話せない原因は何だと思いまし  
	 たか。

B.	 彼女は生徒について何を学びましたか。

C.	 以下の彼女の話によると、研究をすることは、教師とし  
	 てどのような点で役に立ったのでしょうか。

「この探索的なプロセスによって私が発見したのは、私は

生徒に何かを期待していたけれども、そもそも生徒が必要

としているものを与えていなかったということです。授業中

に何か問題を見つけたら、立ち止まってその問題について

考え、データを収集して分析し、それに応じた行動計画を

立てるべきだと思います」

教師は何をしましたか。 情報の種類

「生徒が課題に取り組んでいる間に起こったすべてのこと

（生徒の態度や行動など）をメモしました」

「後日、生徒が取り組んだ様々な課題を集めてみると、私が

流した音楽によって違いがあることに気づき始めました」

「また、私は生徒に調査をしました。生徒の意見を聞くため

の簡単な質問紙です」

「生徒にインタビューをすることにしました。BGMをかけて行

ったそれぞれの活動の後に、生徒がどのように感じたか、

集中できないということはなかったか、課題を終えるのに音

楽が役立ったと感じたか、などを尋ねました」

http://championteachers.weebly.com/
https://bit.ly/teresarios


2. 2. 実践研究とは何か実践研究とは何か

本章では「実践研究（teacher research）」についてさらに学びます。実践研究とは、教師が自身

の実践において重要だと感じている問題に自分自身で着手し実施する研究です。このような研

究は、学術的な目的が主たるものではなく、専門性の向上や指導・学習の改善を目的とし、教師

（と児童生徒）のために教師によって行われる点が強調されます。したがって、実践研究は、独

自の規則に沿って行われ、学術研究を真似する必要はありません。実践研究は研究ですが、独

自のタイプの研究です。
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2.1 研究とは何かを明らかにする

前章では、情報を収集することによって、自分の実践をどの

ようにより深く探索し理解することができるか、そしてどのよう

に状況をよりよく変化させることができるかを見ました。情報、

または「データ」を収集することは、研究の重要な特徴の1つ

です。 

しかし、多くの教師は、本書で解説しているプロセスとは異な

る研究のイメージを持っています。 

教師が述べる研究のイメージは以下のようなものです。

教師は、研究というとしばしば科学者や科学を想像します。し

かし、研究とは実験室や大学で行われたり、「科学的な目的」

のためだけに行われたりするものではありません。常に変化

する教室での日常をよりよく理解したり、教室での日常に変化

をもたらしたりするために、教師や生徒によって研究が行わ

れることもあります。

以下の写真は、教室での日常に入り込んだ研究の特徴をよ

り的確に表すもう1つのイメージです。

この写真では、ダイバーが多様性に富んだ美しいサンゴ礁を

注意深く眺めています。それは、実験室ではなく、実際の環

境でなされる必要があるものです。 

では、以下の写真はどうでしょうか。

この写真では、実際の教室環境で生徒が話し合っている様

子が見えます。生徒が何をしているのか、何を話しているの

か、そして何を考えているのかを調べることは、海面下のサン

ゴ礁を調査するのと同じくらい魅力的で豊かなことです。私た

ちは生徒と毎日会っているからといって面白くないわけでは

ありません。実際、最近次のような文に出会いました。 

「サンゴ礁と同じくらい複雑な文化を持つ教室において

は、教師は常に研究者でなければならない」1

したがって、実験室だけが研究を行う場所ではないことをわ

かっていただけたと思います。そして、本書では、教師が自分

の指導や学習の状況を研究することができると強調してい

ます。しかし、言及しておく必要のある研究についてのよくある

誤解がさらに2つあります。以下で、教師が研究と聞いてよく

思い浮かべるもう2つのイメージを見ていきましょう。 

誤解1　文献をたくさん読むこと 

研究のためには、たくさんの文献を読むと考えるのが普通で

す。これは確かにそうかもしれませんが、すべての研究で必

要というわけではありません。本書では、あるテーマについて

他者の考えを参照することがい

かに役に立つかを示しています

が、それは、自分の教室をよく見

て、そこから情報を得ることほど

重要ではありません。また、文献

は後でも読むことができます。つ

まり、実践研究を始める前にある

テーマについて「文献」のレビュ

ーを読んだり書いたりする必要はないのです。

誤解2. 論文や報告書を書くこと 

これも明確にしておく必要がある誤解の1つです。教師は自

分の研究について論文や報告書を書く必要はありません。

学校内の同僚や学会・研究会の聴衆に向けて、自分の研究

プロジェクトについていつでも発表できるのです。また、本書

で示すように、研究を発表するために文章を書く必要はなく、

写真やポスターを使って研究したことを話すこともできます。 

1 Holliday, A. (1994). Appropriate Methodology and Social Context. Cambridge: Cambridge University Press, p. 31.

Images by: Mat Wright.

Image by: Rick Carey/Shutterstock.
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2.2 しかし、研究とは何か 

研究が何かを知るのに役立つ簡単な定義は、以下の通りです。 

「研究」：（名詞）「立てた問いに答えるための組織的、体系

的な探求」2

研究のもう１つの定義は「公開される体系的な探求」3です。 

これらの両方の定義に「体系的な」という語が使われている

ことがわかるでしょう。言い換えれば、研究は、組織化された

手順に沿って計画的に行われる必要があるのです。デービ

ッド・ヌナンによる「研究」の定義でもこのことが強調されてい

ます。ヌナンは研究を「（１）問い・課題・仮説、（２）データ、（３）デ

ータの分析と解釈、の３つの要素から構成される探求のプロ

セス」4と定義しています。ここでは、ヌナンは「データ」、別の言

い方をすれば関連した「情報」の収集と分析について触れて

います。明確にするために以下の定義を見てください。 

「データ」：（名詞）「情報がとくに分析することが可能な事実

もしくは統計の形態であるとき、その情報をデータと呼ぶ

ことができる」5

課題 2.1 @

研究の定義をいくつか見ましたが、以下の状況について考

え、研究の例として考えられるものにチェックを入れてみまし

ょう。 

1.	ルイスは、ボゴタからロンドンへの航空券を最速かつ

最安の経路で買う必要がありました。探しているもの

を見つけるために彼はいくつもの航空会社のウェブ

サイトを検索し、最適な便を選ぶために他のウェブサ

イトも検索しました。航空券を購入する前に、後で比

較するためにその選択肢をメモしました。 

2.	フランシスは、ケーブルテレビのプロバイダーから送ら

れてくるどの番組も見ることができないことに気づき

ました。彼は黒い画面しか見ることができません。どう

にかテレビ番組に戻そうと、リモコンのボタンをいくつ

か押してみましたが、何も起こりませんでした。そして、

ケーブルセットボックスの説明書があったことを思い

出し、再設定の方法に関する指示を探して、なんとか

お気に入りの番組を再び見ることができました。 

3.	クラウディアは、最近デスクトップコンピュータの動作

が遅くなってきたため、買い換えようと決めました。持

ち運ぶのに軽くて、十分なメモリの容量とスピードを

備えたノートパソコンを購入することにしました。１週

間後、彼女はお店に行き、セール中だったデスクトップ

コンピュータを購入しました。 

ご覧の通り、私たちは日常生活の中で研究に取り組んでいま

す。したがって、研究は研究者によってのみ行われるもので

はなく、私たちの生活に必要不可欠なものでもあるのです。

それでは、教室での事例をいくつか見てみましょう。

課題 2.2 @

以下の教室の状況を読んで、研究の事例を表していると思う

ものを選びましょう。 

1. ある数学教師は、課題を解決するために協働的に取

り組んだり話し合ったりできるように、授業でグループ

ワークを用いることにしました。しかし、生徒がグルー

プワークにきちんと取り組んでいないことに気づきま

した。生徒は与えられた課題を終えておらず、各グル

ープ１、２名の生徒のみが課題をすべて終えている状

態でした。このことから、この指導方法が彼女の授業

で効果的ではないと考え、グループワークを用いる

のをやめました。 

2.ある英語教師は、授業でいつも動画を使用していま

した。最近、生徒があまり熱心に取り組んでおらず、

与えられた課題を終えていないことに気づきました。

生徒に尋ねてみると、動画の英語のレベルが高過ぎ

て、理解できずにいることがわかりました。そこで、彼

女は同僚にその動画を確認してもらいました。この同

僚は、生徒が言っていたことを確認しました。結果とし

て、彼女は、動画を理解するために必要な英語を生

徒に指導するとともに、生徒のレベルにもとづいて動

画をより慎重に選ぶようになりました。 

3.ある理科教師は、指導主事の訪問を受けました。訪

問後、質問をするたびに毎回同じ５、６名のグループ

の生徒が答えていることや、すべての生徒をより活発

に参加させるようにすべきであることを、その指導主

事は教師に伝えました。この後、あまり積極的ではな

い生徒に質問したり、より自信がある生徒については

自発的に発言させるようにしたりしました。 

解説

ここまでを要約すると、研究には、以下のような特徴があります。

1. 答えるべき問い

2. 体系的なデータ収集

3. データの分析

4. 問いに対する答え 

本書を通して、研究を行う上での様々な部分やプロセスにつ

いて紹介していきますが、データ収集は、研究において不可

欠な要素であり、その後に「分析」が来ることをここで再確認し

ておきましょう。

「分析」：（名詞）「物事の要素または構造を詳細に調べる

こと」5

ここまで何度も強調しているように、研究は科学者のみが行

うものではありません。研究は日常生活の中で行われるもの

であり、教師によって行われることがあります。その場合、それ

は「実践研究」と呼ばれ、教師が主体となって自身の文脈に

おいて行われる研究を指します。 
2 Hatch, E. and Lazaraton, A. (1991) The Research Manual: Design and Statistics for Applied Linguistics. Boston: Heinle & Heinle, p. 1.  
3 Stenhouse, L (1978). ‘Applying research to education’. Paper given to the British Educational Research Association. Stenhouse Archive,  
  University of East Anglia, p. 1. 
4 Nunan, D. (1992) Research Methods in Language Learning. Cambridge: Cambridge University Press, p. 3.  
5 https://www.collinsdictionary.com/dictionary/english/data

https://www.collinsdictionary.com/dictionary/english/data
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2.3 実践研究とはどのようなものか：ロレーナの
話

上で挙げられた特徴が、私たちが一緒に取り組んだチャンピ

オン・ティーチャーズの1人の事例に当てはまるかどうか見て

みましょう。 

ロレーナ・ムニョスが自分の言葉で語った研究を読み、続く

表を完成させてください。

「私はオソルノの高校で教師をしており、傷つきやすい生

徒を指導しています。私は９年生から11年生を指導して

おり、大体１クラスにつき38名から40名の生徒がいます。

９年生の生徒は14歳から15歳です。このような文脈の

中、私は、生徒がリスニング活動にきちんと取り組んでい

ないことに気づきました。授業中、生徒がリスニング活動

に取り組んでいないのを見て、その理由を知りたいと思い

ました。

私は探索的な研究のプロセスにおいて、取り組むべき４つ

の問いを選びました。 

1.どのリスニング活動であれば、生徒はよりよく聞き取

ることができるのか。 

2.授業中、リスニングはどのように提示されているのか。 

3. 生徒はリスニング教材からどのような情報を認識す

ることができるのか。 

4.リスニング教材の長さが、生徒のパフォーマンスにど

のような影響を与えるのか。

情報を集めるために私は調査を行いましたが、生徒がそ

のテーマを面白いと感じていることがわかり驚きました。

生徒がもっとも好きな活動は歌だったのです。生徒は教師

の指示を聞くことも理解することもできていました。そこで、

私はフォーカス・グループ・ディスカッションを行い、リスニ

ングの際に簡単だと思っていることや難しいと感じている

ことについて調べることにしました。録音された教材が長

すぎて、生徒は、活動を終わらせることができないことを私

に話してくれました。それが、生徒の不満や、やる気をなくす

原因だったのです。生徒は、歌は短くて活動を達成しやす

いため簡単だとも言いました。本格的な相互観察の時間

も計画し、そこでは、リスニング中、または教師が指示をし

ている際の生徒の行動を教育実習生が観察しました。彼

は、先の結果を確認するとともに、生徒が指示を聞いてい

ることにも着目し、生徒は何をすべきかわかっていることを

示してくれました。

私は、リスニングの音声を歌のように扱うことにしました。

音声をいくつかのセクションに分け、情報を並べたり、穴埋

めをしたりする活動を作りました。

２週間が終わるまでに、いくつかの変化が見られました。  

最初の変化は、生徒がきちんと活動に取り組み、ハンドア

ウトには正しい答えが記入され、授業に参加しようと多く

の手が挙がることが確認できたことです。また、別の質問

紙調査では、リスニング教材を歌のように扱うことで、しっ

かり取り組めたという回答がありました。生徒は、文章か

ら情報を見つけ出すことができたことや、もっとも好きな活

動は、正しい単語に下線を引く、穴埋めをする、仲間はず

れを消す活動であることなどを答えてくれました。それでも

音声が速すぎることもあり、情報を順番に並べることは難

しいようでした。フォーカス・グループ・ディスカッションの参

加者は、課題がうまくこなせるようになったことで、やる気

が高まり、うまくいっている感じがすると述べています。この

ことは、別の相互観察でも確認されました。観察中、生徒

は活動に集中していて他のことに気が散ることはなかった

と、ある実習生が話してくれました。

振り返ってみると、アクション・リサーチを行うことが私の指

導実践と生徒のリスニングスキルを向上させるのに役立

つことを学びました。私たちが教師として生徒のニーズに

合わせた指導を行う場合、生徒のリスニングスキルを高

めることができます。このように取り組み続けるよう動機づ

ける自分の変化にも気づくことができました。今後は、生徒

が必要とすることによって、私のリスニングの指導法は変

わるでしょう。最後に、簡単な行動で、教室で行っているこ

とを変えたり改善したりできることを実感しました」

課題 2.3 @

ロレーナの話を読んで以下の問いに答えてみましょう。

先に、研究には以下の特徴があることを述べました。

1.	 答えるべき問い

2.	 体系的なデータ収集

3.	 データの分析

4.	 問いに対する答え 

ロレーナが行ったことにこれらすべてが提示されていましたか。 

答えは、はいです。

研究の意思決定を行ったのは誰ですか。 

答えは、教師であるロレーナです。

これが研究なのです。教師によって主体的に実践される研

究、つまり、実践研究なのです。

1. ロレーナの当初の懸念は何でしたか。

2. ロレーナの当初の問いは何でしたか。
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解説

教師であるロレーナは、自分のために、そして生徒のために

研究を行いました。「どのリスニング活動であれば、私の生徒

はよりよく聞き取ることができるのか」や「授業中、リスニング

はどのように提示されているのか」といった、いくつかの悩み、

あるいは、いくつかの（自分自身の）問いから彼女は研究を始

め、同僚に授業を観察してもらったり生徒に質問したりしてデ

ータを収集することで、問いの答えを見つけました。彼女はこ

のデータを慎重に検討（分析）して、リスニングの授業を行う

方法についてどのような領域を改善するべきか、いくつかの

結論に至りました。

まとめとフォローアップ

この章では、教師が研究は「自分のため」にはあまりならない

と思うことがよくあることについて考えました。そして、研究に

ついて明らかにするために、研究をいくつかの段階に分けた

り、ロレーナという１人の教師がどのように研究に取り組んだ

かを示したり、そしてその研究は、彼女にとって、そして潜在的

に生徒にとってとても役立つものであるということを示したり

しました。これが実践研究であり、自分の仕事上重要だと思

われる問題に対し、教師によって主体的に始められ、実施さ

れる研究なのです。

フォローアップ

もう１人のチャンピオン・ティーチャーであるレイラ・ヌニェス

の話についても読んでみましょう。彼女は自分の生徒のライ

ティング能力について理解することに関心があります。彼女

の話（完全版）は以下で読むことができます。 https://bit.ly/
leylanunez

話の中で、レイラは、同僚から洞察を得ました。彼女はどのよ

うにしたのでしょうか。どのような点でそれは価値がある（もし

くはない）とあなたは思いますか。レイラは生徒からも情報を

集めました。この情報から彼女は何を学んだのでしょうか。最

後に、あなたは彼女が提案する行動計画に同意するでしょう

か。あなたなら、彼女の計画に何を付け足すでしょうか。

チャンピオン・ティーチャー：レイラ・ヌニェス

https://bit.ly/leylanunez
https://bit.ly/leylanunez
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3.1 「探索」の価値 

本章でとりあげる探索的アクション・リサーチとは、教師とし

て自分の実践を探索、理解、改善する方法のことです。まず、

「探索」の価値について検討し、状況を探索することが、その

状況の変化に向けた適切な形の「行動」にどのように貢献す

るのかを考えていきます。まず、悩んでいる、もしくは、うまくい

っていない教室の状況に対応している教師2名の事例を見て

みましょう。 

課題 3.1 @

これらの状況について、以下の質問に答えましょう。答えは解

答で確認することができます。 

1.	 ある教師は、授業中の生徒のやる

気が十分でないと感じていた。彼

女は授業中に動画を使用すること

で、この状況を改善できないかと考

え、歌や面白い動画、映画の切り

抜き動画を用いた授業を計画することにした。 

2.	 ある教師は、生徒が目標言語を使ってコミュニケーシ

ョンをとることがほとんどないため

に、スピーキング力が高くないこと

に気づいた。この状況を変えるた

めに、この教師は授業でより多くの

グループワークを取り入れることに

した。 

これらの状況に共通していることは何でしょうか。A、B、Cか

ら選びましょう。

A．	両方の事例において、教師は状況についてのデータを

収集した。

B． 	教師は状況を改善するために、 ある種の 「介入」 もし

くは 「行動」 を取り入れた。

C．	教師は状況を改善したり理解したりするために何もしな

かった。

解説

素早く行動することは、教師にとって不可欠なスキルですが、

とくに、もっとも重要な意思決定においては「正しく」行動して

いるかどうかを考えることも重要であるかもしれません。上の

例１では、おそらく動画自体がやる気を起こすものであるとい

う教師の信念のもとで動画を使用することを決めたのでしょ

う。しかし、生徒のやる気のなさが教材の種類よりむしろ、授

業中に生徒が活発であることが許されていなかったという事

実に関連していたらどうでしょう。この教師は動画の使用を決

める前に、このことについて生徒に尋ねることはありませんで

した。 

実際、チリのチャンピオン・ティーチャーズ・プログラムのある

教師もまた、生徒のやる気を向上させることに関心がありま

したが、彼女は収集したデータから、授業中生徒に英語を話

す機会をより多く与えることに、自身の焦点を変える必要が

あることに気づきました。「私が収集した情報から、練習のた

めの十分な時間を与えていないことがわかりました。私は１

回の授業もしくは週１回に１つのスピーキング活動しか行って

いませんでした」と述べています。したがって、彼女の場合、テ

クノロジーを使った介入を取り入れたとしても状況を改善する

ことはできなかったでしょう。 

例２の教師は、授業中におけるスピーキングの時間を増やす

ために、生徒にグループワークをさせましたが、もし生徒がコ

ミュニケーションのために必要な表現がわからなかったり、

授業中に話すテーマに関心がなかったりしたために話してい

なかったとしたらどうでしょう。教師はグループワークをさせる

前に生徒のスピーキング力や関心について確認することは

なく、グループワークについて生徒がどう思っているかも確認

することはありませんでした。 

以下の対話を読んでみましょう。これは、悩んでいる状況を

改善するために２名の教師の間で行われた実際の会話で

す。

A:		去年、授業のために多読用の本を選ばなければならな

かったのですが、どれを選ぶべきかわかりませんでし

た。

B:		あなたは本のカタログを持っていたでしょう。

A:		ええ、持っていましたが、生徒がどの本を気に入るのか

わからなかったのです。

B:		なるほど。それでどうしたのですか。

A:		多読用の本のタイトルを生徒に見せて、お気に入りのも

のを選ぶように伝えました。すると、生徒は動物の話を

選んだのです。私はそれを全く予想できませんでした。

B:		なぜですか。どのタイトルを生徒が選ぶと思ったのです

か。

A:		UFOとか幽霊とかそのようなもので、動物だとは全く思

いませんでした。

課題3.1の例は、教師が状況を改善しようとしたり、すぐに行

動に移って問いに答えようとしたりする状況を端的に表した

ものです。このような状況とは異なり、上の対話では、情報を

収集することでどのように教師の悩みに答えたかがわかるで

しょう。この場合、彼女は生徒に尋ねることで不確かな状況

を探索しました。彼女は自分の選択が異なるものだったこと

を実感したときの驚きも報告していました。このことからもわ

かるように、状況を詳しく調べずに早急に意思決定をするこ

とは、データ収集を通して探索することができるような、なぜ

その状況が起きているのかといった理由にもとづくのではな

く、誤った仮説や、（第1章で検討したように）単なる兆候や直

感をもとにした仮説を立ててしまうことになる可能性がありま

す。 
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3.2 探索的な研究：アンドレアの話 
（パート 1）

ある状況を改善しようと試みる前にどのように探索すること

ができるか、事例を見てみましょう。そして、アンドレアが自分

自身の言葉で語った日々の話から、日々の実践にどのように

探索を取り入れることができるかを見てみましょう。

「私は、まとめの活動について悩んでいたため、この研究

を始めることにしました。私は自分の授業のまとめ方が効

率的でないか、おそらく私の活動が授業の学びや授業目

的の達成を確実にするために、授業の終わりまで生徒を

主体的に参加させるものになっていないと思いました。ウ

ォームアップやメインの活動にとくに比重を置いて授業の

準備をすることが多かったのですが、まとめの活動はしっ

かり行っていたかどうか疑問に思い始めました。 

私の最初の問いは『まとめとは何か』ということでした。私

にとってまとめとは、授業の最後の活動であり、生徒が

学習したことを言語化したり、示したり、提出したりするも

のと考えていました。しかし、そうではなかったのかもしれ

ません。そこで、私はまとめについての情報を得ようとイ

ンターネットで検索をはじめました。すると、私は、https://
busyteacher.org/ というサイトを見つけました。このウェブ

サイトには教師が様々なテーマで書いた記事がありまし

た。幸いなことに、私は自分が探していたテーマに関連し

た記事を見つけることができました。その記事の中で、その

教師は、まとめとは最後の活動であり、生徒によって行わ

れるべきものであると述べていました。授業のまとめの部

分においては、教師はファシリテーターの役割を持ってい

たのです。

その点で、私の考えていたことがその記事に書かれていた

ことに似ていると感じました。そのためなんとなく落ち着き、

『迷う』ことはそれほどありませんでした。しかし、教師がフ

ァシリテーターとして補助的な役割を担っているというこ

と、生徒が主役であること、もっとも重要なことは、情報は

教師からではなく生徒から出てくるべきものであることが

私の注意を引きました。

この行動のあと、このテーマについて何人かの同僚に尋

ねてみることにしました。私には、まだ答えるべき問いがあ

ったので、同僚の意見は役に立つかもしれないと思った

のです。私は以下の質問をしました。

1.	 まとめの活動を構成しているものは何か。

2.	 授業をまとめることは必要か。それはなぜか。

3.	 まとめで直面する主要な困難点は何か。

4.	 まとめの活動を行うとき生徒はどのような反応をするか。

全体的に、まとめの活動の構成要素は（a）目標を思い出

すこと、（b）授業の内容を確認すること、（c）授業の要約を

すること、が同僚の答えでした。２名の教師はまとめの活

動をそれほど重視していませんでしたが、２名は、教師が

目標をどの程度達成したかを知ったり、生徒が授業の内

容を確認したり、授業目標を達成したかどうかを確認した

りすることが重要だと感じていました。まとめの活動につい

て同僚から報告された主な問題点は、生徒が通常授業の

まとめの部分に注意を向けず、時間が足りなくなり、生徒

の行儀がよくないことでした。 

この簡単な質問紙調査の後、生徒の参加がきわめて重

要であるということ、つまり、授業のまとめの部分はやる気

を出させるもので、かつ生徒中心でなければならないとい

うこと、そしてもっとも重要な問題の1つは時間であることを

よりはっきりと理解しました。また、常に授業の目標を心に

留めておくことが重要であるということもわかりました。そう

することで自分の目標がどの程度達成されたかを知るこ

とができるのです。

私は自分の指導実践を振り返り、私のまとめの活動の特

徴を認識し、それらを私が思うよいまとめの方法と比べ

ました。

私の名前はアンドレア・ローブルズです。チリのイキケで

英語教師をしています。私は自分自身を新しい物、考え

方、技術を探索する教師であると考え、自分の実践につ

いて振り返ることが多いです。

私のまとめ 私の理想のまとめ

私は、正解が１つではない、目的が

はっきりしない質問を尋ねる傾向が

あり、授業のこの部分で生徒を指名

することがありませんでした。

すべての子どもに

参加する機会があ

るべきである。

まとめの活動は、５分ほどでした。 子どもは自分が学

習したことを示さな

ければならない。

私は、授業のたびに同じ質問を使う

傾向があり、その結果、それで生徒は

授業が終わりに近づいていることが

わかりました。私の質問は「今日の授

業は何についてでしたか。今日の授

業について教えてくれますか。何を学

びましたか」というものでした。

やる気を出させる

活動。

「私は、生徒にインタビューすることに

しました。そこで、BGMのある各活動

に取り組んだ後、生徒がどのように

感じたか、集中できていたかどうか、

音楽が課題を終わらせるのに役に

立ったかどうかなどを尋ねました」

次の授業まで内容

を覚えてもらうため

の活動。

https://busyteacher.org/
https://busyteacher.org/
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に、彼女は同僚に（３　　　　　　　　　　）を行い、インターネット

を検索し同僚に自分の授業を（４　　　　　　　　　　）するよう頼

んだ。彼女はまた生徒に授業の何を覚えているかを思い出

すよう求めた。アンドレアは彼女が必要としていたすべての（５

　　　　　　　　　　）を収集した後、彼女は状況を（６　　　　　　　

　　　）、その状況をよりよく（７　　　　　　　　　　）ことができた。 

アンドレアの経験をより詳しく見て、もう少し理解するようにし

てみましょう。彼女が「悩み」と呼ぶもの（彼女の場合、明確な

「問題」ではなく、必ずしもすぐに解決が必要でないもの）から

始めています。授業をまとめるための新しい方法をすぐに試

すのではなく、彼女は状況を理解することにしたのです。 

ある意味では、彼女はそうすることで「慣れ親しんだものを未

知のものにした」のです。つまり、慣れ親しんだものを新しい

視点から見たのです。私たちが直面する問題のある、もしくは

悩んでいる状況から一歩下がって客観的に見ることは、難し

いですが、とても効果的かもしれません。教師はとにかく課題

を解決することに飛びつく誘惑に駆られがちですが、一歩引

いてみることも重要です。 

しかし、探索するときに何をするのでしょうか。アンドレアの探

索を見ていくと、私たちは以下の段階を確認することができ

ます。それが「探索的な研究」を特徴づけるものです。 

このすべてのプロセスのあと、生徒と関連する自分の『本

当の研究』（と私が呼んでいるもの）を始めることに決めま

した。まず、私は、授業の最後に生徒がどのように反応して

いるのかについてもっと知りたいと思いました。そのため、

私は授業を行って、まとめの活動と生徒の反応に注意し

ながら、その授業を行う私の様子を観察するよう同僚に

頼みました。同僚はメモを取り、気づいたことを共有するた

めに検討会を開きました。

私が授業を行ってみると、生徒がまとめの活動にあまり主

体的に取り組んでいないことに気づきました。さらに、その

活動に意欲的に参加した生徒はあまり多くなく、授業の内

容を話すのを聞いていない生徒もいました。実際、この段

階で参加していた生徒は、私が直接指示しなくても普段か

ら喜んで参加する生徒でした。

その後、同僚との検討会でなされた報告でわかったこと

は、ほとんどの生徒が机の上を片付け始め、教室を出る

準備をしており、ほんのわずかな生徒しか注意を向けてい

なかったことでした。

そういうことだったのか。頭の中で何かがひらめきました。

すべてのことが積み重なって、私が感じたことが正しかっ

たと感じました。まとめの活動では何かがうまく機能してい

なかったのです。

次の授業で、私は生徒に１枚の紙を配り、前の授業で何が

起きたかを書くように言いました。私はそれを（母語の）ス

ペイン語で指示したため、生徒には自分の考えを表現す

る機会が等しく与えられました。以下がその結果です。

■	23名が覚えていなかった。

■	３名が回答しなかった。

■	８名が正しく回答した。

ほとんどの生徒は何をしたか覚えておらず、覚えていた生

徒は、本当に授業に参加したいと思っていた生徒でした」

課題 3.2 @

アンドレアは自分が認識した状況をどのように探索したので

しょうか。解答で自分の答えを確認しましょう。

以下の文を読んで与えられた語彙を使って空欄を埋めましょ

う。

アンドレアは授業を（１　　　　　　　　　　）方法が効果的かど

うかわからなかったため、この研究を行うことにした。この状

況を明確にするために、アンドレアはいくつかの（２　　　　　

　　　　　）を思いついた。それから、彼女の問いに答えるため

A. 探索のための計画を立てる（問いとデータを得る方法

について計画する）

これは、自分の実践を振り返る段階であり、焦点を当てる

領域や状況を決める段階です。ここでは、答えるべき問い

を考えたり、尋ねられている問いに答えるための情報を収

集する方法を計画したりします。 

B. 探索する（データを集める）

ここでは、認識した状況を明らかにするためにデータを収

集します。重要なことは、効果的にデータを分析したり解

釈したりできるよう順序立てて収集することです。

C. 分析と振り返りを行う（データにもとづいて問いに答える）

ここは、全体のプロセスを分析し、起きたことについて振り

返る段階です。ここでは、もし必要であれば行動計画を後

に作るために、あなたが特定した、悩んでいる、あるいは、

うまくいっていない状況を明確にすることができます。 

データ 振り返り

理解する
質問紙調査 観 察

問いまとめる
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課題 3.3 @

上で見たステップをもとに、アンドレアが探索中に行ったことを要約した文を読み、それらを対応する段階と合わせましょう（左

にある活動の順番はバラバラになっており、右のAとBに対しては２つ以上の活動が入ります）。その後、解答例で答えを確認し

ましょう。 

3.3 アクション・リサーチ：アンドレアの話
（パート 2）

私たちは、ある特定の状況を探索する研究がどのようなもの

であるかを見てきました。教師の中には状況を探索するだけ

で十分である可能性もあり（それで状況が解決すると気づく

ことがあるかもしれません）、このタイプの探索的な研究につ

いては次のいくつかの章でも焦点を当てていきます（第6章

まで）。しかし、本書ではこのような研究がどのように「アクショ

ン・リサーチ」（変化を起こそうと試み、何が起こるかを体系的

に観察する方法）になりえるかについて考えます。

アンドレアの授業のまとめ方の事例に戻りましょう。以下に、

アンドレアが研究をどのように続けたかを見ることができま

す。 

「その瞬間、私は何かをしなければならないと決めました。

この状況を変えるために変化を起こさなければならなかっ

たのです。それで、私は同僚に再度私の教室に来て授業

を観察しメモを取り、授業について話す検討会を再度開く

よう依頼しました。

今回は、活動を変えることにしました…『覚えておきたい何

かを勉強するとき、役立つことは何か』を考え始め、私にと

って効果的だった活動がマインドマップであることに気づき

ました。私は授業を普段通り行い、授業を終えなければな

らないときに、マインドマップにより多くの時間をとりました。

その活動を授業終了のチャイム10分前に始めました。生徒

にペアワークをするように言い、授業で学んだすべてのこと

についてマップを描くよう伝えました。パートナーと話す、メ

モを取る、色を使う、といったことを生徒は行いました。

クラスの前でマップについて生徒に説明させるためにラン

ダムにグループを指名しました。生徒はマップを描き、それ

について説明しました。すると驚くことに、その他のグルー

プが授業で得た情報、生徒が作った具体例、そして生徒が

以前に学んだことを描き加え始めたのです。生徒の多くが

この最後の活動に取り組んでいたので、何かが変わった

ことに気がついたのです。

検討会で同僚から報告されたこととして、すべての生徒が

その活動に主体的に取り組み、グループ内で考えを共有

し、補足情報を付け加えながら意見を言っていたこと、すべ

ての生徒が、つまり、前回の授業で集中していなかった生

徒でさえ、とてもやる気に満ちているのが見えたことがあり

ました。

次の授業では、最初に観察してもらった授業と同じ方法を

繰り返しました。具体的には、生徒に対して1枚の紙に（母

語であるスペイン語で）前回の授業について覚えているこ

とを書くように言いました。生徒の答えは以下の通りです。

■	 30名が前回の授業内容を覚えていた（そして多くの生

徒がマップを描いた活動を覚えていた）。

■	 ４名の生徒は覚えていなかった。

生徒のほとんどが前回の授業を覚えていました。ですか

ら、私が前回の内容を振り返れば、学習が前回の授業と

関連付けられ、意味のあるものになる可能性があります。

授業に変化を起こすことができれば、状況を完全に変える

ことができること、そして、もっとも重要なことは、変化を起こ

すことはそれほど難しいことではなく、生徒に影響を与え

るということです。

 

1.	 問題を明確にするために役立つ質問をする。

2.	 同僚に授業を観察するよう依頼する。

4.	 得られたすべての情報を分析し、自分の「まとめ」の効果に 

	 ついて結論を出す。

6.	 同僚に質問紙を配り、「まとめの活動」についての認識を 

	 尋ねる。 

5.	 授業のまとめ方が、指導の中で問題のある部分であるこ 

	 とを確認する。 

3.	 ウェブ上で「まとめ」の意味を調べ明確にする。
A.  探索のための計画を立てる

B.  探索する

C.  分析と振り返りを行う
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もっと研究をしたり振り返りを行ったりする必要があると思

っています。しかし、本当に確信したのは、まとめの活動が

とても重要だということです。生徒が学んだことを振り返る

ことができる活動をじっくり探す必要があります。ここでは

教師として接するのではなく、支援者として接するのです。

あえて言うなら、まとめの活動は学習者のメタ認知能力を

発達させなければならないのです。

より多くの問いが私の中で生まれました。私はさらなる変

化をもたらし、再び研究を行い、その結果をまた共有しよう

と思います」

解説

ここでは、アンドレアが、後の行動に活かすため、探索の際に

集めた情報を使うことで、どのように探索から行動に移って

いったかを見ることができます。例えば、彼女の同僚が、彼女

がいつも同じ指導方法（生徒に質問する形）をとっていると伝

えたため、彼女は授業をまとめる方法を変えることにしまし

た。彼女が集めた情報から、生徒が授業内容を覚えておくた

めに支援が必要であることを彼女は学びました。それで生徒

の記憶を補助するためにマインドマップを使うと決めたので

す。結論として、アンドレアは状況を探索し、その後、理解した

ことをもとに、それに従って行動を起こしました。その変化がう

まくいくかどうか確かめるために、彼女はさらにデータも取っ

たのです。

課題 3.4 @

ある与えられた状況で教師が何をしたかを描写する以下の

一連の出来事を見てください。これらの教師が状況を探索し

ようとしているのか、その状況に対しすぐに行動しようとしてい

るのかを考えましょう。そして自分の答えを解答で確認しまし

ょう。

1. 生徒が授業中に携帯電話 
を使いたいと主張していることに 

ある教師が気づいた。この状況に対応 
するために、言語学習を目的として 
携帯電話を使わせるような活動 

を計画した。

3. ある教師は生徒に歌を 
教えたいと思っていた。生徒が何 

の曲が好きか疑問に思ったため、それ 
を知るために生徒に調査を行った。これを 

もとに、最新のポップソングを教える 
ことにした。

2. 同僚が生徒のグループを 
まとめるのに苦労していた。 

生徒に尋ねたところ、活動が楽しくない 
ので受け身になっていた 

と主張した。

A.  教師は状況をまず探索している。

B.  教師は状況に対しすぐに行動している。

A.  教師は状況をまず探索

している。

B.  教師は状況に対しすぐ

に行動している。

A.  教師は状況をまず探索している。

B.  教師は状況に対しすぐに行動している。
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3.4 それで、探索的アクション・リサーチとは何
か 

探索的アクション・リサーチとは、探索的な研究（アンドレアの

話のパート１（上記3.2））の後にアクション・リサーチ（アンドレ

アの話のパート２（上記3.3））が行われるものです。言い換え

れば、全体のプロセスは以下のようになります。 

A. 探索のための計画を立てる（問いとデータの収集方法

を計画する）

B. 探索する（データを収集する）

C. 分析と振り返りを行う（データをもとに問いに答える）

アンドレアの研究の「行動」の部分には、研究の探索の部分

と同じ要素（データ収集、分析、解釈）が含まれています。ただ

し、状況を広く探索するよりも、実行されている「行動」を評価

することに重点が置かれています。彼女の研究の行動部分

におけるこの段階は、以下のように識別されます。 

このように探索的アクション・リサーチを図示できます。

探索的アクション・リサーチのステップ

1. （変化のための）計画を立てる

この段階では、何を変えるかを決め、何が起きるかを見る

さらなるデータの集め方を計画します。

4. 振り返る（何が起きたのかを解釈する）

ここは、何が起きたのか解釈を行い、とくに介入の効果に

ついて振り返り、さらに必要と思われる行動について検討

する段階です。もちろん、さらなる研究が必要だと考えるか

もしれません。その場合、(A)に戻ってさらに探索するか、(１)
のさらなるアクション・リサーチを行うことになります。 

2. 行動する（変化を実行する）

計画した変化（「介入」）を行動に移します。

3. 観察する（データをもとに何が起きるのかを見る）

介入が起こっている間、もしくは起こった後にデータを収集

し、それを分析します。
1. （変化のための）計画を立てる

2. 行動する（変化を実行する）

3. 観察する（データをもとに何が起きるのかを見る）

4. 振り返る（何が起きたのかを解釈する）

A. 探索の
ための計画
を立てる

B. 探索する

C. 分析して
振り返る

1. 変化のた
めの計画を
立てる

2. 行動する

3. 観察する

4. 振り返る

?

探索 行動
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課題 3.5

上で強調されたように、アクション・リサーチに取り組む前に

は十分な探索がとても重要になります。それはなぜでしょう

か。先を読み進める前にあなたが考える理由を１つ２つ書き

留めておきましょう。ヒント：課題3.1や3.4で読んだ話を思い出

してみてください。

状況を変える行動を計画する前に状況を探索する、もっとも

な理由が少なくとも３つあります。

１) 何をするべきかを決める前に、私たちは現在の状況につ

いて理解する必要があります。教師として、私たちは教室内

で何が起きているのかを理解していると思っていますが、必

ずしもそうとは限りません。課題3.1の問題解決（と関連した

解説）の例は、探索しなければ、私たちは簡単に誤った行動

をとって状況をさらに悪くしてしまうこともあることを示してい

ます。

２) 私たちの行動が成功したかどうかを決めるには、その状

況を行動前の状況と比較する必要があります。初めの状況

を探索しデータを収集することで、その状況についての十分

な情報を得ることができます。関連した別の利点は、新たな

行動後にも同じような方法で情報を収集することができ、状

況を比較することが容易になることです。

３) 日々の指導と教室内での探索を組み合わせることはそれ

ほど難しくないかもしれません。教師の負担を増やしすぎず、

普段行っていることと探索をうまく合わせるべきです。探索と

は本質的に、状況を異なった方法で見たり、詳しく見たりする

ことを意味します。これまでに見てきたように、様々な理由か

ら利点があるのです。 

第２章とこの章のアンドレアの話で見たように、研究は問いか

ら始まり、自分に尋ねた問いとともに成長します。そして、ここ

で、探索的アクション・リサーチが２つの異なる基本的な研究

の問いを持つということを強調しておくことが役立つかもしれ

ません。そしてそれは、「探索的アクション・リサーチのステッ

プ」の図に示されている２つの別々の局面（探索と行動）に関

連しています。

この２つの主な問いだけが探索的アクション・リサーチに必

要です。これらをより具体的かつ詳細にすることもできます

が、私たちが行うべきことは、この２つの問いに答えることだ

けなのです。

この段階で、問いについての疑問があるかもしれません。認

識した関心や困難をこれらの問いに合わせてどのように探

索できるのか、もしくは、より具体的な問いの例を見たいと思

うかもしれません。心配しないでください。それらはすぐに出

てきます。本書の残りの部分では、以下の通り探索的アクショ

ン・リサーチの各ステップについてより詳しく見ていきます。

探索型の研究（exploratory research）

■	課題、関心もしくは悩みを明確にして具体的な問いを決め

る。［第４章］

■	問いに答えるために必要となるデータを収集する。［第５

章］

■	問いに答え、状況をよりよく理解するためにデータを分析

し解釈する。［第６章］

これら３つのステップで十分であるかもしれないことを覚えて

おいてください。あなたが得る新たな理解はそれ自身が様々

な形で役立つでしょう。または、アクション・リサーチの形に発

展させたいと思うかもしれません。

アクション・リサーチ（action research）

■	変化のための計画を立て、実施する。［第７章］

■	何が起きているのかを観察し、変化を評価し、次に行いた

いことを考える。［第８章］

探索

探索型の研究課題（exploratory research question）：

現在の状況はどのようなものか。

行動

改善型の研究課題（action research question）：

私が試みた変化の効果は何か。
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まとめとフォローアップ

この章では、探索することの価値を見てきました。とくに、児

童生徒を指導する日々の課題に教師が没頭しているときに

は、状況についての教師の認識は、現実と一致していると

は限らないことも指摘しました。アンドレアの話をもとに、直

面する状況を探索し理解した後に初めて、彼女のとった行

動が可能になったことがわかりました。また、探索的アクシ

ョン・リサーチの７つのステップを認識しました。最初の３つ

のステップは探索についてのものであり、残りの４つのステ

ップは行動についてのものでした。本書の残りの章も楽しみ

にしています。

フォローアップ

第２章のロレーナの話を今度はより詳しく振り返ってみてく

ださい。以下のリンクよりアクセス可能です。 https://bit.ly/
lorenamunoz

ここでは、より完全な探索的アクション・リサーチのプロジェ

クトについて記述しています。各ステップで行ったことについ

ての彼女のメモをもとに、以下の表を完成させてください。

最初のステップは例として示されています。 

探索的アクション・リサーチのステップ ロレーナは何をしたのか。

A 探索のための計画を立てる 彼女はリスニング活動についての問題に気づき、取り組むべ

き4つの問いを決めました。

B 探索する

C 分析し振り返る

1 変化のための計画を立てる

2 行動する

3 観察する

4 振り返る

https://bit.ly/lorenamunoz
https://bit.ly/lorenamunoz


4. 4. 何を探索し、何を問いと 何を探索し、何を問いと 
	 するか	 するか

探索的アクション・リサーチとはどのようなものか、理論的にも、これまでに紹介した何人か

の教師の実践からも、かなり明確なイメージがすでにもてているはずです。さらに理解した

い場合は、チリのチャンピオン・ティーチャーズ・プロジェクトの教師の話を読んでみるとよい

でしょう。また、このハンドブックでこれまで何度も参照し、今後も参照し続けることになる姉

妹本のChampion Teachers: Stories of Exploratory Research （http://bit.ly/champion-
teachers）でも教師の話を読むことができます。準備ができたら、自分の研究を始める方法

を明らかにするために、本書を読み進めましょう。

http://bit.ly/champion-teachers
http://bit.ly/champion-teachers
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4.1 研究をする動機

前章では、アンドレアの研究テーマが、これまでに読んだ本

や他の誰かの提案からではなく、彼女自身の指導について

抱いていた関心事から始まったことを紹介しました。第２章で

は、実践研究は主に教師（と学習者）自身のためのものであ

り、教師にとってさらなる負担にならないよう管理しやすい方

法で行われるべきであるということも述べました。

そう考えると、あなたの研究の主な動機は、外部からではな

く、自分、自分自身の経験、目的、必要性からくるものであるこ

とは至極当然です。そうだとすると、おそらく次のように思うか

もしれません。「でも、どう始めればよいのだろう。私の授業に

起きている多くのこと、取り組むべき問題や解決すべき問題、

解決すべき悩み（puzzle）がこんなにたくさんあるのに」 まず

は、あなたの研究は、a) 成功例、b) 悩み、c) うまくいっていな

い状況、から始まることを念頭に置くことが重要です。

A.	成功例：うまくいったこと、さらに探索してみたいこと

例えば、読解力を高めるために短い物語を使うと、生徒の

読解力が向上することに気づいたとします。生徒のスキル

のどの側面が向上したのか、どのような物語だとよりうまく

いくのかを知りたいと思うかもしれません。また、他のジャ

ンルの物語（漫画など）でも同じように期待される効果が

得られるかどうかを調べたいと思うかもしれません。

B.	悩み：児童生徒や児童生徒の学びについての疑問や問

い

例えば、授業が退屈だと生徒があなたに何度も言ってき

たとします。しばらく生徒を観察していると、より活発な活動

を計画したとしても、授業に十分取り組んでいないことに

気づきます。生徒が授業についてどう考えているのか、どう

すれば生徒にとって魅力的な授業になるのかを知りたい

と思うでしょう。

C.	 うまくいっていない状況：うまくいかなかったこと、その理由

を知りたいと思っていること

例えば、生徒が自信を持ってその言語を話せるようにな

るために、授業でロールプレイを使い始めたとします。しか

し、その活動への生徒の反応はよくなく、人前で話すときに

恥ずかしさや不安をまだ感じているようです。なぜこのよう

なことが起こっているのか知りたいと思うかもしれません。

ほとんどの教師は、取り組みたい課題を数多く抱えています

が、焦点を絞る最初の段階として有効な方法は、日々の授業

での様々な分野やカテゴリーを考えることです。ここでは、マイ

ケル・ウォレス1が提案したカテゴリーを参考にして、以下のリ

ストを作成しました。 

A. クラス運営：児童生徒の行動、教室の配置などに関する 

	  状況

B. 適切な教材：教科書、読み物、ICT機器に関する問題

C. 特定の指導分野：スキルの指導（例：ライティング）、内容 

	 （例：文法や発音）、全体的なアプローチ（例：タスクにも 

	  とづく学習）に関する状況

D. 児童生徒の態度、達成度、やる気：児童生徒の興味、成 

	  長などに関する問題。ここには、児童生徒と教師の信頼 

	  関係に関する問題も含まれる。

E. その他

1 Wallace, M, 1997. Action Research for Language Teachers. Cambridge: Cambridge University Press. 
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課題 4.1 

上記のカテゴリーを使用して、あなたがさらに調べてみたい特定の事柄（築き上げてきた成功の場合）、明確にしたい問題（悩

みの場合）、解決・改善したい問題（うまくいっていない状況の場合）についてメモをしながら、次の表を完成させてみてくださ

い。

課題 4.2 @ 

アンドレアとレイラの話（第３章を参照）をもう一度読んでください。この教師たちの研究の主な動機（成功例、悩み、うまくいか

なかった状況）を特定し、日々の授業に関するどのカテゴリー（上記の課題4.1のAからEまで）にもっとも関連しているかを考え

てみましょう。

問題、悩み、疑問、心配、あるいは成功でさえ、どのようなことから始めようとも、これらの１つに焦点を当てることを決め（一度に

すべての関心事に対応することはできないため）、その焦点に関連するいくつかの問いを考える必要があります。本章の残り

では、まず、焦点を見つける手助けをします。その後、「よい」問いの立て方に進みます。それで研究を始める準備がほぼ整いま

す。

教室には研究対象となる興味深いものが数多くあるため、ある特定のテーマに絞り込んで問いを決めるのは難しく、ときに

は、研究のプロセスの中でもっとも難しい箇所です。

カテゴリー あなた自身の問題（複数可）

A.	クラス運営 
 

B.	 適切な教材 
 

C.	 特定の指導分野  
 

D.	 児童生徒の態度、達成度、やる気 
 
 

E.	 その他  
 

1. アンドレアの授業のまとめについての話

動機とカテゴリー：

2. レイラの書くことについての話

動機とカテゴリー：
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4.2 あなた自身の動機と焦点の絞り込み

先に見た動機は、実践研究を通して、あなたの教室、児童生

徒、指導をより理解し、それらを変えることにつながります。し

かし、研究を行うためには、まず特定のテーマを選択する必

要があります。言い換えると、可能性のあるすべての焦点から

主要な焦点に絞るのです。以下の課題は、そのために役立つ

でしょう。

課題 4.3 

課題4.1の答えを念頭に置いて、以下のそれぞれの状況に当

てはまる文章を埋めてみましょう。

a) うまくいったこと、もっと調べてみたいこと：

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が嬉しい。

b) 児童生徒と児童生徒の学びについての疑問や問い：

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 についてよくわからない。

c) うまくいかなかったこと、その理由を知りたいと思うこと：

私は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に不満だ。

自分が探索したいと思い、さらに追求する価値があると思う

テーマに気づいたかもしれません。しかし、いくつかのテーマ

は、あなたやあなたの学習者にとって、他のテーマよりも取り

組みやすく関連性が高い可能性があります。テーマのリスト

を絞り込むには、「MUSE」と呼ばれる要素を検討することを

お勧めします。これは、研究テーマになりうる各テーマが、「管

理が可能なもの」「緊急性が高いもの」「重要性が高いもの」

「魅力的なもの」の4つの要素をどの程度備えているかを示

すものです。

管理が可能なもの（Manageable）

これは、普段は軽視される基準ですが、心に

留めておくことが大切です。限られた時間の

中で、実際に自分で探索できる研究テーマ

を選ぶことがとても重要です。地元での英語

教育の教育課程や教科書の使用状況についてより理解す

ることに興味があるかもしれませんが、それを実行できるか

どうかを検討する必要があります。より効果的な授業を可能

にする様々な教室のレイアウトを検討したい場合、実際に教

室のレイアウトを変更できるかどうかを考える必要がありま

す。これらの場合、答えが「いいえ」であれば、別のテーマを検

討した方がよいでしょう。

緊急性が高いもの（Urgent）
例えば、自分や学習者の心の健康に影響

を与え、学習にも影響を与えているような

何かがある場合、様々な理由から、できる

だけ早く対応すべき問題があります。数ヶ月

間、ある学習者のグループを教えていて、学習者の行動が原

因で、何ら改善が見られないことに気づいたとします。この場

合、とくに時間も１つの要因になっているとき、この状況を調

べてみることは、他の分野を調べるよりも緊急性が高いかも

しれません。

重要性が高いもの（Significant）
焦点を当てる分野は、重要なことである

必要もあります。つまり、それは、あなたや

あなたの学習者、さらには、あなたの学校

も場合によっては恩恵を受けるものであ

るということです。例えば、学習者が自分

のレベルに合った読み書きはできるのに、話し言葉でのコミ

ュニケーションができないことに気づいたとしたら、この問題

に取り組むとよいでしょう。これは（「緊急性が高いもの」の場

合と違って）すぐに対処すべき差し迫った必要性はないかもし

れませんが、学習者は読み書きだけでなく、話し言葉も育成

する必要があることをあなたがわかっているため重要だと言

えます。同様に、もしクラス運営があなたの学校で懸念される

全般的な問題であることに気づいた場合も、このカテゴリー

のテーマは重要であると考えられます。 

魅力的なもの（Engaging）

選ぶテーマが、あなたにとって興味

深く、集中して時間をかけたいと思

えるものであることが重要です。あ

なたが単に読んだことがある分野

や焦点を当てる「べき」と言われた

分野に焦点を当ててしまうと、研究を進めることが負担にな

るかもしれません。探索的アクション・リサーチは、あなたと

あなたの学習者の両方が楽しめる活動であることが理想で

す。 

課題 4.4 

課題4.3で書いたアイデアを、研究を行う動機になるものとし

て見てみましょう。ここでは、それらをMUSEの基準に沿って

評価し、以下の表にチェック（または5点満点で点数）をつけて

ください。できれば、あなたのテーマの１つが、すべての項目に

チェックが入るとよいでしょう。
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4.3 テーマから探索型の問いまで

前章では、自分の実践を探索し、実践を理解し、実践に潜在

的な変化をもたらす方法として、探索的アクション・リサーチ

（EAR）を紹介しました。

EARプロジェクトを始めるよい方法の１つは、あなたが焦点を

当てるテーマや分野を選択し、それを「紐解く」ことです。これ

は、さらにその内側を探索することを意味します。別の例えで

言うと、このプロセスは玉ねぎの皮をむくようなものです。

玉ねぎの皮をむく前に見えるのは、外側の層、つまり私たちの

目に見える部分です。その後、玉ねぎをむいていくと、次から

次へと層が現れます。

このプロセスを、考えられる研究テーマに当てはめてみると、

最終的には、主要な問いや疑問にたどり着くのに役立つ、あ

るいは、すぐには見えないものを「見る」ことを助ける、一連の

問いになります。ときには、ある状況に没頭するあまり、問題

を明らかにする方法を思いつくのが難しいこともあります。こ

のような場合には、批評してくれる友人の助けがとても有効

であり、お勧めです。批評してくれる友人には、信頼できる同

僚やメンター（指導を仰ぐことのできる経験豊富な同僚）の場

合があります。前章では、アンドレアが授業のまとめ方の研

究について語っていました。アンドレアには、研究を支援してく

れるメンターがいました。

アンドレアが研究を始めたときにメンターと交わした会話の

抜粋を以下に示します。この対話を見れば、メンターがどのよ

うにアンドレアの「玉ねぎの皮むき」と、研究課題の設定を始

める手助けをしたかがわかるでしょう。

もし、それでもテーマが決まらない場合は、あなたの思考を促

すために、次のような形式で１週間日誌をつけてみましょう。

１. 今日の授業で気に入ったこと ......

２. 今日の授業で迷っていること .....

３. 今日の授業でうまくいかなかったこと ....

１週間後、日誌を振り返り自分のアイデアを読んでみましょう。

テーマになりそうなものが見つかるかもしれません。もし見つ

からなくても、落胆しないでください。自分が研究する分野に

ついて納得できるまで、時間をかけて日誌を書き続けるとよ

いでしょう。また、困ったことや気になることがあれば、同僚に

相談してみるのもよいでしょう。焦点を当てる分野を選択する

のに役立つはずです。

管理が可能なもの 緊急性が高いもの 重要性が高いもの 魅力的なもの

1

2

3
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アンドレアとメンターの対話

今読み終えた対話は、アンドレアがメンターの助けを借りて、どのようにEARの探索の段階に集中できるようになったかを示し

ています。これは、批評してくれる友人の助けを借りたり、１人でやってみたりすることもできるでしょう。

アンドレア:	 私がとくに関心があるのは、どのように授 

	 業をまとめるかということです。それが効果 

	 的でないとまさに感じています。

メ ン タ ー: 	 どのように「授業をまとめる」かとあなたは言 

	 いましたが、具体的には授業のどの部分を指 

	 していて、どのくらいの時間をかけるのですか。

アンドレア: 	 授業のほんの最後、つまり、最後の5分です。

メ ン タ ー: 	 「効果的でない」というのは、具体的にどうい 

	 うことですか。何が気に入らないのですか。

アンドレア: 	 わかりませんが、ただ正しくないと感じ、うま 

	 くいっていないと感じることがあるのです。授 

	 業をまとめても、自分が見たいと思うものが見 

	 えてきません。よいとは思えないのです。

メ ン タ ー:	 でも、「よい」とはどういうことですか。あなた 

	 にとって「効果的な」授業のまとめ方とはどの 

	 ようなものですか。

アンドレア: 	 そうですね。授業の主要なテーマをつかむこ 

	 とだと思います。長くなりすぎてはいけないと 

	 いうことを読んだこともあります。

メ ン タ ー: 	 なるほど。このことについて同僚に尋ねてみた 

	 ことはありますか。

アンドレア: 	 とくにありません。

メ ン タ ー: 	 それについて文献を読んでみるのもよいでし 

	 ょうか。同僚にも聞いてみるとか。

アンドレア: 	 ええ、それはよい考えです。

メ ン タ ー: 	 あなたの授業のこの部分について、生徒がど 

	 う思っているか聞いてみましたか。

アンドレア: 	 いいえ、生徒に聞くことは考えていませんでし 

	 た。それもいいかもしれません。

メ ン タ ー: 	 授業のその部分であなたはどのようなことを 

	 しますか。

アンドレア: 	 生徒に授業の要点をまとめてもらいます。

 

	

メ ン タ ー: 	 どうやってそれをやりますか。

アンドレア: 	 その日に学んだことを聞くのですが、それでは 

	 うまくいっていないのかもしれません。

メ ン タ ー: 	 自分のしていることを十分に自覚しています 

	 か。自分のしていることをリストにできますか。

アンドレア: 	 そうですね、あっという間に終わってしまいま 

	 す。

メ ン タ ー: 	 自分のしていることをもっと詳しく見てみるこ 

	 とは役立ちますか。

アンドレア: 	 はい、もちろんです。自分では気づかないうち 

	 にしていることがありますから。

メ ン タ ー: 	 授業のまとめについての悩みから、より多くの 

	 情報を得るために必要なものは何でしょう 

	 か。

アンドレア: 	 効果的な授業のまとめ方とは理想的にはど 

	 のようなものなのかを知る必要があると思い 

	 ます。また、私が授業のまとめをするときに実 

	 際に何が起こるのかも知る必要があります。 

	 そして、授業のこの部分について生徒がどう 

	 考えているのかをもっと知るべきだと思いま 

	 す。
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課題 4.5 @

前のページのアンドレアとメンターの会話は、ある特定の状況についてどのように様々な問いができるかを示しています。この

会話にもとづけば、アンドレアの主な探索型の問いは何だと思いますか。 

解答を見て、彼女が実際に答えようとした研究課題を見つけてください。

4.4 テレサの探索型の問い

ここまで見てきたように、状況をよりよく理解し、効果的にデー

タを収集するためには、特定の問いや複数の問いを用意して

おくことが重要であり、そうすることで、後で証拠をもとに答え

を出すことができます。

ここでは、チリのチャンピオン・ティーチャー、テレサ・リオス

の例を、彼女自身の言葉で紹介します（第１章のフォローア

ップ課題に取り組んでいる場合、彼女の研究について第三

者の立場ですでに皆さんは読んでいます）。テレサは高校

教師で、授業中に生徒が英語を話さないことを心配してい

ました。どのように主要なテーマの領域から探索型の問い

（exploratory questions）を提案しているかに注目して、彼女

の説明を読んでみてください。

「生徒が学んでいる言葉を使うことは生徒にとって重要で

あると思っています。生徒は、簡単な文章を読み書きする

ことはできますが、期待されたほど授業中に話さないこと

に気づきました。伝えるべきことを伝えるための語彙が不

足しているのではないか、自分の考えや意見、何でも言い

たいことを口に出してなかなか伝えられないのではないか

と思いました。なぜ生徒が授業で話さないのかを知りたか

ったのです。なぜ口頭で言葉を使うことが生徒にとってそ

んなに難しかったのでしょうか。

国が示す教育課程では、話すことを重視する必要がある

とされているため、私は生徒に授業で話してほしかったの

です。

学校で英語を学び始めたときから生徒が身につけてい

る、あるいは、現在身につけようとしている言語を、簡単な

パターンを用いながら使う際、何が問題なのかを私は確

認したかったのです。話すことは、もっとも育成するのが難

しいスキルの１つだとわかっています。

このプロジェクトを進展させるために、私の最初の研究課

題は以下の通りとしました。

■	私の生徒が授業中に話さないのはなぜか。

■	私の生徒は英語で話すことは好きなのか。

■	生徒が授業で話すためにどのような機会があるのか。

これらの質問を念頭に置いて、自分の授業を振り返る必

要があったため、同僚２名に、生徒に口頭で練習させるた

めにどのような活動を行っているかを尋ねてみました。『生

徒にもっと自由に話させるために、授業でどのような指導

を行っているのか』という単純な質問です。２名とも『対話』

と答え、まずはガイド付きの会話から始め、より個々の生

徒に応じたものにしていったとのことです。

次に、どの活動が一番好きか、いつ話したいと思ったか

（授業の最初か最後か）、いつ口頭による活動をしたいか

についてのデータを集めるために、生徒用の質問紙を用

意しました。授業中の気持ちや好きな活動についての３つ

の質問です。

その後、同僚の教師を招いて私の授業を見学してもらい、

生徒に口頭練習をさせるためにどのような活動をしている

か確認してもらいました。彼には『好意的な批評のための

訪問』にするために、質問が書かれた紙を渡しました。

質問紙調査の後、私は、生徒にどんな活動が一番好き

か、あるいは嫌いか、どんなことを口頭でするのが好きか

などを尋ねて形式ばらない会話もしました。

1

2

3
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上で述べた方法の後、生徒がもっとも好きな活動につい

て興味深いことがわかりました。生徒は寸劇や対話を好

み、魅力的だと感じたものの１つに観光がありました。生

徒の１人は、町で観光客に会ったときに話さなければなら

ない必要性について言及しました。私たちは観光客が多

い地域に住んでいますが、生徒は、観光客にどのように話

しかけるか、町のどこかに行くための道順や指示、案内を

どのように伝えるかを学びたいと言っていました。

生徒は、授業でもっと話したいと言っていました。

私の同僚は、生徒が１人の相手としか話をしておらず、話

す機会が少ないことを指摘し、話す相手を替えることを提

案してくれました。

私が収集した情報によれば、生徒に十分な練習時間を与

えていませんでした。１回の授業で１回、あるいは週に１回

しかスピーキング活動を行っていなかったのです」

上記の話の中で、テレサが、どのように問題となっている状況

をさらに探り、そのための問いを自分に投げかけることで、研

究を始めようと決めたかを見ることができました。テレサの主

な探索型の問いは、次のようなものでした。

■	私の生徒が授業中に話さないのはなぜか。

 

そして、彼女は２つのことにとくに興味を持っていました。

■	私の生徒は英語で話すことは好きなのか。

■	生徒が授業で話すためにどのような機会があるのか。

 

見てわかる通り、これらの問いは次のことを試みています。

A.	主要な問題を明確にし理解する。

B.	研究プロセスに方向性を与える。

C.	 行動に移る前に、その教師が自分の文脈で答えを見つけ

るのを助ける。

4.5 あなた自身の問い

あなた自身の探索型の問いを考えるために、(１) あなた自身

の認識を探る問い、(２) 他者の認識（とくに児童生徒の認識）

を探る問い、(３) 行動（児童生徒の行動、あなたの行動も）を

探る問いを考えることができます。

1.		 自分自身の認識を探ることは、なぜある状況が自分に

とって重要なのか、それについて何を理解しているのか、

何を期待しているのかを明らかにするために重要であ

り、その状況に不満がある場合にはとくに重要です。第３

章のアンドレアの場合、なぜ自分が授業のまとめの展開

方法に不満を感じているのかを明らかにするために、授

業のまとめとは何かを理解する必要がありました。その

結果、彼女は効果的な授業のまとめについての考え方

を探る必要がありました。 

2.		 他者の認識を探ることも重要な着目点です。ある状況を

完全に理解するためには、学習者（場合によっては保護

者や同僚）が何を考え、何を感じているかを知る必要が

あるからです。前述の4.4において、テレサは、授業で生

徒が英語で効果的にコミュニケーションをしていないと

感じていたため、スピーキングタスクについての好みを

生徒に尋ねました。つまり、生徒の視点からこの状況を

理解するために、活動についてどう思うかを尋ねたので

す。

3.		 児童生徒や自分自身の行動を探ることで、教室で実際

に何が起こっているのか、自分が何をしているのか、児

童生徒が何をしているのかを明確に把握することがで

きるでしょう。アンドレアもテレサも行動に焦点を当てまし

た。アンドレアは授業の最後に生徒がどのように行動し

たかを見て、テレサは自分と生徒がスピーキングの練習

をするために何をしたのかを探りました。このようにして、

アンドレアとテレサの２人は、自分たちが何をしているの

か、どのように教えているのか、そして生徒が指導に対し

どのように反応しているのかについて、重要な、ある意

味では、驚くべきデータを得たのです。

自分の認識を探る

例）

　　　　　　とはどういう意味か。

　　　　　　について、私はどう思うか、感じているか。

なぜ私は　　　　　　が起こると思うのか。

　　　　　　の代わりに何が起こってほしいと思うか。

他者の認識を探る

例）

私の児童生徒は　　　　　　についてどう思うか、感じてい

るか｡

私の同僚は　　　　　　をどう思っているか。

行動を探る

例）

　　　　　　はいつ、どのくらいの頻度で起こるか。

　　　　　　が起きたとき、私は何をするか、言うか。

　　　　　　が起きたとき、私の児童生徒は何をするか、 

言うか。
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課題 4.6 @

ある状況をもとに、上記のカテゴリーと問いのフレームを使

って質問する練習をしてみましょう。例を見て、与えられたテー

マに対して質問をしてみましょう。答えは解答で確認してくださ

い。 

例） 

テーマ：私の生徒は、私にだけ英語で話しますが、お互いに

は話しません。

前の章で読んだアンドレアの例や、4.4のテレサの例では、3

つのカテゴリー（自分の認識と他者の認識、そして行動）のう

ち、２つまたは３つの主な探索型の問いが問われていること

がわかります。必ずしもこのようなケースばかりではありませ

んが、質問を管理が可能な数に抑え、異なる視点から問題

を見ようとするのはよいことです。

では、自分のテーマで考えてみましょう。

課題 4.7 

（課題4.4 から）主なテーマの領域を書き出し、読んだ例を参

考に、またこのセクションで提供されている質問フレームを使

って、自身の探索型の問いを提案してください。 

私が着目する領域は　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今度は、用意された別のテーマについて、下の表に問いを書

いてみましょう。

テーマ：授業の最後に宿題を説明する際、明確に説明する時

間が少ないことが多い。

自分の認識を探る

授業のどの部分で生徒が私に話しかけてくるか。

英語でお互いに話すことがなぜ生徒にとって重要だと思う

か。

自分の認識を探る

授業のどの部分で生徒が私に話しかけてくるか

なぜお互いに英語で話すことが重要だと思うか

他者の認識を探る

私の生徒はこのことについてどう考えているか。

行動を探る

ペアワークでは、どの生徒が英語で話し、どの生徒が話さ

ないか。

ペアワークでは、いつ生徒は英語で話し始めるか。

1.	
?

2.	
?

3.	
?

4.	
?
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4.6 SMARTな質問

研究を続ける前に、研究課題をできるだけよいものにし

ようとすることは重要です。しかし、「よい」とはどういうこと

でしょうか。一般的な目標と同様に、これについて考える

１つの方法は、あなたの探索的な研究課題が「SMART」

であるかどうかを確認することです1。　　　　　　　　　　　  

よい探索的な研究課題とは：

STUDY-ORIENTED（研究志向であること）

MEASURABLE（測定可能であること）

ACCURATE（正確であること）

REALISTIC（現実的であること）

TOPIC-FOCUSED（テーマに焦点を当てていること）

1.	 研究志向であること　　　　　　　　　　　　　　　　　  

ある状況に対し行動を起こすことよりも、その状況を研

究・調査することを目的としていること。この段階での問

いは探索型の問いであるため、すぐに状況を変えるため

に行動を起こすのではなく、状況を理解するために探索

することに重点を置くべきです。例えば、「どのようにすれ

ば生徒のライティングを上達させることができるか」では

なく（これがあなたの全体的な関心事であるかもしれま

せんが）、「生徒のライティングスキルを指導するために、

私は今何をしているのか」とします。

2.	 測定可能であること　　　　　　　　　　　　　　　　　  

答えることが可能であること。興味深いことであっても、

簡単に観察したり記録したりすることができないため、

測定することが難しいことがあります。例えば、「私が質

問したとき、生徒の頭の中で何が起こっているのか」で

はなく、「私が質問したとき、生徒はどのように感じたと言

うか」とします。

3.	 正 確 で あ る こ と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

明確かつ具体的で、よく定義されており、一般的すぎた

り、曖昧すぎたりしないこと。また、「地に足がついてい

る」ということでもあり、例えば、教室を見たり、実践につ

いて考えたり、児童生徒に尋ねたりして、問いに答えるこ

とができるようにします。例えば、「私の生徒はどれくらい

やる気があるのか」ではなく、「私の生徒は授業でどのよ

うな活動が好き、あるいは、嫌いと言っているのか」とし

ます。

4.	 現 実 的 で あ る こ と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

理想的すぎず、答えることが可能なこと。測定可能かも

しれませんが、自分で、あるいはチームであっても、与え

られた時間内に、あるいは個人の能力の範囲内では測

定できないことがあります。「この問いに自分で答えるこ

とができるだろうか」と自問してみてください。例えば、「教

科書作成者が教科書にこれらの特定の話題を盛り込

んだ意図は何だったのか」ではなく、「10代の薬物使用、

望まない妊娠、難民についての話題について、様々な教

師がどう扱っていると言及するか」とします。

5.	 テーマに焦点を当てていること　　　　　　　　　　　　  

全体のテーマに関連していること。答えを見つけたい興

味深い問いが数多くありますが、中心となるテーマに集

中するようにして、他の問いは別の機会に考えるべきで

す。例えば、主たるテーマが活動の指示をどのように改

善するかであれば、「どのようなスピーキング活動であ

れば生徒がより多く話すのに役立つか」ではなく、「異な

る種類の活動においてどのように指示を出せばよいか」

とします。

課題 4.8 @

次の質問を見て、それらが「SMART」であるかどうかを判断してください。そうでない場合、SMARTのどの基準を満たしていな

いでしょうか。答えは解答で確認することができます。

1 本書のSMARTの定義は、原文から変更されたものである。

探索型の問い SMARTか 判断基準

1.	 生徒の英語学習に影響を与えるものは何か。 いいえ 現実的ではないし、測定もできない

2.	 生徒はいつ英語を使ってお互いにコミュニケーションをとる

か。

3.	 なぜ生徒は学習しないか。

4.	 生徒は宿題をするときに何回辞書を使っているか。

5.	 映画を使って生徒のやる気を引き出すにはどうするべきか。

6.	 授業で、生徒はどのくらいの頻度でペアワークをしているか。 
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課題 4.9 

前述の4.5節の最後（課題4.7）で書き留めた探索型の研究課題を、パートナーと、グループで、あるいは１人で、「SMART」の基

準を使って確認してみましょう。どのようにすれば、その問いをより「研究志向である」「測定可能である」「正確である」「現実的

である」「テーマに焦点を当てている」問いにすることができるでしょうか。修正した問いをここに記入してみましょう。

1.					   

2.					   

3.					   

4.					   

課題 4.11 

上記の4.9の問いを24時間「寝かせ」ましょう。その後、その問いを見て、もう一度「SMART」にしてみましょう。また、今度は、批評

してくれる友人やメンターにも問いを見てもらい、同様にSMARTなものにします。修正した問いをここに書いてみましょう。

1.					   

2.					   

3.					   

4.					   

まとめとフォローアップ

この章では、様々な問題を思い浮かべ、その中から焦点を当てるものを（MUSEを使って）決め、自分自身の認識や他者の認

識、行動を探るための研究課題を考え、その問いをできるだけ「SMART」なものにするまでのプロセスを順を追って見てきまし

た。研究課題を決めることは、（教師による）研究プロセスの中でもっとも難しく、またもっとも重要な部分の１つです。問いは決

して「完璧」ではありませんが、そろそろ前に進むときでしょう。次の章では、あなたが考え出した研究課題に答えるために、どの

ような種類の情報、つまり「データ」が相応しいか決定する段階に進みます。

課題 4.10 @

課題4.8に戻って、SMARTではないと判断した問いを、よりSMARTなものに書き換えてみてください。

探索型の問い 編集された問い（改善が必要なもののみ）

1.	 生徒の英語学習に影響を与えるものは何か。

2.	 生徒はいつ英語を使ってお互いにコミュニケーションをとる

か。

3.	 なぜ生徒は学習しないか。

4.	 生徒は宿題をするときに何回辞書を使っているか。

5.	 映画を使って生徒のやる気を引き出すにはどうするべきか。

6.	 授業で、生徒はどのくらいの頻度でペアワークをしているか。
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フォローアップ 

ダニエラは、自分の状況をよりよく理解するために、いくつかの探索型の問いを思いつきました。次の章の準備をするために、こ

こで彼女の話を読むことをお勧めします。 https://bit.ly/danielagajardo

ダニエラが彼女の研究で行った様々なことについて、メモで表を埋めましょう。また、同僚と一緒に質問したり答えたりしてみてく

ださい。

ダニエラの研究

1.	 彼女は何を探索しようと決めたか。

2.	 彼女はどのような質問をしたか。

3.	 彼女は情報を集めるために何をしたか。

4.	 彼女はどのような情報を得たか。

https://bit.ly/danielagajardo


5. 5. どのように探索すれば どのように探索すれば 
　 よいか　 よいか
前章で行ったように、自分自身に質問することで（あるいは他の誰かに質問してもらうこと

で）、焦点を当てようとした状況について注意深く考え始め、自分が何を知っていて何を知

らないのかをより意識するようになったという意味で、あなたはすでに探索を始めていま

す。本章では、このように振り返りを継続できる方法を提案し、また、探索型の問いに答え

るために外部からの情報源をどのように探すかといった方法を提示します。 
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アンドレアの話を簡単に振り返った後、探索的アクション・リサ

ーチにおいて教師が実際に用いるであろう12種類のデータ

について学びます。そして、もう一人のチャンピオン・ティーチャ

ーであるマウロが、自分の研究課題に答えるためにどのよう

にデータを集めたかを見ていきます。また、複数の異なる情

報源を組み合わせることがいかに有効であるかを見ていき

ます。これをもとに、あなたの研究課題の答えを見つけるため

のデータをどのように集めるかを決める際に役立つ課題を

提示します。

5.1 様々な情報源

第３章で紹介したアンドレアの話を思い出してみましょう。彼

女の探索型の問い（exploratory question）は次のようなも

のでした。

１． 授業のまとめとは何か。

２． 自分の授業のまとめの特徴は何か。

３． その部分で生徒はどのように反応するか。

彼女はこれらの問いに答えるのに十分な情報を集めた後、

授業をまとめる様々な新しい方法を試してみることにしまし

た。第３章の最後で見たように、基本的な「改善型の研究課題

（action research question）」は常に次のようなものです。

４． 私が試みた変化の効果は何か。

アンドレアは、この問いを報告書の中で明確に述べていませ

んでした。しかし、状況を探索した後、授業の最後に異なる活

動を試してみようと決め、これらの活動がどれほど効果的で

あるかを見ようとしたことは明らかです。このために、彼女は

起こったことと以前に発見したことを比較しました。

課題 5.1 @

自分の研究課題（１、２、３、４）に答えようとするために、彼女

は具体的にどのようなことをしましたか。以下の表Aの各質問

の横に(a)、(b)、(c)、(d)を記入してください。[ヒント：(b)と(d)は

複数回使用できます]

表A. アンドレアの探索型と改善型の研究課題

1.		  授業のまとめとは何か。 

2. 		  自分の授業のまとめの特徴は何か。  

3. 		  その部分で生徒はどのように反応するか。 

4. 		  私が試みた変化の効果は何か。  

表B. アンドレアは情報を集めるために何をしたか。

A.	インターネットで答えを探した。

B.	同僚に授業を観察するよう頼んだ。

C.	 何人かの同僚に授業のまとめについて尋ねた。

D.	 生徒の反応を尋ねた。

これまで見てきたように、様々な探索型の研究課題に答える

ために、アンドレアは異なる種類のデータを使用しました。そ

して、研究のアクション・リサーチの部分に関して言えば、新し

い活動の効果をはっきりと見ることできるように、彼女は同じ

ようなデータの情報源を使用しました。

この章では、皆さんが使用できる様々な情報源、情報源へ

のアクセス方法、情報源を研究課題に効果的に合わせる方

法について、さらに詳しく見ていきます。
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忙しい教師の皆さんに余分な負担がかからないような研究方法を、私たちは重視していることを忘れないでください。ここでは、

私たちが関わってきたプロジェクトの中で、高校の教師たちが余分な手間をかけずに実際に使ってきた情報源をご紹介します。

ここでは、それぞれの情報源の使用に何が含まれるのかを

見ます。それぞれの基本的な長所、つまり、それらが何に使え

るのかを考えてみましょう（すべての情報源を使うわけではな

く、研究課題に合わせて情報源を選択するということを覚え

ておくことが重要です）。順を追って、各種のデータが、自分自

身の認識、他者（例えば児童生徒）の認識、あるいは実際の

行動やパフォーマンスに関する問いに答えるのにもっとも適

しているかどうかを心に留めておいてください。

１. 自分が書いた振り返りやメモ

振り返りを書くこと（例えば、授業の直後や帰宅後に書くメモ

や完全な文の形）は、特定のテーマや疑問について自分の

認識を探索するよい方法です。これは、何かについての意味

を自問することなのです。一例として、アンドレアは、自分にと

って「効果的な」授業のまとめ方とは何を意味するのかを自

分で考えるために、自分が書いたものを振り返りとして使いま

した。

自分の授業の日誌や振り返りのジャーナルをこれまでつけ

たことがなければ、最初のうちは自分の考えや感情を書き始

めるのが難しいかもしれません。もしそうであれば、最初はメ

モに書いてみましょう。書いたものは自分のためだけのもの

であることを忘れないでください。それを誰かに見せる必要

はありません。句読点や文法などは気にせず、思いつくまま

に、できるだけ「自由に」書いてみてください。後で読むことが

できれば、それでよいのです。振り返りを書く時間を見つける

のは難しいかもしれませんが、20分だけでも有意義な時間と

なります。

２. そのテーマに関する他の人が書いたアイデア

ある状況に対する自分の認識をメモするだけでなく、そのテ

ーマについて他の人が何を書いてきたかを知ることも役に

立ちます。それを読めば、他の人の意見と自分の意見を比較

できますし、またこれから探索しようとしているテーマについ

ても学ぶことができます。アンドレアは、「授業のまとめ」の意

味や役割についてもっと調べようとした際、このようにしまし

た。彼女が行ったのは、それに関する情報をインターネットで

探すことでした。そして生徒に参加させ、生徒が学んだことに

焦点を当てた「まとめ」が効果的であるとするいくつかのウェ

ブサイトを見つけました。

あるテーマに関するこのような情報を集めるには、アンドレア

がしたようにインターネットで探すことや、雑誌や学会誌、本

を読むことが考えられます。

課題 5.2 @

あるテーマについて他の人が書いた考えを探す練習をして

みましょう。今回は、この課題のために、アンドレアが見つけた

ものを補う「授業のまとめ」に関する追加情報を見つけてくだ

さい。インターネットを見て回り、アイデアを見つけたらメモを

取りましょう。

注：解答で得た情報を実際に確認するといった演習もできま

す。

1.  自分が書いた振り返りやメモ 2.  そのテーマに関する他の人が書いたアイデア

3.  同僚との雑談のメモ 4.  児童生徒が書いた振り返り

5.  フォーカス・グループ・ディスカッションのメモや録音 6.  個人とのインタビュー/会話のメモあるいは録音

7.  質問紙の回答 8.  授業案や教材

9.  授業を録音（画）したもの 10.  授業を批評してくれる友人のメモ

11.  授業の写真 12.  課題に対する児童生徒のパフォーマンス（書かれたも 

　　 の、あるいは録音（画）されたもの）
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３. 同僚との雑談のメモ

同僚と雑談してみても、ごく自然な形で自分の認識を探索す

ることができます。あるテーマについて深く振り返る機会がな

かったために、自分が何を本当に考えていたのか気づかない

ことがよくあります。同僚と何かを話すだけでも、自然な会話

の中で自分の意見を述べる機会が得られます。

会話中に出てきた考えやそれについて自分が考えたことをメ

モしておけば、自分の認識についての興味深いデータを集め

る機会となります。

１つの例として、次の２名の教師の対話を読んでみましょう。

生徒のやる気のなさについて、イザベルがどのように振り返り

始め、意見を共有しているかに注目してください。

イザベル:	私の生徒のやる気のなさについて考えています。

マ リ オ:	 具体的にどのようなことで悩んでいるのですか。

イザベル:	そうですね、生徒が私の授業を楽しんでいないよ 

	 うです。活動にも積極的に参加してくれません。私 

	 が何をしても楽しんでいないようなのです。そうい 

	 うことは先生にもありますか。

マ リ オ:	 全部ではないですが、いくつかのクラスでありま 

	 す。でもええ、確かにあります。

イザベル:	本当に気になっていて、どうしてそのことでこんな 

	 に悩んでいるのか考えてみたいです。

マ リ オ:	 えっと、生徒が楽しめないような活動を準備するの 

	 はよくないですね。

イザベル:	そうなのです。私もそれが一番の問題なのです。自 

	 分が楽しいと思う授業を準備しても、生徒が全く興 

	 味を示さないのです。

マ リ オ:	 でも、生徒はその活動を好きではないと言ってい 

	 るのでしょうか、それとも先生がそう感じているだ 

	 けなのでしょうか。

イザベル:	そうですね、あまり興味があるようには思えません 

	 が、実際にそのように生徒が言ったことはありませ 

	 ん。もし、生徒が退屈しているとしたら、それは別の 

	 理由かもしれないので、それを確かめる方法を見 

	 つけたほうがよいのだと思います。もうひとつ、活 

	 動を終えるのに時間がかかるのは、そもそも生徒 

	 を活動に取り掛からせるのに時間がかかっている 

	 からです。

マ リ オ:	 私にも同じことがありますが、いつも同じグループ 

	 の生徒にそれが起こることに気づきました。

イザベル:	私の場合、生徒は皆、不満か退屈か興味がない 

	 のだという感じがします。私が考えたものに参加し 

	 たがらない感じなのです。

この対話の中で、イザベルは生徒がやる気を失っているとい

う考えをどのようにして深めたかがわかります。生徒が明らか

に参加していないことが、主に以下の理由で彼女を動揺させ

ていることに気づきます。

■	彼女が準備した活動に生徒が参加しない。

■	生徒は退屈、不満そうに見える。

■	生徒を課題に取り掛からせるのに時間をかけているため、

予想以上に活動に時間がかかっている。

彼女はまた、生徒が実際にどう考えているのかを知るため

に、生徒に相談する必要があるかもしれないことを理解して

います。

このような会話のメモは、自分の認識を明らかにできるため、

イザベルにとって役立つでしょう。その後、生徒の認識や行

動に関する情報を彼女が集めることで、自分の懸念が妥当

かどうか、その後、どのように状況に対処することができるか

を確認することができるでしょう。

４. 児童生徒が書いた振り返り

ここでは、ある状況についての他者の認識を集める方法を

考えていきます。この場合、他者の認識というのは、児童生徒

の認識（意見、考え、感情）を指します。

児童生徒が振り返りを書いてみることは、児童生徒の認識を

探索するためのよい方法です。特定のテーマについて感じた

ことや考えたことを、母語でも英語でもよいので（選択はあな

た次第です)、児童生徒に書き出してもらうことができます。例

えば、授業の最後の５～10分で、渡した紙にメモ形式で自由

に書かせることができます（黒板にあなたが書いた質問や口

頭で尋ねた質問に答える形で）。あるいは、宿題として書かせ

ることもできるでしょう。

このような証拠を残すことの利点の１つは、とくに児童生徒に

名前を書かせない場合、率直な意見や感情が出てくることで

す。あなたは今まで知らなかったことを知ることができます。

しかし、あなたが知った意見や感情は、その授業の児童生徒

の多くと共有できるものではないかもしれません。これを質

問紙で補足的に確認することができます（下記7参照）。



	 どのように探索すればよいか  |	 44

５. フォーカス・グループ・ディスカッションのメモや録音

特定の問題に対する児童生徒（または他の教師や保護者）

の認識を知るために、他にできることは、授業時間外にグル

ープにして意見や考えを尋ねてみることでしょう。このようなグ

ループでの会話や「フォーカス・グループ・ディスカッション」で

は、常にあなたに注目させるのではなく、グループのメンバー

ができるだけ自由に発言することが重要です。したがって、１

人が質問に答えた後、グループを見渡し、他の人に別の意見

や考えを出してもらうとよいでしょう。しばらくすると、このような

ことをする必要がなくなるかもしれません。つまり、グループの

メンバー間の話し合いがより自然に進み始めるということで

す。しかし、話があなたの研究の焦点から外れ始めたら、研

究テーマに優しく誘導しましょう。

フォーカス・グループ・ディスカッションの利点の１つは、比較

的短い時間内に複数の人の意見を聞くことができることで

す。また、他の人の意見が刺激となって、さらに共有したいと

いう気持ちにさせ、個別にインタビューするよりもテーマを深く

掘り下げられることもあります。一方で、複数のメンバーが集

まることができる時間を見つけるのが難しいことがあります。

６. 個人とのインタビュー／会話のメモあるいは録音

個人にインタビューする場合、グループで行うよりも多くのこ

とを話してくれる人がいるかもしれません。しかし、自分の児

童生徒、あるいは児童生徒の親であっても、インタビューで回

答する際、あなたを「喜ばせたい」と思っているかもしれない

ことを忘れないでください（つまり、児童生徒は自分が考えた

ことや感じたことについて「偽りのない真実」を話してくれると

は限らないのです)。 匿名で振り返りを書かせたり、匿名で質

問紙調査を実施したりすることで、より正直な答えが得られ

ることがあります。いずれにしても、「より適切なインタビュー」

を始める前に、雑談でインタビューを受ける人をリラックスさ

せるようにしましょう。

個人に行うインタビュー、あるいは形式ばらない会話の利点

は、特定の問題を深く掘り下げることができることです。おそ

らく質問紙よりも深く掘り下げることができます。事前に質問

項目を準備しておきましょう。ただし、新しい役立つ情報が得

られそうな場合には、更なる質問をして想定外の方向に進む

ことも選択肢に入れておきましょう。最後に、インタビュー（フ

ォーカス・グループや個別のインタビュー）ではメモを取ること

を忘れないようにしましょう。インタビューが終わってすぐ、ど

のような発言があったか忘れる前に、メモをより詳しい内容

に書き換えましょう。録音しておけば、当然より正確な情報を

得ることができますが、インタビューを書き起こすのに長い時

間がかかるため、インタビューの最中や直後にとったメモも同

様に役立ちます。

７． 質問紙の回答

人の態度、感情、考え、意見（一言でいうと「認識」）について

の情報を集めるために、教室研究でも、他の形式の研究（例

えば、政治的意見や市場調査）でも、質問紙を使った調査が

実施される場合がとても多いです。実際、多くの人が「研究」

というと、無意識に「質問紙」を思い浮かべる傾向がありま

す。しかし、私たちは、人の意識を知るのに、他にも同様に優

れた方法（上記の１から６のような方法）があることを知っても

らうために、質問紙をあえて７番目（つまり１番目ではない）に

置きました。

質問紙には、比較的多くの人の認識を簡単に集めることが

できるという大きな利点があります。しかし、質問紙には欠点

もあります。例えば、インタビューでは、相手の回答に応じて、

特定のテーマを掘り下げていくことができますが、質問紙で

はそのようなことはできません。また、質問紙の作成には時

間がかかりますし、質問項目も明確でなければなりません。

児童生徒に簡単な感想文を書いてもらったり（上記４）、会話

やインタビュー（上記の５と６）をしたりした方が容易な場合も

あります。あるいは、これらを先に行い、その回答を参考にし

て質問紙を作成することもできます。

チャンピオン・ティーチャーの１人であるハビエル・アバロス

は、まさにこのようにして質問紙を作成しました。彼は、自分

の生徒の英語学習に対する気持ちや態度を知ることに興味

を持っていました。まず、彼は生徒と一緒に座って話をし、生

徒個人の回答をメモしました。そして、クラス全体が同じような

認識を持っているかどうかを知りたかったため、彼は受け取

った１人ひとりの回答を以下のような表にまとめました。ハビ

エルは、生徒に質問を確実に理解して欲しかったため、元の

調査はスペイン語で行われました（以下に質問項目を英語に

翻訳しました［訳者注：本書では日本語に翻訳しています］）。
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提示文 当てはまる どちらでもない 当てはまらない

1.	 Inglés es un idioma muy difícil. 
[英語はとても難しい言語である。]

2.	 Me pongo nervioso cada vez que tengo clases de Inglés.  
[英語の授業があるときはいつも緊張する。]

3.	 Inglés me frustra porque no sé nada.  
[英語について何も知らないので、イライラする。]

4.	 Me siento imposibilitado de aprender inglés.  
[英語を学ぶのは不可能だと思う。]

5.	 Siento que tardaré mucho tiempo en aprender inglés.  
[英語を学ぶのに長い時間がかかると思う。]

6.	 Yo puedo aprender inglés pero siento que es difícil. 
[英語を学ぶことはできても、難しいと思う。]

7.	 Me siento motivado debido a mis notas en inglés.  
[英語の成績のおかげで、やる気が出る。]

8.	 No aprendo ingles por flojera.  
[怠け者なので、英語を学べない。]

9.	 Me siento avergonzado en inglés porque pienso que me puedo 
equivocar.  
[英語で恥ずかしいと感じるのは、間違っているかもしれないと思うか

らだ。]

10.	 Me da vergüenza preguntar en inglés.  

[英語で質問するのは恥ずかしい。]

ハビエル・アバロスの質問紙からの抜粋

ハビエルの話は、第7章でも見ることにします。チリのチャンピ

オン・ティーチャーズ・プログラムにある質問紙の別の例とし

て、この本の巻末にある「追加資料」（no.2）の例も見ることが

できます。

いずれの例の質問紙にも「閉じた」質問（はい、いいえで答え

が済んでしまうような質問）しかありません。つまり、質問紙に

答える生徒には、自分の言葉で自分の認識について自由に

書く機会が与えられていません。その代わり「閉じた」選択肢

の中から選ぶことになります。これには、異なる生徒の回答

を数えることで簡単に比較することができ、特定の問題につ

いて大多数の生徒がどう考えているかを判断できるという利

点があります。しかし、質問紙に開いた「Wh」疑問文を含めれ

ば、多くのことを知ることができることもあります。あるいは、

書くためのヒントを与えつつ、ある程度多様な回答を制限し

たい場合、最初の部分を与えた文を完成させるように求める

こともできます。例えば、先ほどのハビエルによる質問紙の最

初の項目に代えて、次のような文を完成させるように生徒に

求めることができたでしょう。

（英語は　　　　　　　　　言語である）。

これに相当する完全に開いた「Wh」疑問文は、「英語はどん

な言語だと思いますか」になるでしょう。

生徒が質問紙を返却する前に、名前を書かせる必要がある

でしょうか。もし生徒が名前を書けば、特定の生徒に書いたこ

との意図を尋ね再調査することができます。もし名前を書か

なければ、生徒は自分の認識についてもっと正直に書く気に

なるかもしれません。妥協案として、生徒が書いた答えについ

て後であなたと話しても構わないという場合にのみ名前を書

くよう生徒に伝えてもよいでしょう。

課題 5.3 @

ハビエルの質問紙にある閉じた質問のいくつかを、文を完成

させる問いにつくり換えてみましょう。質問項目２と７と10でや

ってみましょう。次に、同じ質問項目に対し、「どのように...」で

始まる完全に開いた質問を考えてみましょう。
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８. 授業案や教材

これまでのところ、認識に関する情報源として、あなた自身の

ものと他者（児童生徒、親、同僚）の認識について考えてきま

した。今度は、様々な種類の行動について見ていきます。授

業中や授業直後に、授業案や授業のために用意した教材に

メモを書き込んだり、その授業案や教材についてのメモを書

いたりしておけば、とても役に立ちます。

例えば、なぜいつも時間が足りず、授業案を終えることがで

きないのかに興味があるとしましょう。授業案には、それぞれ

の活動にどれくらい時間をかけるかを書くようにするとよいで

しょう。授業中に授業者あるいはその授業を観察している人

が、それぞれの活動に実際にかかった時間を書き留めます。

そうすれば、どの活動に予想以上の時間がかかったかがわ

かり、その理由を考えることができます。授業案や教材には、

他の種類のメモを書くこともできます。もちろん、授業を録音

（画）したり（下記９）、他の誰かが授業を見たり（下記10）すれ

ば、授業で何が起こったかをより簡単に知ることができます。

９. 授業を録音（画）したもの

授業を録音またはビデオ録画することで、クラスで何が起こっ

ているかを新たな別の視点から理解することができます。録

音や録画したものを再生し、指導していた際にとらえ損ねて

いたことをメモすることもできるでしょう。また時間があれば、

授業の一部を書き起こして、教室での会話（自分の、児童生

徒の、または両方の）を客観的に記録することもできます。実

際、あなたの研究課題が教室での会話に何らかの点で関連

するのであれば（例えば、あなたの指示の出し方や質問の仕

方、児童生徒の間違いを修正したときの児童生徒の反応に

関心がある場合）、批評してくれる友人にあなたの授業を観

察してもらい（下記の10を参照）よい洞察を得られたとしても、

授業を録音（画）しその一部を書き起こすことは、ほぼ必須と

なるでしょう。

録音（画）を始める前に、何を「とらえること」に関心があるの

かについて、研究課題に従って慎重に検討してください。もし、

教室での会話のある側面のみに関心があり、他の行動には

関心がなければ、音声の録音で十分かもしれませんが、もし

それが重要であれば、ビデオで録画をしておくと、誰が話して

いるのかを特定するのに役立ちます。一方、教室でのあなた

自身の発話にもっとも関心がある場合は、ボイスレコーダー

を自分の机の上、つまり自分が普段話している場所の近くに

置いておけば、他の人の声をとらえてしまうことをそれほど気

にする必要はありません。クラス全体のやり取りで児童生徒

の声を録音するのはかなり難しいでしょうから、この場合は

授業をビデオで録画するのがより有効でしょう。あるいは、誰

がいつ発言したかを自分や観察した人がメモしたものと組み

合わせるとよいでしょう。

10. 授業を批評してくれる友人のメモ

ある状況で児童生徒や自分自身の行動を探索するために

は、自分で状況を観察し、メモを取り（上記８のように）、ある

いは録音（画）（上記９のように）の助けを得ながら行うことが

できますし、他の誰かに何が起こっているかを観察してもら

い、その観察メモを共有することもできます。

たとえ自分の授業を観察するために録画したものを使った

としても、授業が「普通」に見えて見逃してしまうことがあるた

め、友人に授業を観察してもらうことが役に立ちます。批評し

てくれる友人に授業のメモを取ってもらうことは、「もう１つの

目」が与えられ、何が起こっているか新しい視点が提供され

るという点でよいです。

もちろん、以下のような制約や難しさがあります。

■	批評してくれる友人は、あなたの指導を「よい」か「悪い」か

で判断したがる傾向があるかもしれません。あなたの同

僚には、自分の役割が授業を判断することではなく描写

することであり、あなたの探索を支援することであると理解

してもらうことがとても重要です。あなたは何に関心がある

かをはっきりと伝え、同僚がそれに焦点を合わせるように

します。そのためには、一連の問いや観察すべき事項のリ

ストを渡して、より焦点を絞った観察をしてもらうとよいでし

ょう。

■	他の誰かが部屋にいてメモを取っているので、児童生徒

（そしてあなたも）は、いつもとは違う行動をとるかもしれま

せん。この問題を解決する方法は、同僚がそこにいる理由

を児童生徒に説明し、この人が取っているメモは児童生

徒やあなたを評価するのに使われることはないと安心さ

せることです。

■	あなたの授業を観察する都合を合わせたり進んで観察し

てくれたりする同僚を見つけるのは難しいかもしれません。

これは解決するのが難しい問題ですが、地元の教師のグ

ループや団体に参加したり、（国によっては）指導主事や指

導助言者、あるいは主幹教諭に相談したりするのも１つの

方法です。

このような制約や難しさはありますが、同僚に授業のメモを

取ってもらうことは、教室でのあなたや児童生徒の行動に関

する情報を得るのにとても有効な方法です。１つよい点をあ

げるとすれば、（例えば、自分の授業の記録を聞いたり見たり

するまで時間がかかるかもしれませんが）すぐにフィードバッ

クを得ることができることです。授業を観察する際に明確な

焦点を持つことは、これまで見てきたように非常に重要であ

り、そのサンプルとなる観察の枠組みを、本書巻末の「追加資

料」（no.2）で見ることができます。あなたが自身の観察の枠

組みを計画する際の参考にしてみてください。
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11. 授業の写真

研究課題との関連で、授業の写真を撮ることが役立つ場合

があります。例えば、机の配置や、黒板やホワイトボードの使

い方に関する課題であれば、写真が役に立ちます。チャンピ

オン・ティーチャーズの一人であるマウロは、この章の後半で

紹介するように、教室の配置を変えたことを記録するために

写真を使いました。他の情報源と組み合わせることで、このこ

とは変化の効果を確認するのに役立ちました。

12. 課題に対する児童生徒のパフォーマンス（書かれたもの、

あるいは録音（画）されたもの）

児童生徒のパフォーマンスの問題を理解するために、児童

生徒の書いた作品を見て分析することができます。例えば、

なぜ児童生徒が特定の文法構造を間違って使用しているの

かに興味がある場合、児童生徒の作品のサンプルを見て、

どのように文法が使われているか描写することから始めるの

が合理的でしょう。口頭による表現の場合、児童生徒が取り

組んでいるスピーキング課題を録音し、それを書き起こすこ

とができます。書き起こしにはかなりの時間がかかるため、あ

なたが関心のある特定の問題が生じていると思われる発話

だけを選んで書き起こすこともできます。

また、これらの手法と、児童生徒との会話やインタビューを組

み合わせることで、児童生徒のパフォーマンスにおける特定

の特徴の理由を理解するのに役立ちます。もし児童生徒の

その後の作品（例えば、アクション・リサーチの介入後）のサン

プルを最初のパフォーマンスと比較することになれば、その

変化の理由や児童生徒がいまだに直面している困難につい

て児童生徒自身に振り返らせることはやはり価値があるでし

ょう。

課題 5.4 @

まとめてみましょう。ここまであなたが読んできた内容から、

１．から12.までのデータのうち、どの種類のデータが以下のこ

とに適しているでしょうか。

A.	自分自身の認識を探る

B.	他者の認識を探る

C.	 行動（パフォーマンスを含む）を探る

以下のA、B、Cの横に１から12までの数字を書いてください。

その後、巻末の解答で自分の答えを確認してください。

焦点 データの種類

A. 自分自身の認識を探る

B. 他者の認識を探る

C. 行動（パフォーマンスを 

　含む）を探る



	 どのように探索すればよいか  |	 48

5.2 マウロの話

以下は、チリ人の教師、マウロ・サエズが行った研究の話で

す。彼は、自分の授業を系統立てるよりよい方法を探索する

ことに興味を持っていました。彼がどのようにして証拠を集め

たかに注意しながら、彼の話を読んでみてください。

マウロの話

「私の研究テーマは、自分の教室をどのように配置するか

です。なぜこのテーマを私は選んだのでしょうか。私は 『サ

マーキャンプ』というセミナーに参加しました。そこではたく

さんの興味深いテーマが紹介されていて驚いたのと同時

に、それを実践に移す心の準備ができました。その年度が

始まり、私のほとんどの授業がうまくいっていないことに気

づき、ある考えが浮かびました。それは生徒の座席を再配

置することでした。それを考慮し、教室の配置とそれに対

する生徒の受け止め方について、生徒にもっとも適した方

法を見つけたいと思いました。

そこで、私は探索型の問いを次のように記しました。

−	 私の生徒は個別に座っているとき、どのように行動して

いるか。

−	 席の配置が個人の活動にどのように影響を与えている

か。

−	 生徒は個人の活動についてどのように感じているか。

最初のデータを集めるために、同僚に私の（個人で、協働

で、グループで活動しなければならない）授業を観察しても

らい、授業中の生徒の行動を書き留めてもらいました。も

ちろん、よりよい観察をするために、私の英語教師としての

経験や、生徒の普段の行動も考慮しました。さらに、自分

自身で情報を得るために、授業全体をビデオで録画しま

した。生徒から集めたデータに関しては、３つの質問紙を

作成しました。それぞれ、生徒が個人で、ペアで、グループ

で活動しなければならない授業のためのものでした。

私は、質問紙による情報を集め、情報を整理するために、

生徒からもっとも多く得られた考えを考慮に入れました。ま

た、同僚と私が行った観察について同僚と相談し、複数の

科目を通じてその行動が繰り返されているということで意

見が一致しました。

生徒は個人で活動しているときには適切な行動を示しま

すが、ほとんどの生徒が授業で見せる繰り返しのパターン

があります。これは、観察している教師や私が気づいたこ

とですが、質問があるときにはいつでも、疑問を明らかに

するために、まずクラスメイトに尋ねるのです。その後、疑

問が解消されない場合は、教師に助けを求めるというも

のです。そこで私は、生徒は本来１人で活動するよりも仲間

と一緒に活動することを好むのではないかと考えるように

なりました。

生徒の意見としては、クラスメイトと一緒に活動することは

好むが、グループで活動することは好まないとのことです。

というのも、クラスメイトにちゃんと活動しようとしない生徒

が少なくとも１人いると感じているからです。個人で活動を

することを好む生徒も何人かいますが、ほとんどの生徒

は、より生産的で快適な環境で活動するという観点では、

ペアで活動することが自分に合ったクラスの配置だと指摘

しています。

その結果を知って、私はペアワークを実施し始めるために

教室の配置を変更する許可を学校当局に求めました。ペ

アの組み合わせは感情面と規律面を考慮しなければなら

ないので、少し難しかったです。

幸い、私は生徒のことをよく知っていたので、生徒のニーズ

や相性に合わせてペアを組むことができました。そして、生

徒がペアで活動しなければならない活動や授業を行いま

した。

私は最終テストで生徒から得られた結果に驚きました。

4.0～7.0の成績を収めた生徒が95％以上で、授業に対す

る不評はわずか４％だったのです。

私の計画にはもともとペアでの活動が含まれていなかっ

たので、私は授業のために協働での活動を伴う活動を新

たに作らなければなりませんでした。今回の経験により、

私は授業の進め方に関して生徒の意見を取り入れた授業

の進め方ができ、快適な環境を作ることができたと思いま

す。

この経験は学業成績だけでなく、生徒の授業に対する姿

勢においても非常に役に立っているので、今では年度当

初から生徒がペアで活動できる活動を取り入れようと考え

ていますし、同僚にもペアワークを実施するように勧めて

います」

課題 5.5 @

マウロの話にもとづいて、下の表を見て、彼が自身の探索型

の問いに答えるために集めたデータの種類を記入し、表を完

成させてください。前述の 5.1 で共有したデータの種類のリス

トを使用してください。

教師 研究課題 データの種類

マウロ

1.	 生徒が個々に座っているとき、生徒はどのよう

に行動するか。

2.	 座席の配置は個人の活動にどのような影響を

与えるか。

3.	 生徒は個人の活動についてどのように感じてい

るか。
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5.3 複数の情報源からの情報を組み合わせる

この章で考えてきたチリのチャンピオン・ティーチャーたち（ア

ンドレア、マウロ、テレサ）の話から、チャンピオン・ティーチャー

が皆、複数の情報源から情報を集めていることに気づいた

かもしれません。例えば、マウロは自分の授業を録音し、同僚

に観察してもらい、生徒にも質問紙を配付しました。複数の情

報源を組み合わせることには、多くの利点があります。 

１つの利点として、１つの情報源のみからデータを集めるより

も、状況の全体像をとらえやすくなります。例えば、学習者が

書くときに主に何が難しいかを知るために質問紙を使うこと

ができますが、それだけではなぜそれが学習者にとって難し

いのか理解する手助けにはならないかもしれません。学習者

にインタビューをすれば、詳しく答えてもらうことができるため、

この理解に役立ちますが、質問紙で尋ねなければ、そもそも

何人の学習者がこのような問題を抱えているのか知ること

はなかったでしょう。

もう１つの利点は、複数のタイプの情報を集めることで、１つの

情報源から見たものを確認し、研究の信頼性を高めること

ができることです。例えば、マウロの同僚は、学習者のほとん

どがペアで活動するときにもっとも活動に参加することに気

づきました。またマウロは、自分の授業のビデオ録画を見た

とき、学習者がペアで活動している際、うまくやり取りし、お互

いに協力し合っているようであったことにも気づきました。一

方、質問紙の回答では、ほとんどの生徒がペアでの活動が

好きであると答えていました。もし１つの情報源からしか情報

を得られない場合、状況の理解には役立つかもしれません

が、信頼性に欠けるかもしれません。言い換えると、結論を出

すためにそのデータは当てにはならないということです。ある

状況の理解を確認するために、複数の情報源からデータを

得るプロセスは「トライアンギュレーション」と呼ばれます。簡

単に言えば、ある問題を２つ以上の異なる視点から見ること

です。

課題 5.7 @

異なる種類のデータを特定の順序で集めることには、時とし

て利点があります。例を挙げてこれを見ていきましょう。

あなたは、児童生徒の約半数が宿題をしないか、その取り組

みが悪いことに気づき、この状況を調べるためにさらに情報

を得たいと思っています。これは教室内のことではないので、

直接データを集めること（例：観察すること）はできません。そ

れで、以下の３つのデータ収集法を選択することにしました。

1.	 ４，５名の児童生徒によるフォーカス・グループ・ディスカ

ッション

2.	 クラス全員に対する簡単な質問紙調査

3.	 クラス全員に対し、次のような質問を使って、５分間で振

り返りを書かせる。クラス全員に対し、次のような質問を

使って、５分間で振り返りを書かせる。「宿題についてどう

思いますか。」

どんな順番でやりますか。それはなぜですか。

注）解答で答えを確認してみましょう。

課題 5.6 @

前の章では、授業の生徒のコミュニケーション不足、とくにスピーキングの不足についてのテレサの話を読みました。彼女の問

いに答えるために彼女が集めたデータの種類を思い出してみてください。思い出せない場合は、ざっと読み直してもよいでしょ

う。

教師 研究課題 データの種類

 

 

 

テレサ

a.1. 自分の生徒が授業で話さないのはなぜか。

a.2. 自分の生徒は英語で話すことが好きか。

a.3. 授業で発言するのにどのような機会があるか。
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8.	 授業案や教材

9.	 授業を録音（画）したもの

10. 授業を批評してくれる友人 

	  のメモ

11.	 クラスの写真

12. 課題に対する児童生徒のパ 

	  フォーマンス（書かれたもの、 

	  あるいは録音（画）されたもの）

どんなデータを集めるか

次はあなたの番です。第４章の最後に書いた探索型の研究課題を思い出してください。それぞれの問いに答えるために、どの

ようなデータを集めようとしますか。以下は、入手を検討できる様々な種類のデータのリスト（１.から12.まで）を、あなた自身の

認識、他者の認識、行動／パフォーマンスのどれを探るのにふさわしいかどうか照らし合わせたものです。

課題 5.8

下の表に、探索型の問いと、それぞれの問いの探索の焦点（自分の認識、他人の認識、行動）を書き出してください。こうすると、

それぞれの問いで集める必要のあるデータの種類を特定するのに役立ちます。そして表の最後の欄には、現実的に入手可

能なデータの種類を記入しましょう。

探索型の問い 焦点 データの種類

例：私の授業のまとめの特徴は何か。 行動 授業について批評してくれる友人のメモ

1. 

2. 

3. 

1.	 自分が書いた振り返りやメモ

2.	  そのテーマに関する他の人が 

	  書いたアイデア

3.	 同僚との雑談のメモ

4.	 児童生徒が書いた振り返り

5.	 フォーカス・グループ・ディスカッ 
	  ションのメモや録音

6.	 個人とのインタビュー/会話のメ 
	  モあるいは録音

7.	  質問紙の回答

行動（パフォーマンスを 
含む）を探索する

他者の認識を 
探索する

あなた自身の 
認識を探索する
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5.4  データを集めるときに気をつけるこ
とは何か

自分の研究と探索型の問いについて、さらに考えて

みましょう。それに答えるために、現実的にどのよう

な情報を得ることができるでしょうか。「現実的に」と

いうのは、自分であるいは同僚の協力を得て、比較

的短時間で、最小限の準備で集めることができる情

報を意味します。できる限り情報収集は、通常の計

画や指導の時間を大幅に削るような作業であるべ

きではありません。

他に考慮すべきことは、データ収集の方法に対して

具体的であるということです。質問紙やインタビュ

ー、教室での観察は一般によく用いられているの

で、データ収集のプロセスを始める前に、それぞれの

方法で検討しておきたいことの一覧を以下に示しま

す。

研究方法 考慮すべきこと

質問紙 ■	混乱や誤解を招かないよう質問は簡潔にしましょう。

■	必要な情報を与えてくれる質問の種類を使いましょう。閉じた質問と開いた質問を使い分け

るとよいかもしれません。（巻末の追加資料（no.2）の例を参照。「その他」の回答欄が設けら

れています）

■	質問紙は要点が絞られた簡潔なものにしましょう。質問紙に関連のない質問が多すぎること

がよくあります。よい質問紙は、長いからよいのではなく、できる限り短い時間で適切な質問

を行うからよいのです。

■	同僚に質問紙を確認してもらい、フィードバックをもらいます。できれば、質問が明確であるこ

とを確認するために、違うクラスの児童生徒に回答してもらいます。

インタビュー ■	インタビューの前に質問項目を決めましょう。

■	得られた回答が短すぎたり、情報が少なすぎたりする場合に備えて、追加の質問を考えてお

きましょう。

■	「開いた」質問を心がけ、児童生徒を特定の答えに「誘導する」質問は避けましょう。

■	インタビューを行う日時を事前に考えましょう。

教室での観察 ■	観察する前に焦点化する領域を決めましょう。そのために、観察のチェックリストを作成する

とよいでしょう（巻末の追加資料（no. 2）の例を参照）。

■	同僚に授業を見てもらう場合、事前に同僚と焦点や手順を確認しておきましょう。

■	授業を録音（画）する場合、児童生徒に録音（画）することを伝えましょう。

■	技術的な問題を避けるために、収録機材を適切に準備しましょう。

■	収録機材の置く場所を事前によく検討しましょう。

■	事前に収録の日時を考えておきましょう。

いくつかのコツを紹介します。

5.1で示した12の異なるデータの種類を見てみま

しょう。まず、自分の研究の焦点に関係のないも

のは消してください。例えば、宿題の何らかの側面を研

究したいのであれば、自分の授業をビデオで録画しても

役には立たないでしょう。

時間と実用性について考えましょう。あなたはお

そらく忙しいでしょうから、欲張りすぎないようにし

てください。最初に少しでもデータを集めておけば、必要

になったらいつでも戻ってさらにデータを集めることがで

きます。職場、教材や機器、学習者、学校の時間割次第

では、その選択肢のうちいくつかは他よりも収集可能な

データとなるでしょう。

研究課題を念頭に置き、できれば見やすい場所に

それを書いておきましょう。データ収集法の考え

が浮かんだらすぐに、研究課題に戻って、その方法が問

いに答えるために必要となる情報を集めるのに役立つ

かどうかを確認します。データを集め、今それを分析して

いるところを想像してみてください。それは研究の問いに

答えるために役立っていますか。想定される答えを質問

紙に記入したり、友人とのインタビューをロールプレイし

たりするのもよいかもしれません。
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課題 5.8

データを集めるための主な方法として、質問紙、インタビュー、教室での観察を使用することをもし決めたとしたら、データ収集

を開始する前に、次のチェックリストをガイドとして使用し、考慮すべき様々なことを把握しておきましょう。可能であれば、計画す

る際、同僚や批評してくれる友人か誰かに手伝ってもらいましょう。それができない場合、できるだけ批判的に自分で質問して

みましょう。

テーマを決め、探索型の問いを特定し、集める必要のあるデータの種類を決定したら、研究スケジュールを立てることをお勧

めします。研究スケジュールは、研究のプロセスで行うべき様々な行動と、それぞれの行動に必要な時間を記録しておくのに便

利な方法です。

このことに役立ててもらうために、データ収集のプロセスで行う必要があるかもしれない事柄を以下にまとめました。また、研

究の探索段階に要するおおよその時間（11〜14週間）も示しましたが、この時間は私たちの経験にもとづいたものにすぎず、

様々な要因で変わることがありえます。各ステップの詳細については、次のページを読んでください。

研究方法 考慮すべきこと Check ✓

質問紙 1. 質問を用意しましたか。

2. 質問は理解しやすいものですか。

3. 様々な質問形式を使いましたか。

4. 質問紙は十分簡潔なものですか。

5. 質問は、探索する主要な問題と関連していますか。

6. 同僚に質問紙を確認してもらいましたか。

7. 別のクラスの児童生徒に質問紙を（「試験的」に）回答してもらいましたか。

インタビュー 1. 質問を用意しましたか。

2. 追加の質問を考えましたか。

3. 質問は理解しやすいものですか。

4. インタビューの日時を決めましたか。

5. インタビューの場所を決めましたか。

6. 収録する場合、収録機材を準備しましたか。

7. メモを取る場合、どこで、どのようにメモを取るかを決めましたか。

教室での観察 1. 観察で焦点化する領域を決めましたか。

2. 同僚に授業を観察するよう依頼しましたか。

3. 同僚に観察の焦点を知らせましたか。

4. 録音（画）する場合、児童生徒に録音（画）することを伝えましたか。

5. 観察の日時を決めましたか。

6. 録音（画）する場合、収録機材を準備し、どこに置くか計画しましたか。

7. メモを取る場合、どこで、どのようにメモを取るかを決めましたか。

8. 観察のための日時を選びましたか。
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研究スケジュールを変更させるかもしれない考慮すべき様々

な要素があります。それは以下のようなものです。

−	 休暇による授業の中断

−	 病気休暇

−	 学校行事

−	 学年暦の変更

−	 試験

−	 自然災害

−	 研究を行うために学校の許可を待つこと

−	 教員研修

−	 あなたを観察し、批評してくれる友人を見つけることの

難しさ

−	 教師の評価

左のような混乱を避けるためにも、締め切りを柔軟に設定す

ることをお勧めします。もしそのような事態が発生したら、準備

していた余分な時間を使う必要があるでしょう。

課題 5.9

上記の行動と時間のリストをもとに、自分の研究、問い、集め

る必要のある情報の種類を考慮し、自分の研究スケジュー

ルを計画するために、以下の表を埋めてみましょう。

やるべきこと 時間

1.	 学校、児童生徒、その他の関係者に知らせ、許可を得る。 １週間

2.	 関係する可能性のある同僚に相談する。 １週間

3.	 データ収集の日時を計画する。 １週間

4.	 データ収集の方法（質問紙、インタビューの質問、観察チェックリスト、振り返りノートなど）を設計

する。

２～３週間

5.	 データを収集する。 ４～６週間

6.	 収集したデータを分析し、振り返りを行う。 ２週間

	 Month 1 – すべきこと

Week 1

Week 2

Week 3

Week 4

	 Month 3 – すべきこと

Week 1

Week 2

Week 3

Week 4

	 Month 2 – すべきこと

Week 1

Week 2

Week 3

Week 4

	 Month 4 – すべきこと

Week 1

Week 2

Week 3

Week 4
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まとめとフォローアップ

この章では、研究課題からデータ収集の方法までを説明し

ました。様々な種類のデータ（振り返りを書くこと、インタビュ

ーや観察のメモ、質問紙の回答など）について、実践的な説

明と例を見ました。それぞれの課題では、どのように問いの

内容に方法を合わせる必要があるかが示されました。最後

に、データ収集のプロセスで考慮すべき重要なことをいくつか

提示しました。

フォローアップ

第３章と本章の冒頭では、アンドレアの話を見ました。思い出

してもらうために、ここで彼女の話の全文を読んでみることを

お勧めします。 https://bit.ly/andrearobles

アンドレアの話の中で、彼女が集めた異なる種類のデータを

特定してみてください。彼女は何らかの形で「トライアンギュレ

ーション」を使用しましたか。複数の種類のデータを集めるこ

とは、彼女にとってどのように役立ちましたか。

https://bit.ly/andrearobles


6. 6. 何がわかるか何がわかるか

前章では、問いに答えるためにどのような種類の情報（データ）を収集できるのか、そして、

データを得るためにどのような「方法」を活用できるのかを検討しました。方法について

は、例えば、学習者を観察したり、学習者にインタビューしたり、コメントを書かせたり、質問

紙に答えさせたりすることを取り上げました。

本章では、収集されたデータの分析方法に目を向けます。そして、研究課題に答えるため

に、わかったことをどのように解釈できるかを考えます。
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「分析」：（名詞）「ある物の要素や構造の詳細な検討」1 

第２章では、「研究」の異なる定義を紹介しました。これらの

定義によると、データの「分析」は研究のプロセスの重要な部

分であるとされています。分析は、結論を導き出し、意思決定

することができるように、注意深く情報を吟味することを含み

ます。

わかりやすいようにこのプロセスを説明するつもりです。とい

うのは、「データ分析」は、かなり専門的な知識や技能が求め

られる活動のように思われ、例えば、多くの人がデータ分析

には複雑な統計手法が含まれるに違いないと考えているか

らです。データ分析というのは実は比較的簡単で、楽しいこと

ですらあると示すことができればと思っています。

6.1 ダニエラの話

ダニエラ・ガハルドによるアクション・リサーチの話は、それ自

体で心揺さぶるものです。また、「量的」データと「質的」デー

タという、2つの基本的に異なるデータの種類に関する重要

な区分について理解するのに役立ちます。両方とも役立つの

ですが、それぞれ異なる方法で役立ちます。ダニエラの事例

の最初の段階について読み、課題 6.1 に取り組んでみましょ

う。

「それでは、この印象的で、ワクワクする経験について話を

させてください。それは私の生徒を対象に話すことを促す

目的のプロジェクトとして始まりました。私は、生徒たちの

行動についてメモを取りながら、観察する期間から始めま

した。

そのプロセスで最初に気づいたのは、生徒が英語では

なく母語で答えたり話したりすることに慣れていることでし

た。

私は『なぜ英語で答えようとしないのですか』と生徒に尋

ねてみました。そして、生徒の回答から次のことがわかりま

した。生徒がスペイン語で答えるたびに、私は生徒が質問

を理解していないか、英語で表現する方法を知らないと決

めつけてしまい、生徒の母語で質問を解説していました。

その結果、生徒は母語を活用して意味を理解することが

ずっと簡単で快適なものとなっていました。そのとき、私は

最初の教訓を学びました。『生徒を過小評価してはいけ

ない。生徒は適切な方法で言語に向き合うための道具を

身に付け始めているが、もし教師がそうすることをさせな

いと、生徒はまったく試みようとしないだろう』そしてそれ以

来、私は生徒には英語だけで話すことを決意しました。そ

うすることで、生徒に英語を話すように促すことができまし

た」

ダニエラは何がわかったのでしょうか。ダニエラの質問紙調

査の結果の一部を次に示します。それらを読んで、下の課題

に取り組んでください。

課題 6.1 @

ダニエラの生徒の回答にもとづいて、次の文を完成させてく

ださい（電卓が必要かもしれません）。解答であなたの答えを

確認できます。

A. ______% の生徒は、授業で英語を話すことを間違いなく楽

しんでいます。

B. ______% の生徒は、英語を話すことが重要だと考えていま

す。

C. ______% の生徒は、将来、英語を話したいと思っています。

それでは、次の３つの質問（A〜C）について考えてみましょ

う。)

A.	このデータは生徒について何を教えてくれますか。

B.	このデータは何を教えてくれませんか。

C.	 ダニエラの生徒に質問するとしたらどのような質問をした

いですか。

解説

ダニエラが質問紙調査を通して収集した情報を見ると、主に

数字と割合の形で表現されていることがわかります。これが、

量的データと呼ばれるものです。つまり、数値、統計値、また

は割合の形の情報です。ある状況がどれほど一般的かある

いはそうでないのかを理解するのに役立ちます。言い換えれ

ば、それは「何人いるか」「どのくらいの頻度か」といった質問

に答える助けとなります。

上記の質問１〜３は、典型的な「量的な質問」です。英語教師

として、あなたは、質問にはYes/No疑問文もあることに気づ

くかもしれません。そのような質問からは、限定された範囲の

答えを得ることができます。その他によく用いられる量的な質

問は、「どれくらいの」「いくつの」「どのくらいの期間」「いつ」など

で始まるものです。もちろん、質問をせずに量的データを収集

することもできます。例えば、同僚に授業を観察してもらい、あ

ることを何回行ったかを数えてもらうことによって、量的デー

タを得ることができます。
1 Oxford English Dictionary

1. 授業で英語を話すのが好きですか、また、楽しいですか。

はい：20 どちらでもない：13 いいえ：5

2. 英語を話すことはあなたにとって重要ですか。

はい：32 わからない：3 いいえ：5

3. 将来、英語を話したいですか。

はい：30 わからない：3 いいえ：3
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以下に示すように、ダニエラは、別の種類の、さらに役立つ質

問を質問紙に加えました。

1. 英語を話すとき、どのように感じますか。

2. 英語の授業でどのような活動が好きですか、あるい

　 は行いたいですか。

これらの２つの質問は、典型的な「質的な質問」です。このよ

うな質問は多くの場合、開いた質問です。（この場合のように）

人が何を考えているか、または感じているかを理解するのに

役立つ幅広い回答を得ることができます。このような質問を

使えば、研究の中での参加者の声を聞くことができます。

これら２つの質問によって、感情、意見、印象、性質などの説

明を含む、いわゆる質的データが収集されました。ダニエラ

が把握していた問題の原因を理解するために、これらの質問

をどのように尋ねる必要があるかに注目してみましょう。「どの

ように」と「なぜ」は、おそらくもっともよく使われる質的な問い

です。質的データは、量的データとは異なり、語句や短文、長

めの文、あるいは文章として視覚的に表されるものです。

課題 6.2 

以下のダニエラのさらなる調査結果について読み、次の質問

DとEに答えてください。

 

D.	ダニエラは上記の２つの質問をすることで、どのような追

加情報を入手しましたか。

E.	なぜこれが役に立ちましたか。

4.  英語を話すとき、どのように感じますか。

グループA（15名の生徒）は、授業で英語を話すとき、快適

でリラックスしており問題ないと感じています。授業で話す

活動を行うことは、正確に話すことのできるスキルを伸ば

すのに役立つと感じています。

グループB（23名の生徒）は、英語を適切にまたは正確に

使用する力を持っていないため、緊張し、不安を感じ、自信

がありません。生徒のほとんどは、間違ったり、クラスメート

が生徒の間違いを笑うのを聞いたりすることを恐れて、緊

張し、自信がなく、恥ずかしい思いをすると回答しました。回

答の中には、正解を知っていると気持ちがいいが、間違っ

ているとイライラするという生徒もいました。最後に、１人だ

け、発音に自信がないため、話す問題やテストが好きでは

ないと答えました。

5. 英語の授業でどのような活動が好きですか、あるいは

　　 行いたいですか。 

この質問への回答のほとんどは、より実践的で、面白く、グ

ループワークを授業で行うことに集中していました。回答

の多かった順に、歌、ゲーム、カラオケ、映画、口頭練習、演

技、クイズやジグソー学習、絵を描いて当てるゲーム、グル

ープ競争、単語の綴り、ディベート、単語の発音を繰り返し

たり覚えたりすることがあげられました。また、生徒の中に

は、もっと英語の授業や放課後の英語のワークショップを

実施するよう提案するものもいました。
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6.2 質的データの分析と解釈

量的データの分析には、基本的に数をかぞえることが含まれます（上記の6.1および下記の6.3を参照）。一方、質的データの分

析には、コーディング、つまり、類似したアイデアを簡単にグループ化できるようにアイデアにラベルを付けることが含まれること

がよくあります。

例えば、「グループワークについてどう思いますか」という質問に対して書いてもらった4名の生徒の回答を考えてみましょう。

A.	練習するのが好きです。

B.	リラックスしているのが好きです。

C.	 英語を話すことが好きです。

D.	 安心して英語で会話することが好きです。

これらの回答は異なる表現が用いられ、すべて異なっていますが、よく読むと類似点に気づきます。「キーワード」または「コー

ド」とも呼ばれるラベルをそれぞれの個別のアイデアに付けていくと、類似点がより明確になるでしょう。

上記の（D）の場合のように、１つの回答の記述に複数のコードを付与することができることに注意してください。また、コードは１

つの単語である必要はありません。「英語を話すこと」のように、２つ以上の単語を使用できます。必要に応じて、「好き」には「+」、

嫌いには「-」などの記号を使用できます。ただし、あなたが使用することになる実際のコードと記号は、データで読み取ったもの

に対応するように、あなたが作り出していきます。使用「しなければならない」という決まったコードや記号はありません。

上記のコード/ラベルの列をもう一度見ると、おそらくいくつかの類似点を特定することができるでしょう。話すことで英語を練習

することの楽しみについて考えるならば、生徒が英語を「使うこと」が好きであると言うことができます。 また、「リラックス」するこ

とと「安心して」いることは同じようなものに見えるので、これも共通の概念であると言えます。ここで、「カテゴリー」と呼ばれる大

きなラベルの下にアイデアをまとめてみましょう（下の表を参照）。カテゴリーは基本的に「より大きなコード」です。これは、互いに

類似しているためにまとめられたコードが含まれているためです。

この分析を要約すると、この生徒のうち３名は、英語を使用したり練習したりするグループワークが好きであり、４名の生徒のう

ち２名は、グループワークがリラックスできるということを肯定的にとらえています。

これまで、小さなデータのまとまりを分析する方法を見てきました。 結果は、下に示されたように、教師の「調査結果」を構成します。

しかし、調査結果は、「データが語ること」だけではありません。さらに何かが必要です。それは調査結果について解釈するこ

とです。

「解釈する」：（他）動詞。「何かがある特定の意味を持っていると判断したり、それをそのように理解したりすること」1

回答 コード/ラベル

A.	練習するのが好きです。 [+練習]

B.	 リラックスしているのが好きです。 [+リラックス]

C.	 英語を話すことが好きです。 [+英語を話すこと]

D.	 安心して英語で会話することが好きです。 [+英語を話すこと] [+安心して]

回答 コード/ラベル カテゴリー

A.	練習するのが好きです。 [+英語を練習する] [+英語を使う]

B.	 リラックスしているのが好きです。 [+リラックス] [+リラックス]

C.	 英語を話すことが好きです。 [+英語を話すこと] [+英語を使う]

D.	 安心して英語で会話することが好きです。 [+英語を話すこと] [+リラックス] [+英語を使う] [+リラックス]

1 Oxford English Dictionary

データ+分析=調査結果
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調査結果を解釈するには、次のような質問を自分に問いかける必要があります。

基本的な問いは「だから何か」です。もともと設定していた研

究課題や研究動機を思い出しながら、調査結果が何を意味

するのかを判断する必要があります。例えば、上記のデータ

の場合、教師の研究課題が「生徒はグループワークが役立

つと思うか」であったとしたら、少なくとも対象の生徒にとって

その答えは明らかに「そう思う」のようです。もし同じクラスの他

の生徒が同様に答えるならば、教師は、グループワークを活

用し続けてもよいということを明らかに示していると解釈して

もよいでしょう。

課題 6.3 @

どのような類似点が見られるかを考えながら、引き続き質的

データにコードを付けてみてください。今度は、特定の研究課

題に関連づけて調査結果を解釈することもしてみましょう。

「私[教師]は生徒の母語であるスペイン語を教室で使用す

べきか」という、教師がとくに関心を持っていることや研究課

題について、授業での話し合いの中で、異なる8名の生徒が

どのように答えたか見てみましょう（教師はこの話し合いを録

音し、後でその録音を聞きながら個々の生徒の回答を書き

留めました）。

各回答について1つ以上のキーワードを書き出してみてくださ

い。次に、類似点（カテゴリー）が出現するかどうかを確認して

ください。最後に、教師がスペイン語を使うべきかどうかにつ

いて調査結果から何がわかると思うかを数文でまとめてみ

ましょう。

A.	「私たちがわからなくなったとき、スペイン語を使ってもら

えば助かると思います」

B.	「母語が使われれば、理解しやすくなると思います」

C.	 「母語が使われると、授業への興味がなくなります」

D.	 「理解できない場合は、スペイン語で話す方がよいです」

E.	 「スペイン語が使われると、授業の進度が遅くなる可能性

があります」

F.	 「理解できたと感じると、安心します」

G.	「しばらくして、私たちが知っている言語が使われると、すぐ

に退屈します」

H.	「目標言語が使われた方が、より早く学べると思います」

コードを整理し、コードからカテゴリーを作成するのに役立て

るために、以下のような表を作成するとよいでしょう。

回答 コード/ラベル カテゴリー

A.	「私たちがわからなくなったとき、スペイン

語を使ってもらえば助かると思います」

B.	「母語が使われれば、理解しやすくなると

思います」

C.	 「母語が使われると、授業への興味がな

くなります」

D.	 「理解できない場合は、スペイン語で話

す方がよいです」

E.	 「スペイン語が使われると、授業の進度

が遅くなる可能性があります」

F.	 「理解できたと感じると、安心します」

G.	「しばらくして、私たちが知っている言語が

使われると、すぐに退屈します」

H.	 「目標言語が使われた方が、より早く学べ

ると思います」

だから何か。

これらの調査結果は、他の

情報源から得た結果とど

のように関連しているか。

以前は知らなかったことで、

今回わかったことは何か。

調査結果は、私の研究 

課題について何を教え 

てくれるか。



60	 |  何がわかるか

同じデータでも人により異なる語を使ってコード化したり要約

したりするので、内容がほぼ同じであれば、あなたの答えが

いくつかの点で異なっていても心配しないでください。質的デ

ータをコード化したりラベル付けしたりする方法について納得

できない場合は、別の視点の意見をくれるように批評してく

れる友人に頼むとよいでしょう。あなたと他の人のコード化の

方法を比較してみるのはとてもよいことです。

解説

これまで、この節では、質的データの例と、コード化し、カテゴ

リーを生成する方法を紹介してきました。また、児童生徒から

の回答をコード化し、分類し、解釈する課題を行いました。質

的データを分析する際に、どのような手順をとればよいのか、

はっきりしたイメージを持つことができたと思います。これらの

手順をまとめると次のようになります。

1.	 個人で作業し、各回答の横にキーワードまたはキーフレ

ーズを書きます。

2.	 これらのキーワード（「コード」）を見て、類似点を特定し、

カテゴリーをつくるためにアイデアをまとめることができ

るかどうかを考えます。

3.	 （可能であれば）同じ課題を行った同僚とカテゴリーを

比較します。

4.	 主なカテゴリーを説明する要約を書きます。

5.	 「だから何か」という問いについて考えます。あなたの調

査結果は、研究課題に答えるのにどのように役立ちま

すか。

質問に対する回答例を使って、これらの手順を見て（実際に

試して）きました。しかし、質的データには、児童生徒に振り返

りのメモを書くよう指示したときに得られるような文章の形も

あります。コード化の方法は同じです。次の課題で試してみて

ください。

課題 6.4 @

授業で教師が使用するインタラクションの異なるパターンに

ついての振り返りを５分間で生徒に書いてもらった次の抜粋

を見てください。その際の質問は、「ペアワークとグループワー

クについてどう思いますか」でした。各回答の横に、好きなよ

うにキーワードやキーフレーズを書いてください。その後、カ

テゴリーを生成しながらどのような類似点と相違点が見られ

るかを述べ、そのデータを要約した短い文章を書いてくださ

い。その際、「だから何か」に関して（この教師自身の悩みであ

る「ペアワークはグループワークよりも効果があるか」に関連

して）考えてください。

「アグスティンは私の親友なので、 

私たちはいつも同じグループになる 

ようにして、冗談を言い合います。とても 

楽しいです。でもペアワークでは、女の子と 

一緒に勉強するのが好きです。女の子は 

もっと真面目です」 –ビセンテ

「グループワークでは、みんな私の 

答えを写します。そして私にとてもたく 

さんの質問をします。まず自分で練習問題 

をしてから、他の生徒と比較するのが 

好きです。その方法はとても役立つと 

思います」 –ソフィア

「私たちがペアで活動するとき、 

マリアは私に言葉の意味を教えて 

くれます。彼女は私にとって辞書の 

ようなものです」 –カーラ

「グループは騒がしいです。また、 

ビセンテと一緒に活動するのは好き 

ではありません。彼は英語を話すのが 

速すぎます。私は1人で活動する方 

が好きです」 –アグスティン

「私はペアワークとグループワークが 

好きです。とくに、誰と一緒に活動する 

かを選択できる場合は好きです」 

 –マリア

調査結果の要約／解釈： 
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この課題には、次の表を使用しましょう。

6.3 量的データの解釈

質的データ（6.2を参照）と同様に、量的データも解釈する必要があります。単に「データ自体が語る」わけではありません。数字

や割合は、あなたの問いについて、いくらかの情報は与えてくれますが、あなたが見つけたことの意味を完全に説明するもの

ではありません。このためには、「だから何か」と自問する必要があります。この質問に答えるには、データを視覚的な方法で整

理すると便利な場合があります。これにより、データをよりよく理解できるようになるからです。

例えば、ロレーナ（彼女の話は第2章で紹介されました）は、彼女の生徒がリスニング課題を熱心に取り組まないことが気に

なっていました。彼女がしたことの1つは、質問紙調査を通して生徒の考えや好みを把握することでした。彼女は生徒の回答を

（以下に示す）表にまとめました。

コメント キーワード カテゴリー

1.	 カーラ: 「私たちがペアで活動するとき、マリ

アは私に言葉の意味を教えてくれます。彼

女は私にとって辞書のようなものです」

2.	 ビセンテ: 「アグスティンは私の親友なの

で、私たちはいつも同じグループになるよ

うにして、冗談を言い合います。とても楽し

いです。でもペアワークでは、女の子と一

緒に勉強するのが好きです。女の子はも

っと真面目です」

3.	 アグスティン: 「グループは騒がしいです。ま

た、ビセンテと一緒に活動するのは好きで

はありません。彼は英語を話すのが速すぎ

ます。私は1人で活動する方が好きです」

4.	 ソフィア: 「グループワークでは、みんな私の

答えを写します。そして私にとてもたくさんの

質問をします。まず自分で練習問題をしてか

ら、他の生徒と比較するのが好きです。その

方法はとても役立つと思います」

5.	 マリア: 「私はペアワークとグループワーク

が好きです。とくに、誰と一緒に活動するか

を選択できる場合は好きです」

1. リスニング課題のテーマにつ
いてどう思いますか。

とても興味深い 興味深い あまり興味深くない まったく興味深くない

26 28 14 8

2. どの活動がもっとも好きです
か。

歌 教科書の活動 映画

48 1 27

3. 教師の指示はどのくらい明
確ですか。

とてもはっきりして
いる

はっきりしている
あまりはっきりして

いない
まったくはっきりし

ていない

35 31 10 0

要約 / 結果についての解釈
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前ページのような表を利用することで、もっとも頻度の高い回答が何かを知ることができます。グラフを作成すると、

さらに明確になります。例えば、以下に、質問ごとのグラフを作成しました。

各グラフを見ると、もっとも強い好み、つまり（山のような）「ピ

ーク」をより簡単に確認でき、「だから何か」という質問に答え

ることができます。ロレーナの場合、リスニング課題に対して

生徒が肯定的にとらえていることに気づくことができました。

これは彼女が予想していたことではありませんでした。ま

た、リスニング課題の際、生徒の取り組みがよくない理由が

まだわかりませんでした。そこで、彼女はさらに理解を深め

るために、フォーカス・グループ・ディスカッションの調査結果

を分析することにしました。

棒グラフ

折れ線グラフ

円グラフ

リスニング課題のテーマについてどう思いますか。

30

25

20

15

10

5

0

とても興味深い 興味深い あまり興味 
深くない

まったく興味  
深くない

教師の指示はどのくらい明確ですか。

どの活動がもっとも好きですか。

40

35

30

25

20

15

10

5

0

とてもはっきり 
している

はっきりしている あまりはっきり 
していない

まったくはっきり 
していない

 歌  教科書の活動  映画

1%

63%

36%
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課題 6.5 @

別のチャンピオン・ティーチャーであるダニエラ（上記6.1）の話は、彼女の質的および量的データの例を見てみました。ロレーナ

のように、彼女は、解釈を容易にするために量的データを整理する表も活用しました。

例えば、質問紙調査で、ダニエラは「授業中、何パーセントぐらい理解していますか」と質問しました。彼女は、異なる割合を選

択した生徒の数を数え、表にまとめました。右側には、得られた質的な回答を要約しました。量的データにもとづいて、棒グラ

フを作ってみてください。その後で、解答を確認しましょう。

何がわかりますか。山は何ですか。ダニエラの研究課題は、

「生徒は授業中どの程度理解しているか」でした。この問いに

照らして、彼女は上記の調査結果をどのように解釈すると思

いますか。

解説

このデータから多くのことがわかります。教師の観点からは、

概ねよいことです。生徒の大多数は、教師の言うことのほと

んどを理解でき、知らないことを理解しようとすることからよく

学んでいる可能性があります。ただし、データには２つの「山」

があります。80〜90％に最大の山がありますが、40〜50％に

も山があります。データをグラフに変換することで、より明確に

なり、ダニエラがこの問題や、このクラスにどのような問題が

あるのか、また、潜在的な解決策についても考えることがで

きるようになることに注目してください。

次に、別のチャンピオン・ティーチャーズであるハビエル・アバ

ロスと一緒に別の例を見てみましょう。ハビエルがクラスで学

習者のやる気に関して把握している問題について読んでくだ

さい。

「私は、様々な理由で学校を中退した若者と大人（16歳か

ら60歳）のために公立学校で研究を行いました。生徒に

教え始めたとき、私たちが英語について話す際、生徒が

時々怖がったり静かになったりしているように見えること

に気づきました。生徒は私を恐れていたのではなく、英語

そのものを恐れていたようでした。そして生徒の英語のレ

ベルがとても低いことに気づきました。『生徒が英語を恐

れているのに、英語を学ぶことができるだろうか』と私は

疑問に思いました。私はいくつかのテストを実施し、成績

が低いことがわかりました。それで、『英語についてどのよ

うに感じているか』『なぜ英語を学ぶことができないと思う

か』『言語を学ぶことに心地よさを感じたり自信があったり

したか』と生徒にランダムに尋ね始めました。私はメモを取

りました。英語を学ぶことに嬉しさを感じる生徒もいました

が、英語が苦手な生徒の中には『英語がわからない』『英

語はどうでもよい。役に立たないから』『ここはチリだから、

スペイン語で十分』『間違ったことをしていると思うと、英語

では恥ずかしい感じがする』などと述べる生徒もいました。

より詳しく調べるために調査をすることにしました」

割合 生徒の人数 質的な回答の要約

100% ３ 授業の50％以上を理解している子どもは、その授業で扱った語を常に理解できるとは

限らないと述べました。しかし、生徒は、高いレベルの理解を深めるために、主な内容だ

けでなく、副次的な内容も理解できていました。それで授業を理解するのには十分でし

た。

90% ８

80% ６

70% ２

60% ３

50% ５

40% ７ 授業全体を理解していない生徒は、授業での規律が欠けているため、適切に注意を向

けたり、集中したりできないと主張します。

30% １

20% １

10% １

0% １
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ハビエルの研究の最初の部分で、質問紙調査によって得た回答は次の通りです。

課題 6.6 @

ハビエルが得た質問紙調査の回答を見てください。そう思うか、そう思わないか、過半数の回答に丸を付けてください。これら

の回答に共通するものは何でしょうか。

全体として、ハビエルはこれらの結果をどのように解釈したと思いますか。言い換えれば、最初に抱いた質問である「英語につ

いて生徒はどのように感じているか」「言語を学ぶことに心地よさを感じたり、自信をもったりしているか」に対して彼はどのよう

に答えたでしょうか。解答で、あなたの答えを確認しましょう。

次の章で、ハビエルの話に戻り、彼がこの探索的な研究からアクション・リサーチにどのように移行したかを見ていきます。

設問 そう思う どちらでもない そう思わない

1.	 Inglés es un idioma muy difícil. 
[英語はとても難しい言語である。]

３ ２ ２

2.	 Me pongo nervioso cada vez que tengo clases de Inglés. 
[英語の授業があるときはいつも緊張する。]

６ ０ １

3.	 Inglés me frustra porque no sé nada. 
[英語について何も知らないので、イライラする。]

５ １ １

4.	 Me siento imposibilitado de aprender Inglés. 
[英語を学ぶのは不可能だと思う。]

２ ２ ３

5.	 Siento que Inglés está muy lejos para aprender. 
[英語を学ぶのに長い時間がかかると思う。]

３ ０ ４

6.	 Yo puedo aprender Inglés pero siento que es difícil. 
[英語を学ぶことができても、難しいと思う。]

４ ２ １

7.	 Me siento motivado debido a mis notas en Inglés. 
[英語の成績のおかげで、やる気が出る。]

４ ２ １

8.	 No aprendo ingles por flojera. 
[怠け者なので、英語を学べない。]

３ １ ３

9.	 Me siento avergonzado en inglés porque pienso que me 
puedo equivocar. 
[英語で恥ずかしいと感じるのは、間違っているかもしれないと思う

からだ。]

３ ２ ２

10.	 Me da vergüenza preguntar en inglés. 
[英語で質問するのは恥ずかしい。]

５ ０ ２

11.	 Creo que puedo aprender inglés pero no confío en mí. 
[英語は学べると思うが、自分に自信がない。]

３ ３ １

12.	 Creo que puedo aprender inglés. 
[英語を学べると信じている。]

４ ２ １

13.	 Entiendo las palabras pero no sé cómo pronunciarlas. 
[単語は理解できるが、発音の仕方がわからない。]

６ １ ０

14.	 Me aterra inglés porque no sé cómo pronunciar. 
[英語の発音の仕方がわからないので怖い。]

３ ２ ２
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まとめとフォローアップ

さて、これまで、探索的な研究のプロセス全体を見てきまし

た。どのように研究計画を立てるかを見ましたが、

■	あなたの問いに応じて、

■	特定の種類のデータを収集し、

■	そのデータに応じて、分析および解釈をすること

第４章と第５章では、教室のデータを収集して関心のある分

野を探索する方法について見てきました。第６章では、デー

タを理解する方法を見ました。このことによって、例えば、なぜ

ある活動がうまくいくのか、なぜある問題が生じるのか、教師

が行うことについて学習者はどのように考えているのかなど

のように、状況をよりよく理解することができます。第７章と第

８章では、探索を通じて得た新しい理解にもとづいて、どのよ

うに指導に変化をもたらせるか、つまり、探索的な研究がどの

ようにアクション・リサーチに変わるかを見ていきます。

フォローアップ

第５章では、様々な教室の配置に対する生徒の反応を調べ

ることに興味を持っていた教師であるマウロについて読みま

した。探索の結果、マウロは生徒が教室のある配置を他の配

置よりも好むことを発見しました。どの配置だったでしょうか。

また、どのようにしてこのことがわかったのでしょうか。

マウロはこの理解に至った後、その効果を評価するためにい

くつかの活動を試みることにしました。彼は何をしたのでしょ

うか。彼の詳細な話は https://bit.ly/maurosaez で読むこと

ができます。

https://bit.ly/maurosaez


7. 7. 何を変えるべきか何を変えるべきか

探索のプロセスを見てきましたが、「探索的アクション・リサーチ」の「行動」の部分に移り

ます。何かを変えたいかどうか確かめるときです。この章は、変化のための計画を立てる

場合にも、計画した変化を実行する場合にも役立ちます。第8章では、効果を調べ、その

行動がどのような影響を与えたのかを振り返ることに焦点を当てます。
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7.1 「新たな行動」は必要か

探索することで、悩んでいる状況、問題のある状況、また、う

まくいっている状況でさえも理解を深めることができることを

見てきました。その結果の分析と解釈にもとづいて、何らかの

新しい「行動」が今必要なのかを判断する必要があります。

まず、新たな行動の必要はない場合について考えてみましょ

う。

新たな行動の必要はない場合

a) 「物事がうまくいっているように見える」場合

探索的な研究課題に関するデータを解釈したとき、例えば、

問題だと思っていたことが、児童生徒の視点では、実際には

問題ではないとわかれば、それで満足するのかもしれませ

ん。

b) 「探索すべき新たなことがある」場合

一方、探索すべき新たな悩みや課題が見つかることもありま

す。この場合には、第4章から第6章で説明した手順にしたが

って、新たなテーマと研究課題を掲げて、新たに探索的な研

究のプロセスを始めることもあります。

c) 「指導がすでに変化している」場合

どんな変化が起こるかは様々です。実際、探索しているだけ

で、いくつかの変化を起こしていることに気づいたかもしれま

せん。まず、自分の状況の理解が変化したでしょう。結果とし

て、すでに別のやり方で教え始めているかもしれません。 

d) 「教室の雰囲気がかなりよくなっている」場合

問いを探索する際に児童生徒に関わってもらうことで（例え

ば、何かについての意見を尋ねることを通して）、教室の雰囲

気がすでによくなったと感じたかもしれません。児童生徒は、

その学習プロセスへの貢献者としてさらに評価されていると

感じ、そのこと自体が児童生徒との「信頼関係」を深め、教師

としての尊敬をさらに得るかもしれません。もし、児童生徒と

研究の結果を共有したり、議論したりすれば、これもまた、関

係性と学習の改善に役立ちます。

ここでは、ある教師、カーラ・オジェダが気づいたことを紹介し

ます。

「信頼関係は、パズルの重要なピースです。なぜなら、あな

たは教室の中では１人ではなく、生徒に注意を払う必要が

あるからです。もっと理解するために、生徒のことを決めつ

けるのではなく、時間をかけて生徒と話し、生徒の言うこと

にしっかりと耳を傾けることが必要です。そうすることで信

頼関係が深まります」（最終研究報告書)

このように、問題を探索したり、児童生徒の貢献や関わりを

受け止めたりする行為自体が、前向きな変化をもたらすことに

つながります。例えば、雰囲気がよくなったり、問題が減った

り、教師としての幸福度が上がったりしたらそれで十分だと感

じるかもしれません。

新たな行動への欲求

状況の新たな理解により、何かを変える必要性、つまり、助け

になると思われる指導のアイデアを取り入れようと感じること

もあるでしょう。実際にどのような変化があったかを確認する

ために、データを集めて分析すれば、（単なる「新たな行動」で

はなく）アクション・リサーチに取り組むことになります。

あなたはすでに既存の状況をある程度深く探索しているの

で、変化をもたらそうとする「前」と「後」の状況の違いを分析

することは、満足感があり、比較的簡単なことです。次の章

（第８章）では、このような前後の比較をどのように行うか（そ

して、比較に役立つデータをどのように集めるか）について、さ

らに検討します。ここ（第７章）では、引き続きあなたが変える

べきことを明確にする支援をします。

つまり、この章の残りの部分と次の章では、状況に対する新

たな理解が、何らかの変化を望むことにつながり、それが「ア

クション・リサーチ」につながるものと想定しています。

A. 探索の
ための計画
を立てる

B. 探索する

C. 分析して
振り返る

1. 変化のた
めの計画を
立てる

2. 行動する

3. 観察する

4. 振り返る

?

探索 行動
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アクション・リサーチは以下のステップを踏むことを忘れない

でください。

さて、あなたは、実践の中で、異なる教え方、授業の構成の

仕方、学習者の支援の仕方など、何かを変える必要があると

感じているでしょうか。もしそうであれば、具体的に何を変え

たいですか。

探索的な研究を行ってみて、アクション・リサーチに移行する

必要性を感じたり、取り組んでみたいと思ったりしますか。そ

の場合は、この先を読んでみてください。

7.2 ハビエルの話

下記の7.3では、あなた自身の「アクション・リサーチ」で調査

する望ましい変化を明確にするために、新たな行動に役立ち

そうな様々な情報源について考えます。まず、最初に、ある教

師が問題のある状況を調べた結果、どのような行動をとった

かを見てみましょう。

前章の6.3で見たように、ハビエル・アバロスは、（何らかの原

因で）恵まれない学習者が授業中やる気になれないという

問題を抱えていました。質問紙調査の結果を分析して解釈

した後、ハビエルは、このクラスの学習者に対しては、他のク

ラスと同じ方法では対処することができないことに気づきまし

た。彼は、学習者の自信を高め、温かく前向きなクラスの雰囲

気を作ることが、最優先事項であると考えました。彼が実施

したことをいくつか紹介します。

「アイスブレイクの時間を増やし、 仕事や家庭、 夫婦のこ

となどに関する冗談を言いました。 そして、 生徒が落ち着

いてきたところで、 これからすることを説明して授業を始め

ました。 授業の後半では、 練習をしながら （活動をしな

がら）、 １つひとつの項目について丁寧に指導していきまし

た。 間違えたときには、 必ず 『よくやっていますね。 ここ

では間違ったけれども大丈夫です。 続けてください』 とい

う言葉を添えて、 なぜ間違えたのかを説明しました。 そ

のように言うと、 生徒は微笑み、『 本当ですか』 と尋ねる

ので、 『ええ、 もちろん』 と返しました。 生徒の英語に対

する自信が高まり、 イライラが一気に解消されました。 あ

るとき、 私はスーパーやショッピングモール、 地下鉄など、

様々な場所の標識を英語で作るという活動を考えました。

生徒はすでに多くの標識に慣れ親しんでおり、 たとえす

べての単語を理解していなくても、 記号はよく理解でき標

識の意味をつかむことができるというのが主なねらいで

した。 生徒は、 その作業で、 日常の文脈が英語の理解

に役立つことを理解しました。 それから私はこのようなこ

とを年間を通して行いました。 授業を受ける生徒が増え、

活動への参加もよくなり、 生徒は英語にかなり慣れてき

たと感じました。 それと同時に、 生徒の成績も上がって

いき、 もちろん、 同じ理由で２学期は１学期よりもよくなり

ました。 その後、 再び同じ調査を行いましたが、 結果は

非常によいものでした」

課題 7.1

ハビエルは、状況を変えるためのアイデアをどこから得たと

思いますか。

解説

ハビエルは、多くの教師と同様、「やる気の欠如」という大きな

課題に直面していました。この問題に対する簡単な解決策は

ありませんが、彼の話からできることが何かしらあることがわ

かります。ハビエルは、状況を探索した上で、次のような小さ

な行動を起こしました。

■	アイスブレイク活動をする。

■	冗談を言う。

■	各授業の全体計画を説明する。

■	励ましながら訂正する。

■	標識作りなどの創造的な活動をする。

どのようにして彼の授業で前向きな変化が起きたのか、彼の

アイデアがどこから来たのか正確にはわかりませんが、その

変化は以下の組み合わせによってもたらされたと考えられま

す。

A.	特別な行動を伴わない変化。それは、ハビエルが生徒に

意見やアイデアを求めたことによる生徒の態度の変化で

す。生徒に声をかけ、英語に対する態度についての質問

紙調査を行っただけで、生徒が問題に注目し、生徒自身

の不安や懸念を認識する手助けになったのです。

B.	新たな行動による変化。ハビエルは、様々なアイデアを試

してみました。その中には、おそらく教師としての研修をも

とにしたもの（励ましながら訂正するなど）もあるでしょう。

あるいは、同僚や他の教師、インターネットなどから得た

ものかもしれません。また、看板を作る活動のように、自

分で考えたものもあったようです。

このように、ハビエルは問題を解決するために、様々な情報

源を新たな行動に活用したのです。興味深いことに、彼のア

クション・リサーチは１つの大きな変化ではなく、いくつかの小

さな変化を伴い、それぞれが全体の結果に貢献しました。

1. （変化のための）計画を立てる

2. 行動する（変化を実行する）

3. 観察する（データをもとに何が起きるのかを見る）

4. 振り返る（何が起きたのかを解釈する）
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7.3 変化のための計画を立てる

ここでは、上記7.1で述べた様々な変化の源を振り返ってみま

しょう。（もちろん、他にもあるかもしれませんが）：

ご存知のように、さらなる行動は必要ではなく、教室の変化

は次のようにして起こります。

■	教師の理解の変化

■	児童生徒の意見や考えを求めたことによる児童生徒の態

度の変化

■	結果を共有することによる児童生徒の態度の変化

新たな行動を起こさなくても、探索的な研究によって、このよ

うなことが起こりえます。新たな行動を起こせば、教室は以下

のように変化する可能性があります。

■	児童生徒の提案を実行する

■	自分自身のアイデアを実行する

■	他者のアイデアを実行する

このような行動によって起こった変化は、アクション・リサーチ

によって評価することができます。では、自分の教室に変化を

もたらすために、どのように新たな行動を計画できるかを考

えてみましょう。

課題 7.2

あなたの新しい授業のアイデアは、どこから生まれる傾向に

ありますか。当てはまるものすべてにチェックを入れてくださ

い。

児童生徒の提案を実行する

責任を与えられたとき、児童生徒は自分のニーズや好み、そ

して、教室での課題や問題について、理解を示すようになるこ

とがあります。

第6章では、授業中に生徒があまり話さない理由を調べたダ

ニエラを紹介しました。彼女は、教師としての自分の行動に原

因があることがわかっただけでなく、ゲームやディベート、ドラ

マやロールプレイ、歌や映画など、スピーキングスキルを向上

させるための活動について、学習者から有益な示唆を得まし

た。児童生徒からの提案は、「外からの」アイデアよりも成功す

る可能性が高く、生徒がうまくいくことについて関心を共有す

るため、とくに役立ちます。生徒からの提案にもとづいてクラ

スの座席配置を変更したマウロ（第５章）の場合は、とくにそう

でした。生徒は自分たちからの提案だとわかっていたため、う

まくいってほしいと思った可能性があります。

この章で最初に聞いたチャンピオン・ティーチャーの１人、カ

ーラ・オジェダの振り返りはこうでした。

「生徒の声を聞くことで、授業の計画や指導の方法をいろ

いろと考えることができるようになります。そうすると、自分

自身の教育実践のためのインスピレーション、やる気、そし

て自信を得る機会が増えます」

同じくチャンピオン・ティーチャーのロベルト・デルガドは、生

徒の意見を参考にすることの大切さを強調します。彼は次の

ように述べています。

「生徒とやり取りしなければなりません。この先、うまくいっ

ていないことがあっても、生徒の視点を考慮せずに対策を

講じることはしたくありません。これは一種の対話だと思う

ようになり、それがとても役立ちました。これから授業をす

るときは、そのことから始めようと思います」

ロベルトの言葉を考えると、授業の活動について児童生徒に

提案を求めたことはありますか。もしそうであれば、何につい

て尋ねましたか。 

授業アイデアの源
当てはまるものにチ

ェックをしてください

A.	あなたの児童生徒の提案

B.	あなた自身から

C.	 他の教師との会話から

D.	 指導書

E.	 学会

F.	 教師のグループや団体での討議

G.	学術的研究

H.	他の教師の研究

I.	 その他（どこから）
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課題 7.3 @

本書で読んできた多くの話では、どのように生徒が教室での

活動を提案したかが書かれています。テレサ（第4章）は、生

徒から面白いアイデアを得た教師の１人です。生徒は彼女に

何を伝えたのでしょうか。

自分自身のアイデアを実行する

アクション・リサーチの利点の１つは、あなた自身の教室で、

新しいアイデアを試したり、既存のアイデアを改変したりする

ことで、自分自身の創造性を高める機会となることです。アク

ション・リサーチの枠組みの中でこれを行うことで、自分の創

造性の影響を観察し、どのような効果があるのかについてデ

ータを収集することができます。第１章では、そのよい例とし

て、ポーラの高校の生徒が、国名や国籍を覚えるのに苦労し

ていたことを紹介しました。ポーラは、自分の経験、創造性、

学習者に関する知識を活かして、ドミノゲームを作るアイデア

を思いつき、彼女が直面していた課題に対する効果的な解

決策となりました。学習者はゲームを楽しみながら、語彙を

学ぶこともできました。その結果、この例では ポーラの教師

としての創造性が、彼女の介入の主な源であることがわかり

ました。

ダニエラ（6.1参照）は、生徒が何を望んでいるかを見い出し、

自分で考えたことを行動に移した教師の一例です。量的・質

的データを分析した結果、彼女は以下のことをしました。

A.	学習者をリラックスさせるために、席替えをしたり、生徒や

保護者と面談をしたり、学校心理士の支援を仰いだり、ク

ラスの話し合いを行ったりして、よりよい雰囲気を作った。

B.	スピーキングを促すために、ペアワークやグループワー

ク、指名棒1の使用、より多くの形成的評価、理解度を確認

するための質問など、様々な活動を行った。

課題 7.4 @

第６章の課題6.1と6.2に戻り、ダニエラの調査結果を読み直してください。彼女が行動(a)と(b)をとろうと決めるのに、主にどの

結果が役立ったでしょうか。自分の答えを解答で確認しましょう。

他者のアイデアを実行する

教師として、私たちは様々なレベルのコミュニティに属してい

ます。学校のコミュニティがあり、そこでは、同僚からアイデア

や教材を得ることもあります。また、より大きな国内外の教師

のコミュニティもあります。これら2つのコミュニティで交流す

る機会を最大限に活用することで、自分の指導に取り入れ

るアイデアを得ることができます。恰好の情報源となるのが、

自身の教室でアクション・リサーチを行っている教師です。も

しこの教師があなたと似たような状況（小中学校や高校など

で）で教えていて、とくにあなたと同じ国にいるのであれば、こ

の教師のアイデアが、あなたの教室でもうまくいくかもしれま

せん。ですので、もしこの本をアクション・リサーチ・プログラム

の一環として使う場合は、（現在または過去の）他の参加者

が同じようなプロジェクトを行っていたか、参加者がどのよう

なアイデアを持っていたか、それらのプロジェクトやアイデアが

どのぐらいうまくいったかを調べてみるとよいでしょう。

行動 気づいたこと

A.	学習者をリラックスさせるために、席替えをしたり、生徒

や保護者と面談をしたり、学校心理士の支援を仰いだ

り、クラスの話し合いを行ったりして、よりよい雰囲気を

作った。

B.	 スピーキングを促すために、ペアワークやグループワー

ク、指名棒1の使用、より多くの形成的評価、理解度を確

認するための質問など、様々な活動を行った。

1 生徒の名前が書かれた色付きの木の棒。その棒を彼女はランダムに選び、各生徒に英語で話す機会を少なくとも１回与えていました。
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学会に出たり、会報や雑誌を読んだりすることで、あなた自

身の国や世界の他の教師の教室で何がうまくいっているの

かを知ることができます。しかし、リストはそれだけではありま

せん。あなたが使っている教科書、教材や資料、教師向けの

ウェブサイト、Facebookグループやその他のオンラインコミ

ュニティなど、どこからでもアイデアを得ることができます。し

かし、英語教師は世界中でかなり異なる状況で働いている

ため、異なる教室でうまくいったことが、必ずしもあなたのとこ

ろで役立ち、適切であるとは限りません。ですから、そのような

アイデアを批判的に評価し、必要に応じて調整を加えてから

使用することが賢明です。

第3章では、アンドレアが https://busyteacher.org/ というウ

ェブサイトから、授業をまとめるという彼女の研究分野の最

初のアイデアを得たことがわかりました。教室でうまくいくアイ

デアを最終的に発展させたのは、様々なアイデアを試し、学

習者からのさらなるフィードバックを得て、その中からうまくい

ったアイデアを採用するというだけのものでした。このように、

アンドレアの介入が成功したのは、生徒の提案と自分のアイ

デアと他者のアイデアを組み合わせて実行したからなので

す。

課題 7.5 

あなたの同僚が、自身で探索的アクション・リサーチを行い、

新たな行動を実行する必要があると決めたと想像してくださ

い。結果を分析し、解釈してみると、同僚は以下のことが必要

だと認識しました。

1.	 リスニングの授業を生徒にとってより面白いものにす

る。

2.	 グループワークの際、成績のよい生徒と悪い生徒の両

方のニーズにさらに対応する。

3.	 発話の誤りを訂正する方法を改善する。

同僚にどこでアイデアを探すように助言しますか。メモを取る

か、または、誰かと話し合ってみてください。

課題 7.6

第４章で、あなた自身の探索的アクション・リサーチ・プロジェ

クトのために焦点を当てるテーマを定め、また、探索型の問

いを特定しました。さらに、データ収集のプロセス（第５章）に

入り、そのデータの分析（第６章）を始めたかもしれません。も

しそうでなければ、これらの作業を行ってから、この課題に戻

ってくるとよいでしょう。

ここで、同僚やメンターにあなたの表、とくに可能な行動を見

てもらい、フィードバックをもらいましょう。結果と一致していま

すか。あなたの同僚やメンターは、それがよいアイデアだと思

っていますか。同僚やメンターは、別の可能な行動を考える

ことができますか。アイデアを学習者と共有したいと思うかも

しれません。学習者は可能な行動についてどう思うでしょ

うか。

あるいは、この課題のために、自分がデータを集めて分析し

たと想像して、以下の探索的アクション・リサーチの表を完成

させてください。

私のテーマ

（第４章を参照）

私の探索的な問い

（第４章を参照）

１．

２．

３．

４．

私の主な成果

簡潔なまとめを１、２文で書いてください。

これまでの変化

探索の結果、既に何か変化があったかどうかをメモしてく

ださい。

可能な「行動」

さらなる変化をもたらすために、あなたが今実行したいと

思う（種類の）行動を書き留めてください。

https://busyteacher.org/
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7.4 計画通りに変化を実行する

可能な行動を特定し、同僚やメンターから（場合によっては学

習者からも）フィードバックを得たら、変化を実行する準備が

整ったことになります。この節では、あなたの助けとなるいくつ

かのアドバイスを紹介し、直面する可能性のある課題につい

ても検討します。

変化を実行するためのアドバイス

1.	 仕事の増加量を考慮する　　　　　　　　　　　　　　 

変化を実行すると、一時的に仕事量が増える可能性が

あります。これには、行動の計画、実行、効果の観察が

含まれます。可能であれば、仕事量があまり多くない時

期に実行するか、行動が日頃の授業から大きく外れな

いようにしましょう。

2.	 行 ってい ることを周りの人に知らせる　　　　　　　 

理由は明白ですが、あなたの学校の校長先生や同じ学

習者を教えている教師に、自分が何をしているのかとそ

の理由を知らせておくとよいでしょう。もっとも重要なの

は、どのようにして学習者にその変化を取り入れるかを

注意深く考えることです。おそらく、変化を実行する前に

学習者に説明するとよいでしょう。

3.	 事 前 に 計 画 を 立 てる 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

必要となる時間を考慮に入れ、不測の事態に備えて時

間も確保して、行動計画を立てることが重要です。例え

ば、休日や成績評価の期間は、実行の妨げになること

もあるので、必ず考慮するようにしてください。

成果が得られなかったり、予期せぬ問題に遭遇したりした場
合どうなるか。

誤りや困難は、どんな学習プロセスにおいてもよくあることで

す。たいていの場合、私たちは成功からだけでなく、誤りや困

難からも多くを学びます。ですから、何よりもまず、これらを恐

れてはいけません。それらを観察することこそ、アクション・リ

サーチのサイクルの一部となります。

もし、予定していた行動を途中で止めなければならなくなった

ときは、この決定をする原因となった観察内容を振り返り、必

要に応じて、（学習者にインタビューするなど）さらにデータを

集め、問題をより詳細に理解し、中断することが正しい判断

であるかどうかを確認します。この段階で集めたデータは、あ

なたが意図した行動を修正して、再度試みるときに役立ちま

す。

残りのスケジュールを立てる

第5章（5.4節）では、研究の探索的な部分でやるべき様々な

ことを把握するために、研究スケジュールを計画することを勧

めました。ここでは、プロセスの中でも「行動」の部分で新たに

やるべきことについて述べてきました。以下のスケジュールの

1.から6.を経て、ステップ7.に到達したことがわかるでしょう。

やるべきこと 時間

1.	 学校、児童生徒、その他の関係者に知らせ、許可を得る。 １週間

2.	 関係する可能性のある同僚に相談する。 １週間

3.	 データ収集の日時を計画する。 １週間

4.	 データ収集の方法（質問紙、インタビューの質問、観察チェックリスト、振り返りノートなど）を設計

する。

２～３週間

5.	 データを収集する。 ４～６週間

6.	 収集したデータを分析し、振り返りを行う。 ２週間

7.	 行動計画を作成する。 ２週間

8.	 行動計画の適用とそれに伴うデータ収集のための日時の計画をする。 １週間

9.	 データ収集の方法（質問紙調査、インタビューの質問、観察チェックリスト、振り返りノートなど）を

設計する。

２～３週間

10.	 行動計画を適用して、データを収集する。 ４～６週間

11.	 収集したデータを分析し、振り返りを行う。 ２週間
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	 Month 1 – すべきこと

Week 1

Week 2

Week 3

Week 4

	 Month 3 – すべきこと

Week 1

Week 2

Week 3

Week 4

	 Month 2 – すべきこと

Week 1

Week 2

Week 3

Week 4

	 Month 4 – すべきこと

Week 1

Week 2

Week 3

Week 4

課題 7.7 

上記の行動と時間のリストにもとづいて、また、自分の研究、行動計画、収集すべき情報の種類を考慮して、以下の表にあなた

の研究における行動の部分の自身の研究スケジュール（上記スケジュールの７．以降）を書き入れてください。

まとめとフォローアップ

本章では、「探索」から「行動」の局面に移行する探索的アク

ション・リサーチの方法について学んできました。私たちは、

特定の介入を計画する必要があるか、また、探索そのものが

十分であったのかを考えました。私たちは、変化が起こりうる

様々な方法を検討し、実際の教師の例を見ることで、教師の

変化には、様々なアプローチの組み合わせや、当初のアイデ

アを応用したものもあることを見てきました。また、皆さんに

は、探索の局面を経て、どのような変化を起こしたいのかを

考えたり、物事が計画通りに進まなかった場合に役立つヒン

トやアドバイスを考えたりする機会がありました。

次章では、どのように変化の効果を観察し、分析するかにつ

いて説明し、何が起きたのか、そしてその意味についてどのよ

うに振り返るかを考えてみます。

フォローアップ

エステバン・ロペスは、探索と行動を何度か繰り返し、探索的

アクション・リサーチ・プロジェクトを実施しました。最初の行

動は、それまで行ったことのない「インプットにもとづく指導」と

呼ばれる新しい方法を使ったものでした。それを実行し始め

たとき、彼はいくつかの課題に直面しました。例えば、次のよ

うなことに気づきました。

■	この方法では、生徒が自分でルールを見つけたときより

も、関わり度が低い。

■	インプットにもとづく指導は、言語能力の低い学習者にとっ

ては過度なものになることがあるように感じられる。

■	生徒は、彼が期待していたほどの自発的な発話はまだ見

られない。

あなたがエステバンだと想像してみて

ください。このような状況であなたは

何をしますか。できればメモをとった

り、同僚と話し合ったりしてください。そ

の後、エステバンの話を読んで、彼が

実際に何を次にしたかを確認してく

ださい。 https://bit.ly/estebanlopez



8. 8. 何が起こっているのか何が起こっているのか

本章では、あなたのプロジェクトのアクション・リサーチにおける「新たな行動」の効果を観察

し、分析することに焦点を当てていきます。データを集める様々な方法を再検討し、データがど

のように分析されるかを再考します。また、そこで気づいたことを振り返り、それが何を示唆する

かを考える方法についても見ていきます。つまり、本章では、あなたが次の質問に答えるための

支援に焦点を当てます。

自分が試みた変化の効果は何か自分が試みた変化の効果は何か

つまり、探索的な研究で明らかにするのは「現状はどうなっているのか」という基本的な問いと

関連するのに対し、アクション・リサーチで明らかにすることは、あなたの実践を変化させた結

果、何が起こるのかを教えてくれます。
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8.1 ロレーナの話（再考）

まず、第２章で初めて読んだロリーナ・ムニョスの探索的アク

ション・リサーチのプロジェクトを再び見てみましょう。次の要

約と抜粋を読んでから、以下の課題を行ってください。

ロレーナは、９年生から11年生の生徒がリスニングの授業に

積極的に参加していないことに気づきました。彼女の探索的

な研究の段階では、生徒への質問紙調査、フォーカス・グル

ープ・インタビューの実施、生徒と教師による授業観察が行

われました。その結果、生徒は音声のテーマに興味を持って

いることがわかりましたが（これはロレーナにとって驚きでし

た）、多くの音声が長すぎて活動を終えることができないこと

がわかりました。そのため、生徒はイライラしておしゃべりな

ど他のことをしてしまっていました。また、生徒の中で歌が一

番人気があり、その理由は単純に短くて課題をこなせるから

だとわかりました。そこで彼女は、音声の課題を歌のようにす

ることにしました。音声をいくつかのセクションに分け、「情報

を順番に並べる」「空欄を埋める」「正しい単語に下線を引く」

「内容と異なるものを消す」などの活動を作りました。

彼女が行動計画を実行した後に起こったことを読み返してみ

ましょう。

「2週間が終わるまでに、いくつかの変化が見られました。

最初の変化は、生徒がきちんと活動に取り組み、ハンドア

ウトには正しい答えが記入され、授業に参加しようと多く

の手が挙がることが確認できたことです。また、別の質問

紙調査では、リスニング教材を歌のように扱うことで、しっ

かり取り組めたという回答がありました。生徒は、文章か

ら情報を見つけ出すことができたことや、もっとも好きな活

動は、正しい単語に下線を引く、穴埋めをする、仲間はず

れを消す活動であることなどを答えてくれました。それでも

音声が速すぎることもあり、情報を順番に並べることは難

しいようでした。フォーカス・グループ・ディスカッションの参

加者は、課題がうまくこなせるようになったことで、やる気

が高まり、うまくいっている感じがすると述べています。この

ことは、別の相互観察でも確認されました。観察中、生徒

は活動に集中していて他のことに気が散ることはなかった

と、ある実習生が話してくれました」

課題 8.1 @

「私が試みた変化の効果は何か」という問いに答えるために

ロレーナが収集した証拠についてわかる単語やフレーズに

下線を引いたり、マーカーで強調したりしてみましょう。

その後、メモを取ったり、同僚と話し合ったりして、以下の質問

に答えてください。

1.	 彼女が変化の効果に気づき始めるまでに、どのくらいの

時間がかかりましたか。

2.	 どの種類の証拠が「量的」で、どれが「質的」でしたか。

3.	 何をもって彼女はその変化が効果的だと知りましたか。

解説

ロレーナは、同じ方法を使って、変化を加えた実践を実施す

る前と後にデータを収集しました。彼女はその後、異なる情

報源からのデータを分析し、彼女の実践が効果的であった

かを検証しました。

第5章で述べたように、異なる視点から、異なる種類の情報

を用いて証拠を見つけようとするプロセスを「トライアンギュレ

ーション」と呼びます。すべての探索的アクション・リサーチ・プ

ロジェクトでこれを行う必要はありませんが（１種類の証拠で

十分な場合もあります）、ロレーナの場合は、複数の視点か

ら物事を見ようとすれば、実践研究はかなり信頼できるもの

になることを示しています。
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8.2 研究方法についての注意点

アクション・リサーチの段階では、自分の指導に関する様々な新しい実践（または全体的に新しい実践）を計画することになり

ます。また、「自分が試みた変化の効果は何か」、言い換えれば「何が起こるのか」という問いにできるだけ客観的に答えるため

に、どのようなデータが必要かを計画する必要があります。

この時点で、第5章で見たデータの種類を再確認する必要があります。

課題 8.2 

以下のデータの種類に目を通し、それぞれのデータの例を、本書ですでに読んだ実践研究の話から思い出してみてください。

課題 8.3 

あなた自身の探索的アクション・リサーチのプロジェクトにつ

いて考えてみてください。課題7.6で作成した表を振り返るの

もよいでしょう。メモを取ったり、同僚と話し合ったりして、以下

の質問に答えてください。

1.	 探索の段階と同じ種類のデータを収集しますか、それと

もいくつかの変更や追加を行いますか。

2.	 新しい実践を実行し始めてから、どのくらいの期間でそ

のデータを収集しますか。

3.	 同じ研究方法を使うことができますか。もしそうであれ

ば、どのような調整が（もし必要であれば）必要ですか。

解説

通常、探索の段階と同じ方法を少なくとも１つ使用することを

お勧めします。そうすることで、実践の前後を直接比較するこ

とができます。

ロレーナが生徒の挙手の数の変化に気づいたときにそうだ

ったように、多くの実践では、学習者の行動を観察していると

すぐに、自然とデータ収集が始まることに気づくでしょう。しか

し、質問紙調査やインタビューをしたり、振り返りを書かせた

りする前に、学習者がその実践に慣れるための時間を必要

とするかもしれません。ロレーナの場合のように、２週間であ

れば、実践が安定するのに十分であり、また学習者やあなた

が忘れてしまい、実践の前後の状況を比較できなくなるほど

ではないかもしれません。

あなたの実践が、教室に新しい活動や学習方法を導入する

場合には、あなたが用いたデータ収集方法に変更を加える

必要があるでしょう。その変更とは、新たな活動について学

習者や観察者がどう思うか、あるいは何に気づくかを尋ねる

ために、質問紙やインタビューの質問、観察の枠組みに質問

やその他の項目を追加することです。ロレーナはアクション・

リサーチの段階でこれを行いました。観察をする実習生に、

生徒の参加と関わりにもっと焦点を当てるように依頼したの

です。2回目のフォーカス・グループ・ディスカッションでは、生

徒が新しい種類のリスニング活動を気に入った理由を尋ね

ました。

1.  自分が書いた振り返りやメモ 2.  そのテーマに関する他の人が書いたアイデア

3.  同僚との雑談のメモ 4.  児童生徒が書いた振り返り

5.  フォーカス・グループ・ディスカッションのメモや録音 6.  個人とのインタビュー／会話のメモあるいは録音

7.  質問紙の回答 8.  授業案や教材

9.  授業を録音（画）したもの 10.  授業を批評してくれる友人のメモ

11.  授業の写真 12.  課題に対する児童生徒のパフォーマンス（書かれたも

の、あるいは録音（画）されたもの）
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8.3 探索的な研究とアクション・リサーチの結果
の比較

第４章では、自分のテーマと探索型の問い（exploratory 
questions）を確認しました。そして、第５章では、これらの問

いに答えるための情報を収集し、それによって学習者や指導

状況についての理解を深める手助けをする様々な方法を検

討しました。あなたが得た最初の探索的な情報は、本章の

重要な問いである改善型の問い(action questions）に答える

際に、とても役立ちます（実際のところ、必要になるでしょう）。

私が試みた変化の効果は何か

ロレーナのように、探索の段階において、以前に収集したデ

ータと実践後に収集したデータを比較することで、アクション・

リサーチの基本的な問いにもっとも効果的に答えることがで

きます。

これが、探索的アクション・リサーチのサイクルでの探索の部

分が不可欠な理由です。状況をできる限り完全に理解するた

めの初期の観察と記述がなければ、あなたが行ったことの

効果を分析することは困難です。毎回全く同じ種類のデータ

を集める必要はありませんが、同じものであるほど、その効果

を評価しやすくなります。

例えば、同じ質問紙や、ほんの少しの修正を加えて同僚に渡

す観察の枠組みなど、多くの場合、同じ方法で情報を収集す

ることができます。

課題 8.4 @

第7章の最後に読んだエステバンの話を振り返ってみましょ

う。介入の前後に、彼がどのようにデータを収集したかに注目

してください。前後で同じ方法を使って証拠を集めていました

か。彼はその方法を何か変えましたか。自分の答えを解答で

確認してみてください。

新しい実践の前後で同じ種類のデータを収集する場合、とく

にデータに数字が伴う場合は、その変化に気づくのが容易に

なります。つまり、データを比較することができ、どんな差にも

気づくことができるのです。ハビエルの探索的アクション・リサ

ーチの研究を振り返り、これを練習してみましょう（6.3と7.2で

すでにこれを行っています）。
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提示文
１回目の実施 ２回目の実施

賛成 無関心 反対 賛成 無関心 反対

1.	 Inglés es un idioma muy difícil.  
[英語はとても難しい言語である。]

３ ２ ２ ９ ３ 11

2.	 Me pongo nervioso cada vez que tengo 
clases de Inglés. [英語の授業があるときは

いつも緊張する。] 

６ ０ １ ５ ４ 14

3.	 Inglés me frustra porque no sé nada. [英
語について何も知らないので、イライラする。]

５ １ １ ６ ４ 13

4.	 Me siento imposibilitado de aprender 
Inglés. [英語を学ぶのは不可能だと思う。]

２ ２ ３ ４ ４ 15

5.	 Siento que Inglés está muy lejos para 
aprender. [英語を学ぶのに長い時間がかか

ると思う。]

３ ０ ４ ３ ６ 14

6.	 Yo puedo aprender Inglés pero siento  
que es difícil. [英語を学ぶことはできても、難

しいと思う。]

４ ２ １ 17 ２ ４

7.	 Me siento motivado debido a mis notas  
en Inglés. [英語の成績のおかげで、やる気が

出る。]

４ ２ １ 13 ５ ５

8.	 No aprendo ingles por flojera.  
[怠け者なので、英語を学べない。]

３ １ ３ ６ ２ 15

9.	 Me siento avergonzado en inglés porque 
pienso que me puedo equivocar. [英語で恥

ずかしいと感じるのは、間違っているかもしれ

ないと思うからだ。］

３ ２ ２ ８ ４ 11

10.	 Me da vergüenza preguntar en inglés.  
[英語で質問するのは恥ずかしい。]

５ ０ ２ ６ ４ 13

11.	 Creo que puedo aprender inglés pero no 
confío en mí.  [英語は学べると思うが、自分

に自信がない。]

３ ３ １ 11 １ 11

12.	 Creo que puedo aprender inglés.  
[英語を学べると信じている。]

４ ２ １ 19 １ ３

13.	 Entiendo las palabras pero no sé cómo 
pronunciarlas. [単語は理解しているが、発音

の仕方がわからない。]

６ １ ０ 12 ７ ４

14.	 Me aterra inglés porque no sé cómo 
pronunciar. [英語の発音の仕方がわからない

ので怖い。]

３ ２ ２ ７ ５ 11

ハビエルの質問紙のデータは、１回目と２回目とでは、２回目の授業の生徒数が多かったので多少変わりましたが、それ

でも、彼の新しい実践の効果が、いくつかの差から気づくことができるでしょう。

課題 8.5 @

上のハビエルのデータを見てください。何か気づいたことはありますか。この探索的アクション・リサーチを生徒と一緒に行った

ハビエルの目的は、「生徒の自信を高め、温かく前向きな教室の雰囲気を作る」ことでした。彼はこの目的を達成したと思いま

すか。



79	 |  何が起こっているのか

8.4 自己批判的に解釈する

あなたが実行した実践だけでなく、他の要因があなたの調

査結果に影響を与える可能性があるかもしれないことを認

識することは重要です。とても簡単ですが、役立つヒントは、自

分のデータを批判的に見て、自分自身に質問することです。

私が気づいている以外にも変化の要因は何かあるだ

ろうか

課題 8.6 

第３章のアンドレアの話を覚えているでしょう。彼女の探索的

アクション・リサーチ・プロジェクトでは、授業のまとめ方を調

査し、学習者が授業内容をより覚えておくことができるよう変

更しました。彼女はいくつかの異なる種類のデータを集めま

したが、とてもシンプルな１つの方法は、生徒に前回の授業で

覚えていることを書き出してもらうことでした。

授業の変更前

「私は生徒に紙を渡し、前回の授業で何があったかを書く

ように伝えました。その結果、23名が覚えておらず、３名が

回答せず、８名が正しく答えました」

授業の変更後

「最初に観察した授業と同じ手順を繰り返し、生徒に前回

の授業で覚えていることを（スペイン語で）紙に書いてもら

いました。結果として、30名が前回の授業を覚えていて（ほ

とんどがマップの活動を覚えていた）、４名は覚えていませ

んでした」

この情報だけを使って、私たちが提案した批判的な問いを自

問してみてください。つまり、私たちがそのデータで気づいたも

の以外にも（授業をまとめるためのアンドレアの新しい試み

以外に）、何か他にその変化に影響を与えるものはあるので

しょうか。

解説

アンドレアがこのデータだけに頼った場合、その差は以下の

いずれかで説明できます。

1.	 偶然の結果 - 生徒がどれだけ覚えているかは、授業ご

とに常に変化する。

2.	 ２回目の授業の話題の方が面白かったか、簡単だった

かもしれない。

3.	 アンドレアは、２回目の授業に向けてよりよい準備をして

いたのかもしれない。

4.	 アンドレアは、授業のまとめ方を変えただけではなく、授

業全体で努力していたのかもしれない。

5.	 生徒は、とりわけアンドレアが成功を望んでいることを知

っていれば、もっと努力したかもしれない。

6.	 まとめの活動が新しいものであったため、生徒がより多

く覚えていたのかもしれない。毎回の授業で同じ活動を

していたら、目新しさが薄れてしまい、あまり覚えていな

いかもしれない。

幸運なことに、アンドレアは、これよりもはるかに多くのデータ

を集めました。様々なまとめの活動を導入した後、生徒に好

きな活動を選んでもらい、同僚に変更を加えた実践を実施す

る前後の授業観察をしてもらったのです。このように、トライア

ンギュレーションの重要性を再認識することができます。これ

らの異なる情報源の情報すべてを慎重かつ批判的に解釈

し、調査結果に影響を与える可能性のある他の要素を考慮

した後、アンドレアは、授業をまとめるための新しい指導が生

徒の記憶をより定着させるのに役立っていると確信したので

す。

データはあなたをどこへ導くのか

変化に気づき、その原因を突き止めようとすることは、その変

化を評価するための最初のステップに過ぎません。データや

その実践への示唆を理解するためには、研究の探索の段階

で行ったように、さらに解釈を深める必要があります。

第6章で見たように、「解釈」とは、「だから何か」という問いに

答えて、「意味づけ」を行うことです。実践研究の場合、何かの

意味や「価値」を知っていることは、主に、あなたの実践のた

めに、あるいは、あなた自身の問いに関連して、それが何を

意味するのかを知っていることなのです。

あなたはその結果に満足し、その成功体験を後の授業で再

現しようとするかもしれません。あるいは、うまくいかなくて、

（1）他の方法で理解を深めたので気にしない、（2）うまくいか

なかった理由をもっと知りたい、同じ目的で新しいことを試し

てみたい、という場合もあるでしょう。いずれの場合も、新しい

実践が自分の指導や継続的な研究に与える示唆を考えるこ

とで、「だから何か」という問いに答えているのです。問いに対

して十分な答えが得られないこともよくあります。この試み自

体が十分に役立つことかもしれませんし、後の段階で変更を

加えたり、より多くのデータを収集したりすることを促してくれ

るかもしれません。

また、前章の最後で紹介したエステバンの場合のように、調

査結果から新たな問いが生まれることもよくあります。

■	アクション・リサーチ、そして探索的アクション・リサーチの

重要な特徴は、私たちが教え続ける限り、行った実践を適

応させたり改善したりし続けることができるということであ

り、同時にこれらの指導の変更点の影響を調査し、省察し

続けることができるということです。発見のプロセスに終わ

りはないのです。
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8.5 自分の成長を振り返ること、それは大きな
発見か

振り返る：（動詞）「何かについて注意深く、深く考えること」1

教師が自分の仕事について「注意深く、深く考える」べきだと

いうことに反対する人はいないでしょう。しかし、残念なこと

に、私たちは忙しすぎてこれを行うことができず、振り返りを

「思い込み」に置き換えてしまうことがあります。第1章で紹介

したテレサ・ペレの話に戻ると、彼女はクラシック音楽を流し

ても課題での生徒の集中力に影響しないと思い込み、上司

の勧めがあったにもかかわらず、クラシック音楽を流すことを

やめました。しかし、実践研究のプロセスで、生徒が音楽を流

すことが有益であると感じることがわかったのです。

では、彼女が最後に考えたことはどんなことでしょう。

 
課題 8.7 

これらの最後の振り返りをもう一度注意深く見てください。そ

して、次の２つの質問について考え、メモを取るか、同僚と話し

合ってください。

1.	 テレサは、将来に役立ちそうな自分の研究から何を学

びましたか。

2.	 今度、上司から、研究で証明されているから何かをする

ように言われたら、彼女はどうすると思いますか。

解説

テレサの最後の振り返りから、彼女がいくつかの重要なこと

を学んだということが推察されます。

■	私たちは皆、間違うことがあるが、それを恐れてはいけな

い。それは学習の機会である。

■	生徒の行動の「兆候」だけにもとづいて推測することは避

けるべきである（第１章で「兆候」と「証拠」を区別したことを

思い出してください）。

■	他の人が勧めたことに批判的になっても構わない。また、

自分の教室でそれを試してみることは、その助言を受け入

れるべきかどうかを見極めるのに最適な方法である。

課題 8.8 @

本書で出会った他の教師は、探索的アクション・リサーチの

プロセスを通じて貴重なことを学んでいます。そして、教師が

提供してくれた洞察は、あなたにとって自分のデータ分析と

解釈のスキルを磨くよい機会になります。

共通するテーマ、何度も出てくる表現、重要な単語について以

下の振り返りを分析し、これらの振り返りにもとづいて、探索

的アクション・リサーチが、教師である私たちにどのような影

響を与えるか短い文章にまとめてください。あなたの答えは、

解答にある私たちの文章と比較することができます。

「私たちは、自分の関心事に集中するのをやめて、生徒

の関心事にもっと注意を払う必要があります。このプロジ

ェクトの結果、私はより共感的になったと感じています」 

カミラ・ヴィラロボス

「私は生徒の声を聞きました。私は自分自身を見ました」 

レイラ・ヌニェス

「もしあなたが経験豊富な教師で、同僚や生徒から何

も学ぶことがないと思っているなら、それは間違いです」 

アンドレア・ロブレス

「この探索的なプロセスで、私は生徒から何かを得られる

と期待していましたが、生徒がまず必要としているものを

与えていなかったことを発見しました」テレサ・リオス

「アクション・リサーチが重要なのは、革新的で、よいアイデ

アを持ち、生徒のニーズに気づき、指導アプローチを変え

ることを厭わない教師が、教育には必要だからです」 マウ

ロ・サエズ

「今後、私がリスニングを教える方法は、学習者集団

が求めるものに 応じて、異 なるものに なるでしょう」 

ロレーナ・ムニョス

「このプロジェクトは、私にとって非常に多くの恩恵をもたら

してくれました。自分の教えるスキルを向上させるだけでな

く、生徒や同僚とよりよい関係を築くことができました」ハ

ビエル・アバロス

「研究は、私たちが切実に必要としている変化を起こ

すための素晴らしいツールであり、機会でもあります」 

ダニエラ・ガハルド

最後に、（第１章の最後で紹介した）レイラからの近況報

告をご紹介します。プロジェクト終了から約４年が経過した

今、彼女は自分の学びについてこう語ってくれました。

「探索的アクション・リサーチ・プロジェクトに参加したおかげ

で、私は今、生徒と私自身が教室内での変化をもたらす積

極的な主体であると考えています。教室で、期待通りにい

かないことについて、システムや生徒、あるいは自分自身を

責めるのをやめました。また、うまくいっていること、つまり、

やがては探索し体系化する価値があることを大切にするこ

とを学びました。そして何よりも、物事が起こる理由を決めつ

けないことを学びました。教室で起こることには何かしらの

理由があり、それを明らかにする必要があります。その一番

よい方法は、その理由を別の関係者である生徒に尋ねる

ことです。生徒は常に重要な情報を持っています。生徒は、

私の指導実践を改善し続けるためのやる気の源なのです」
1 Oxford English Dictionary
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まとめとフォローアップ

本章では、探索的アクション・リサーチを行った結果として、

指導に加えた変更点をどのように観察、分析、振り返ることが

できるかについて学びました。私たちは、いつ、どのようにこ

れらの実践の効果を観察することができるか、また、評価の

プロセスの中でそれらに気づくことと解釈することの違いを

学びました。また、変化の指標を批判的に見る練習をし、変

化が本当に起こったことを示すためにトライアンギュレーショ

ンがなぜ重要な役割を果たすのかを再認識しました。最後

に、私たちは、教師が探索的アクション・リサーチを振り返っ

たときに、より根本的な変化、つまり学習者、同僚、自分自身、

そして教師育成プロセスをどのように見ているかの「考え方」

の変化に、教師がどのように気づくかを見ました。

探索的アクション・リサーチにおけるもっとも重要な発見の1

つは、教師としてのあなたの中で起こりうる変化（たとえあな

たがこれを期待したり計画したりしていなかったとしても）で

す。そしてそれは最終章で検討するように、あなたの成果を

共有する際に、強調するのによいものの１つです。

フォローアップ

第1章であなたが最初に出会ったカミラは、何人かの生徒を

支援するために探索的アクション・リサーチを行いました。

彼女はとくに、インクルージョンプログラムに参加している生

徒を支援することに興味を持っていました。ここでカミラの

話を読み、以下の質問に答えてみてください。 https://bit.ly/
camila-villalobos

1.	 カミラは授業にどのような変化を導入しましたか。

2.	 彼女はその効果をどのように評価しましたか。

3.	 カミラはこの経験から何を学びましたか。

https://bit.ly/camila-villalobos
https://bit.ly/camila-villalobos


9. 9. この先どのように進めば この先どのように進めば 
　 よいか　 よいか

本書のこれまでの章では、探索と行動の旅へと誘ってきました。この旅では、あなたの実践を

振り返り、探索する分野を特定し、探索を計画し、データを収集して探索し、データを分析して解

釈し、行動計画を提案して実行し、その効果を検証するように求めてきました。私たちは、探索

的アクション・リサーチのプロセスのそれぞれの主要なステップを詳細に見て、この旅の中であ

なたを支援してきました。今や私たちは最上段に到達しました。さて、この先どのように進めば

よいでしょうか。
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9.1 あなたの研究を他者と共有する

課題 9.1

読み進める前に、上記の質問について少し考えてみてくださ

い。

■	これはあなたの旅の終わりですか。それとも、始まったば

かりですか。

■	学んだことについて、どのように感じますか。

■	学んだことを共有したいですか、それとも発展させたいで

すか。

もちろん、これらのどの質問にも、１つの単純な答えがあるわ

けではありません。この段階での決断は、あなた自身、あな

たの研究、そしてあなたの生活における他の責務に大きく依

存しています。１つできることは、研究で学んだことを共有する

ことです。参加者の権利を尊重しつつ、口頭または書面によ

る報告を通して、どのように共有できるか考えていきます。実

践研究者のより広いコミュニティに参加したいと思うかもしれ

ませんし、プロセスを再開して新たな探索的アクション・リサ

ーチの経験を始めたいと思うかもしれません。

つまり、最初の探索的アクション・リサーチ・プロジェクトが、終

わりを迎えるというより、より長いスパンでの成長プロセスや

他の実践研究者との交流の始まりとなる可能性があります。

チャンピオン・ティーチャーズの１人であるダニエラは次のよ

うに述べています（皆さんも同意してくださることを願っていま

す）。

「研究は、私たちが切実に必要としている変化を始めるた

めの素晴らしいツールであり、機会なのです」

まずは、どのようにあなたの研究を同僚に発表したり、発表し

た内容を音声や映像で記録してさらに共有したりできるかを

見てみましょう。

課題 9.2 @

あなたの研究を他の人と共有することの利点をリストに書き

出してください。他の教師だけでなく、あなた自身にもどのよう

な利点があるのか考えてみましょう。解答に、考えられる利点

をいくつか記載しています。

探索的アクション・リサーチの結果を共有するための最初の

ステップとして、他の教師に簡単な発表をしてみることができ

るでしょう。あなたの学校における教師成長のための研修会

や、地域のワークショップ、地元の教師の勉強会、または学

会で、発表できるかもしれません。ほとんどの人がそうであ

るように、発表に不安を感じるのであれば、同僚の前で発表

することから始めるのが一番よいかもしれません。異なる場

所で同じ内容の発表をすればするほど、よりよい発表になり

ます。発表はそれほど長くなくても構いません。次の例のよう

に、ポスターの前で３〜５分話すだけでもよいですし、写真や

引用、結果の図表などのパワーポイントのスライドを数枚見

せるのでもよいでしょう。最後に質問や話し合いの時間を設

けることを忘れないでください。それは、あなた自身にとっても

同僚にとっても、発表の中でもっとも役立つ部分となるはず

です。
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課題 9.3 @

もっとも簡単な発表方法の１つは、ポスター発表です。ポスターは事前に準備でき、何度も使うことができますし、テクノロジー

に頼る必要もありません。ここでは、本書で出会った教師の４つのポスターを紹介します。

1.	 誰がどのポスターを作ったかわかりますか。

2.	 どのポスターが一番好きですか、そしてその理由は何ですか。

解説

２つ目の質問は、おそらく全員異なる答えになるでしょ

うが、その多様性により、それぞれの教師が研究プロ

セスをどのように理解しているかを知ることに役立て

ることができます。例えば、ポスターCは、アクション・リ

サーチがよく円で表現されることを表しています（下記

9.5も参照）。一方、ポスターBでは、研究プロセスは旅

として表現されています。

ポスター A.

ポスター C.

ポスター D.

ポスター B.
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課題 9.4 

上記のポスター（A～D）の中から１枚選んでください。必要で

あれば、それらの詳細について記憶を呼び起こすために、そ

れぞれに対応する話をもう一度読んでから、次の質問に答

え、メモを取ったり、同僚と話し合ったりしてみてください。

1.	 この教師は、ポスターに掲載するためにどのような情報

を選びましたか。

2.	 どこに画像を使うことにしましたか。なぜですか。

3.	 発表後、あなたは教師にどのような質問をしますか。

4.	 あなたは、ポスターで何か異なることをしますか。

発表のスキルに自信がつき、あなたの研究が他の人にも価

値があると感じるようであれば、教師団体の会議で発表した

りワークショップをしたりしてみてはいかがでしょうか。第2章

で報告をしたチャンピオン・ティーチャーのロレーナは、その

ようにしました。彼女は、RICELT（Red de Investigador@s 
Chilen@s en ELT：チリの英語教育研究者のネットワーク）

が主催する会議で他の実践研究者たちと一緒に研究を発

表しました。彼女の発表はこちらでご覧いただけます。 http://
championteachers.weebly.com/lorena

自分の研究を他の人と共有する別の、または、追加の方法と

して、ソーシャル・メディアを利用することができます。簡単な

方法の１つは、デジタルカメラや携帯電話で、研究成果を発

表しているところを録画し、YouTubeやFacebook、その他の

プラットフォームにアップロードすることです。学会やワークシ

ョップ、あるいは他の教師の少人数グループの前で話をする

場合は、同僚の教師に発表を録音してもらい、ポスターの写

真と一緒にアップロードしてはいかがでしょうか。

以下のウェブサイトでは、オンライン上の発表例をいくつか見

ることができます。  

http://classroombasedresearch.weebly.com/outcomes.
html

また、以下のFacebookグループには、さらに多くの例があり

ます。また、このグループに参加して自分の動画を共有するこ

ともできます。  

https://www.facebook.com/groups/teachersresearch/

9.2 書くことで研究を共有する

第１章では、教師が研究に対してもっているイメージを紹介

し、それをどのように修正できるかを示しました。その１つが、

書くことでした。

教師が研究に対して持つ主な不安は、時間がないのに、学

術的な文章をたくさん書く必要があるのではないかというこ

とです。前の節で説明した口頭での発表から文書による幅広

い共有まで、どのように文章を書けばよいのかを紹介したい

と思います。

自分の研究について書く方法は、数時間で書けるような形式

ばらない簡単な説明から、かなり時間のかかる学術論文ま

で様々です。いくつかの方法を見てみましょう。

口頭発表から報告書へ

ここで提案しているのは、口頭での発表を録音し、それを書き

起こして編集し、報告書として共有することです。言い換えれ

ば、執筆は、録音された口頭発表をもとに行うことができま

す。そのためには、録音ファイル、ノートパソコン、ヘッドフォン

が必要です。

スタイルや形式などを気にすることなく、ただ録音を聞いて、

聞こえたものをタイプし、詳細を追加したり、文字で伝えたく

ないことを削除したり、文法や語彙の選択を改善したりして編

集します。さらに、理解に役立つ写真を加えれば完成です。こ

の報告書を同僚に見せて、フィードバックをもらうことを強くお

勧めします。（自分で行ったことですので）自分では理解でき

ても、他の人には理解できないことがあります。ですから、同

僚に報告書を読んでもらい、フィードバックをもらうことは常に

役立ちます。

最終報告書をソーシャル・メディアで共有したり、発表を行っ

たワークショップの説明の一部として共有したりすることもで

きるでしょう。また、その報告書を短いブログ記事にすることも

できるかもしれません。

課題 9.5 

あなたがすでに知っている教師であるアンドレアの例を見て

みましょう。アンドレアは、課題9.3のポスターAを作った教師

です。彼女は自分の話を録音し、その録音を聞いて、聞いた

ことをほぼ正確に書き起こしました。その成果をチャンピオ

ン・ティーチャーズのウェブサイトにアップロードしました。その

ページにアクセスして、彼女の発表を録音したものを聞いて

ください。 http://championteachers.weebly.com/andrea-
robles.html そして、次の２つの質問に答えてください。

A. 報告書は録音とどの程度一致していますか。

B. 彼女は何を変更、追加、あるいは削除しましたか。

口頭発表では、アンドレアが自分のプロジェクトについて自然

に話していることに注目してください。比較的簡単に理解す

ることができ、聴衆も参加しやすいものになっています。その

後、報告書を書き上げたとき、彼女は同じ構成を使い、より明

確にするために文章に少し変更を加えました。

http://championteachers.weebly.com/lorena
http://championteachers.weebly.com/lorena
http://classroombasedresearch.weebly.com/outcomes.html
http://classroombasedresearch.weebly.com/outcomes.html
https://www.facebook.com/groups/teachersresearch/
http://championteachers.weebly.com/andrea-robles.html
http://championteachers.weebly.com/andrea-robles.html
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書いた報告書を共有する

自分の研究経験をより多くの人と共有したい場合は、ブログ

や会報、さらにはFacebookグループや自身のウェブページ

に文章を掲載することができます。自分のブログやウェブサイ

トを作成したい場合は、WordPress.comやWeebly.comな

どのウェブサイトを利用すれば、数分で開設できます。

自分のブログを立ち上げたくない場合は、ブログを所有

する実践研究コミュニティや教師の団体があります（例え

ば、International Festival of Teacher-Research in ELT: 
https://trfestival.wordpress.com/）。これらの団体は、あ

なたにゲストブロガーとして貢献してほしいと思うかもれませ

ん。

書いたものを会報や雑誌で紹介したい場合は、まず、自分が

アクセスできたり、あなたの話を掲載したりしてくれそうな会報

を考えてみましょう。

また、あなたの経験に関心を持つ人がいるかもしれないの

で、（英語教師だけではなく）様々な教科の教師を対象とした

会報を考えてみてもよいでしょう。

課題 9.6 

成功しているブログ記事の多くは、あなたのような忙しい教

師のために書かれた、わずか１～２ページのものです。もし、

既に発表を書き起こしているのであれば、以下の課題を自

分の報告に適用することを考えてみてください。あるいは、 

http://championteachers.weebly.com/lorena のロレーナ

の発表にもとづき、短い報告を作成してみてください。書き起

こした後、次のことを考えてみましょう。

1.	 記事のタイトルは何にしますか。注目を集めなければな

らないことを覚えておきましょう。

2.	 どのような３枚の画像を使用しますか。記事の最初の画

像は、ソーシャル・メディア・サイトのプレビューとして表示

されることを覚えておきましょう。

3.	 どのような見出しを使用しますか。３～５つで十分です。

課題 9.7

あなたの研究における倫理的問題

あなた自身の探索的アクション・リサーチ・プロジェクトを開

始したのであれば、以下の質問に対する回答をメモし、同僚

と共有してください。まだ始めていないのであれば、本書で紹

介されている実践研究者のうちの１人の視点から考えてみて

はいかがでしょうか。

1.	 研究のために、子どもの動画や音声を記録したり、写真

を撮ったりしましたか。それらをどのように安全に保管し

ますか。研究を共有する際に、本当にそれらを使う必要

はありますか。

2.	 参加者からどのような個人情報を収集しましたか（名

前、仕事、出身地など）。この情報を研究結果に含める

必要がありますか。必要な場合は、このデータを匿名化

することができますか。

3.	 研究の文脈をどのように説明しますか。他の人が関係

する学校や組織を特定することができますか。もしそう

であれば、役立つものでありながら匿名性を担保するた

めに、この記述をどのように変更できますか。

9.3 参加者の権利への配慮

研究を報告する際には、常に守秘義務と安全性に対する参

加者の権利を尊重する必要があります。これは、研究におけ

る「倫理的問題」に関連しています。

研究結果を公の場で共有し始めたらすぐに、たとえ自分の学

校内であっても、その結果が研究参加者に与える影響を積

極的に想像する必要があります。そこで、重要なアドバイスを

紹介します。

1.	 データを匿名化します。参加者が本名の使用を希望し

ない限り、参加者の名前を変えます。

2.	 子どもの写真や動画を親の十分な同意なしに公開しな

いようにしましょう。本人に尋ねるだけでは不十分で、保

護者が書面で同意することが理想的です。

3.	 あなたの研究のもっとも熱心な読者は、参加者自身か

もしれないことを覚えておいてください。参加者は研究の

中に自分自身を見ることを楽しむかもしれませんが、お

互いのことをよく知っているので、児童生徒や同僚を見

分けることができるかもしれません。したがって、参加者

の言葉を引用する場合は、他の研究参加者が参加者

の言うことから参加者を見分けることができないようにし

てください。

https://trfestival.wordpress.com/
http://championteachers.weebly.com/lorena


87	 |  この先どのように進めばよいか

9.4 幅広いコミュニティへの参加

研究を共有することは、さらにいくつかの利点があります。そ

れは、研究を公開することで、以下のように、発表者や執筆

者としてより広いコミュニティに参加できるという点です。

■	同じような問題に関心のある他の人たちと出会うことがで

きます。課題について話し合って共有したり、より効果的な

研究方法について他の人々から学んだりすることができま

す。

■	他の実践研究者のメンターになる機会を得て、リーダーや

「教師教育者」としての能力を高めることができます。

■	研究を共有することで、さらなる機会を提供してくれる、例

えば大学や機関、ネットワークの代表者などと有益な関係

を築くことができます。

Teachers Research! Facebook グループ

オンラインには、英語教師のための実践研究に関わるコミ

ュニティが数多く存在します。あなたにとって関連するコミュ

ニティであれば、Teachers Research! グループでしょう。この

グループは、探索的アクション・リサーチだけでなく、「探究的

実践」やより正式な教室での研究を含む、あらゆるタイプの

実践研究に特化しています。 https://www.facebook.com/
groups/teachersresearch/

自分の国で実践研究の共有と促進を支援するコミュニティや

ネットワークに参加することもできます。チリのチャンピオン・

ティーチャーズの多くは、RICELT（チリの英語教育研究者の

ネットワーク）に加入し、発表者として大会に参加しました。

最後に 

専門性向上のための教師での研究に関するElectronic 
Village Online (EVO)
EVOは、毎年１月から２月にかけて活動する自主コミュ

ニティで、世界中の教師たちに オン ラインの教師教育

プログラムを無料で提供してきました。近年では、専門

性向上のために、教室での研究に関するEVOは、探索

的アクション・リサーチを通して教師を支援しています。 

http://classroombasedresearch.weebly.com/

第1回RICELT大会のチャンピオン・ティーチャーズ

本章では、研究を共有したり、他の人から学んだりできるいく

つかのネットワークやコミュニティの名前を紹介してきました。

以下では、主に国際的なコミュニティやグループを紹介しま

す。しかし、参加するのにもっとも有益でやりがいのあるグル

ープは、多くの場合、地元や国内の団体やグループで、そこで

はあなたと同じような課題を持つ教師と交流することができ

ます。

IATEFL
1967年に英国で発足した IATEFL（the Internat ional 
Association of Teachers of English as a Foreign 
Language）は、現在では国際的な組織に成長しました。

IATEFLは、毎年、ウェビナー（オンラインセミナー）とウェブ会

議を開催しており、主要な大会は英国で行われます。また、

IATEFL Research SIGやTeacher Development SIGなど、

多くの専門研究グループ（Special Interest Group：SIG）があ

り、これらのSIGを大いに活用することができます。

IATEFLのウェブサイト： https://www.iatefl.org/
IATEFLの研究SIGウェブサイト： https://resig.weebly.com/
IATEFLの Teacher Development SIG ウェブサイト: 
https://tdsig.org/
また、IATEFLは、多くの国に支部を有しています。

TESOL
1966年に米国で発足したTESOL（Teachers of English to 
Speakers of Other Languages）国際協会は、IATEFLと同

様に、定期的に地域セミナーを開催し、毎年、北米で主要な

大会を開催するなど、国際的な活動を行っています。多くの

「専門研究部（Interest Sections）」は、IATEFLのSIGと似て

いますが、とくに教師の研究を専門とする専門研究部はあり

ません。

ウェブサイト： http://www.tesol.org/

https://www.facebook.com/groups/teachersresearch/
https://www.facebook.com/groups/teachersresearch/
http://classroombasedresearch.weebly.com/
https://www.iatefl.org/
https://resig.weebly.com/
https://tdsig.org/
http://www.tesol.org/
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A. 探索の
ための計画
を立てる

B. 探索する

C. 分析して
振り返る

1. 変化のた
めの計画を
立てる

2. 行動する

3. 観察する

4. 振り返る

?

探索 行動

9.5 研究の継続

本書では、階段を使って探索的アクション・リサーチの主要なステップを説明してきました。しかし、アクション・リサーチは他の

方法でも視覚化できます。

課題 9.8 @

インターネットの検索エンジンに「アクション・リサーチ」と入力して、表示された画像結果を見てみましょう。

1.	 もっとも多く出てきた図の種類は何ですか。

2.	 通常、いくつの段階がありますか。

3.	 なぜ、直線ではなく、円やらせんで示されると思いますか。

私たちは、探索的アクション・リサーチを、あなたがインターネットで見つけたであろうアクション・リサーチのサイクルにある段

階を含む階段として表現しましたが、階段の図ではそれらのステージ（１.から４.）の前に、探索のステップ（A.からC.）がありま

す。

本書では、アクション・リサーチに入る前の探索的な段階の（私たちの見解での）必要性を強調し、プロセス全体が、「上向き」の

一連のステップを通して、学習と専門家としての成長を促進することを示すために、階段のイメージを使うことにしました。とは

いえ、このプロセスは、確かに円またはらせん状と見ることができます。なぜなら、再び始まる可能性があるからです。

観察と振り返りから新たな解答すべき疑問が生まれ、その結果、探索と行動の別のサイクルが再び始まるかもしれません。学

べば学ぶほど、私たちは好奇心を持つようになるかもしれないのです。
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（探索的）アクション・リサーチ・プロジェクトを終えた教師の多くは、教室で非公式に、あるいは資格取得の一環としてより公式

に、さらに研究を進めていくようです。この研究は、１人でも同僚と一緒でも行うことができます。もし研究を進めるのであれば、

例えば、以下のように、私たちのEARの階段はどんどん高くなっていくかもしれません。

以上のことが起こるいくつかの可能性を見てみましょう。

1.	 最初の探索的アクション・リサーチ（EAR）は、あなたの

質問に部分的にしか答えていませんが、より完全な答

えを見つけるためにどこを見ればよいかを教えてくれま

す。

2.	 最初のEARからのデータを分析すると、予想していなか

った、あるいは説明できないことが明らかになります。

3.	 得られた答えは一般的なもので、より具体的な答えが欲

しいため、より詳細な研究課題を作成します。

4.	 研究成果を共有した後のフィードバックによって、試して

みたい新しいアイデアが出てきます。

5.	 研究成果を共有することで、新たな研究プロジェクトを

他の人と共同で行う機会が得られます。

例えば、第1章の終わりに出会ったレイラは、最初のプロジェ

クトから4年後の今、探索的アクション・リサーチをいくつかの

新しい方法で用いてきたと私たちに知らせてくれました。

「私は、ブリティッシュ・カウンシルによる ARAS（The 
Action Research Award Scheme、アクション・リサーチ

の報奨プログラム）の中で、ジェンダー教育に関するEAR
プロジェクトを指揮しました。また、国際的なプロジェクトに

も参加し、様々な国の13名の教師がアクション・リサーチ

を行いました。最近では、長年除外されてきた特別支援学

級の生徒に足場がけをする指導方略を開発するための

EARを開始しました。現在では教育におけるインクルージ

ョンの新しい法律により、その生徒をクラスの一員とするこ

とになっています」

本書で案内してきた最初のプロジェクトと同じように、理解を

深めるために状況を探索したいだけなのか、それとも状況を

変えるために新しい介入を試みたいのかを決めることができ

るということを覚えておいてください。また、いつこのようなこと

をしたいのかを決めることもできますが、最初に一息つきた

いと思うかもしれません。いつものように、決めるのはあなた

なのです。

課題 9.9 

これまでの自身の探索的アクション・リサーチを振り返ってみ

てください。

1.		 あなたが答えたいと思う新たな問い、または理解したい

と思う悩みを明らかにしましたか。それらは何ですか。

2.		 研究をするプロセスで、将来的に共同研究をする可能

性のある人と出会えましたか。もしそうであれば、どのよ

うなプロジェクトがあなたがた２人の興味を引くでしょう

か。

3.		 当初の研究課題で、まだ理解できていないことはありま

すか。もっと調べてみたいと思いますか。

最後に、探索的アクション・リサーチは、経験を積めば積む

ほどうまくなります。研究課題の策定、方法の選択、研究の計

画と実行、データの分析とデータにもとづく振り返りのすべて

が時間とともにはるかに容易になり、研究を共有し、より広く

公開し、自分の経験で得たものを他の人と共有する機会が

増えるでしょう。

1. 変化のた
めの計画を
立てる

2. 行動する

3. 観察する

4. 振り返る

探索 探索行動

A. 探索の
ための計画
を立てる

B. 探索す
る

C. 分析して
振り返る

A. 探索の
ための計画
を立てる

B. 探索す
る

C. 分析して
振り返る
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実践研究者の中には、研究プロジェクトに着手している他の

教師を支援するメンターになる人もいます。自分の学校や、地

元の教師の団体、あるいはワークショップや会議の他の教

師たちと一緒に活動することもあるでしょう。このような経験

はやりがいがありますし、自分の教室での研究に新たなイン

スピレーションをもたらすことがあります。

例えば、9.1節を読んでいると同時に動画で発表を見たかも

しれませんが、第２章と第８章で話を紹介したロレーナは、そ

の後、次のようなことすべてをしています。

「私はアクション・リサーチのメンターとして、チリの２つのグ

ループ（13名の教師）、そして現在は３つ目のグループのペ

ルーの教師（10名の教師）と活動をしています。また、今年

は教師による評価について同僚を指導しています。ポート

フォリオの要素の１つは、教師の協働的活動であるべきな

ので、アクション・リサーチとして行うことを提案しました。な

ぜなら、この成果のアイデアは、どのように授業で協働して

問題を解決するかだからです。体育科はそのアイデアを受

け入れ、バレーボールに関連して行っています」

レイラも「いつも教育実践を『改善』するために、学会や専門

性向上のためのイベントで、自分のしていることを話したり、見

せたりしていますし、教室での問題について悩んでいる教師

と話をしています」と報告しています。

このように、このハンドブックと共に歩んできた旅は、多くの旅

の最初に過ぎないかもしれません。

9.6 このハンドブックとのあなたの個人的な旅

本書の序章の最後に、診断ツールを使って、探索的アクショ

ン・リサーチに必要な主要なスキルに関する能力を評価する

ことを勧めました。今、本書の最後まできましたので、あなた

が得たものを見る１つの方法として、その時に行った同じ自己

評価を再び行ってみるとよいでしょう。読む前と読んだ後の２

つの自己評価を比較して、どれだけの変化があったかを確認

することができます。

次のページの能力の表に、以下のレベルの能力記述文を使

って、「レベル」の欄に０から４までの数字を丸で囲んで記入し

てください。

レベル ０ 現在この能力を持っていない。

レベル １ この能力を使い始めている。

レベル ２
この能力を使っているが、向上させる必要が

ある。

レベル ３ 自信をもってこの能力を使っている。

レベル ４ この能力を強みとして使っている。
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課題 9.10 

うまくいけば、あなたの点数に改善が見られるかもしれませ

ん。しかし、自分に正直であれば、さらなる成長の余地がある

ことも確かでしょう。もっとも低い点数をつけた能力にマーカ

ーで印をつけてください。そして、同僚や、可能であればメンタ

ーと一緒に、これらの能力をさらに向上させるにはどうしたら

よいかを話し合いましょう。これには以下が含まれます。

■	本書の一部を読み返す。

■	自分の探索的アクション・リサーチに戻り、段階の1つを再

度実行する。

■	さらなる読書をする（例えば、ここにあるリソースのリスト

を参照してください: https://trfestival.wordpress.com/
resources/ )。

■	関連する、または全く新しい探索的アクション・リサーチの

プロジェクトを開始する。

■	オンラインコース、教師教育の資格、あるいは研究の学位

など、より正式な教育プログラムに参加する。

能力 レベル

A.	自分の実践を振り返り、分析することができる。 ０    １    ２    ３    ４

B.	どのように自分の実践を向上させたらよいかわかっている。 ０    １    ２    ３    ４

C.	 自分の実践について、よい点をあげることができる。 ０    １    ２    ３    ４

D.	 授業でどのような問題が起きているか理解することができる。 ０    １    ２    ３    ４

E.	 実践研究をするために、どこに焦点を当てたらよいか決めることができる。 ０    １    ２    ３    ４

F.	 うまくいっていることや課題、その他の問題から、どのように研究課題を設定したらよいか考

えることができる。
０    １    ２    ３    ４

G.	研究課題に適した証拠となる情報や資料を特定することができる。 ０    １    ２    ３    ４

H.	研究課題に答えるために情報収集の方法を決めることができる。 ０    １    ２    ３    ４

I.	 研究課題に答えるための証拠を集めることができる。 ０    １    ２    ３    ４

J.	 集めた証拠を分析することができる。 ０    １    ２    ３    ４

K.	児童生徒の提案や意見を自分の授業に取り入れることができる。 ０    １    ２    ３    ４

L.	 実践の探究にもとづいて、（実践研究の）行動計画を立てることができる。 ０    １    ２    ３    ４

M.	実践の探究にもとづいて、行動計画を実践に移すことができる。 ０    １    ２    ３    ４

N.	行動計画の結果を評価することができる。 ０    １    ２    ３    ４

O.	口頭または文章による研究結果の伝え方や発表の仕方がわかっている。 ０    １    ２    ３    ４

https://trfestival.wordpress.com/resources/
https://trfestival.wordpress.com/resources/
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改善したい分野 どのように改善するか いつ実行するか

振り返り・議論の結果にもとづいて、この表を完成させてください。

さらなる探究を楽しんでください。

Image by: Rick Carey/Shutterstock.
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１. 英語を聞くときにどのように感じますか。 「X」をつ
けてくだ
さい。

A.	やる気がでる

B.	リラックスする

C.	 混乱する

D.	 イライラする

E.	 その他：

４. 先生やCDによる英語での指示はどれぐらい

理解できますか。

「X」をつ
けてくだ
さい。

A.	とてもよく理解できる

B.	だいたい理解できる

C.	 ほとんど理解できない

D.	 全く理解できない

２. 先生が英語で話すときにどのように感じます

か。

「X」をつ
けてくだ
さい。

A.	やる気がでる

B.	リラックスする

C.	 混乱する

D.	 イライラする

E.	 その他：

５. 英語の授業でどのテーマを聞くことが好きです

か。

「X」をつ
けてくだ
さい。

A.	スポーツ

B.	音楽

C.	 科学

D.	 文化

E.	 その他：

３. クラスメイトが授業で英語を話すときにどのよ

うに感じますか。「X」をつけてください。

「X」をつ
けてくだ
さい。

A.	やる気がでる

B.	リラックスする

C.	 混乱する

D.	 イライラする

E.	 その他：

６. どのリスニング活動が好きですか。 「X」をつ
けてくだ
さい。

A.	聞いて、完成する

B.	聞いて、正しい絵や選択肢に印をつける

C.	 聞いて、行動を並び替える

D.	 聞いて、発展的な質問に答える

E.	 その他：（活動を特定してください。） 

１. 質問紙のサンプル

英語のリスニング活動に関する質問紙
カロライナ・シッドとジェマ・ドナルドによる作成

あなたの意見をもっともよく表す答えにXをつけてください。
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１．授業の導入で、生徒は何をしているか。

（導入の段階では、教師は生徒に挨拶し、授業の目的と授業中に生徒が行う活動を紹介します。）

２．授業の展開部で、生徒は何をしているか。

（展開の段階では、生徒は授業の主となる活動をします。例えば、文章を読んで質問に答えたり、音声を聞いてそれに関連

した課題をこなしたり、特定のテーマについてペアで話し合ったりします。）

３．授業のまとめの段階で、生徒は何をしているか。

（まとめの段階では、生徒は授業のテーマに関連した質問に口頭または書いて答えたり、授業の内容を要約する活動をこ

なしたりします。）

２. 観察チェックリストのサンプル

相互観察ガイドライン
ジェニー・フェルナンデスによる作成

目的: この相互観察ガイドラインの目的は、授業中に行われていることを文章にして明らかにすることです。観察は、英語教師

の同僚が行います。最後に、この相互観察は、英語の授業における教室での生徒の参加について何が行われているかを振り

返るために使用されます。

研究課題: 生徒の参加について振り返るために、同僚教師の助けと観察により、研究のプロセスで答えるべき2つの問いがあり

ます。質問は以下の通りです。

1.	 英語の授業で、私は生徒に何を期待しているか。

2.	 私の英語の授業に参加している生徒はどのような人たちか。

授業を観察している間、教師と高校２年生の生徒に関する以下の質問によく考えて答えてください。
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５. 授業中、教師は生徒の注意を引くために何をしていているか。

７. 授業中、教師はどのような方法で生徒に参加を求めているか。

６. 授業中、生徒が参加するために、もっとも反応する教師の言葉、指示、合図は何か。

８. 教師は何回、生徒に授業への参加を求めているか。

４. 授業中、生徒に参加してもらうために、教師は何をしているか。   

この質問に答えるために、参加の概念を理解するために使われている定義を読んでみましょう。

「参加とは、何らかの行動や試みに参加することである。例えば、手を挙げて質問に答えること、ノートやプリントに書かれた

課題をこなすこと、黒板に行って答えを書き出すこと、求められた時に、ペアやグループで活動することなどである」
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９. 授業に参加している生徒は誰ですか。その生徒の机に×をつけて消してください。

10. 生徒を観察して関連する他のコメントを書いてください。  
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解答

第１章

課題 1.3

1.	 生徒のやる気を引き出すために彼女が使った様々な指

導を私たちは知っている。

2.	 カミラが心配している生徒の背景を私たちは知ってい
る。

3.	 彼女が使った指導について生徒全員がどう思っている

か私たちは知らない。

4.	 生徒がやる気がないとカミラが判断した理由を私たち

は知らない。

5.	 授業の中で、ある活動に対して生徒が実際にどのように

反応するか私たちは知らない。

第２章

課題2.1

例1では、ルイスは、ボゴタからロンドンへの最速かつ最安の

航空券はどこで入手できるか、という明確な問いを持って検

索を始めました。これに答えるため、彼は検索を行い、その結

果を比較して正しい判断を下しました。この状況は、調査のプ

ロセスの一般的なステップを表しています。つまり、問いに答

えたり問題を解決したりする必要性、情報の収集、答えを出

すための情報の分析です。

この例を状況３と比較すると、次のことがわかります。クラウ

ディアはノートパソコンを購入するために情報を探しませんで

した。実際、ノートパソコンを探すという彼女の最初の意図に

応えることなく、ただセール中だからという理由で最終的にパ

ソコンを購入しています。これは、問いに対する答えを見つけ

るためにリサーチをせずに、単に衝動的に行動した例です。

例2では、フランシスは最初、何も考えずに即座に行動するこ

とで問題を解決しようとしました（いくつかのボタンを押した）

が、その後、状況を解決するために（頭にある問いに従って）

体系的に情報を探しました。

タスク 1.4 @ 

表A. 兆候

課題 1.5

1.	 生徒はやっていることに夢中になっている。 
D, E

2.	 生徒はとても積極的である。 
D, E

3.	 生徒は授業で学んだ語彙を使っている。 
A, B, E

4.	 生徒も先生も授業を楽しんでいる。 
C

5.	 生徒は単語を正しく発音していた。 
A, E

6.	 生徒がゲームを使った授業を楽しんでいる。 
C

教師は何をしましたか。 情報の種類

「生徒が課題に取り組んでいる間に起こったすべてのこと（生徒の態度や行動など）をメモしまし

た」
b

「後日、生徒が取り組んだ様々な課題を集めてみると、私が流した音楽によって違いがあることに

気づき始めました」
c, b

「また、私は生徒に調査をしました。生徒の意見を聞くための簡単な質問紙です」 d

「生徒にインタビューをすることにしました。BGMをかけて行ったそれぞれの活動の後に、生徒がど

のように感じたか、集中できないということはなかったか、課題を終えるのに音楽が役立ったと感じ

たか、などを尋ねました」

a
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解答

第２章

課題 2.2

第３章

課題 2.3

1. ロレーナの当初の懸念は何でしたか。 彼女は、生徒がリスニング活動にきちんと取り組んでいないことに気づいた

ため、なぜ生徒がリスニング課題を終えることができないのかを知りたいと

思いました。

2. ロレーナの当初の問いは何でしたか。 1.	 どのリスニング活動であれば、生徒はよりよく聞き取ることができる

のか。

2.	 授業中、リスニングはどのように提示されているのか。

3.	 生徒はリスニング教材からどのような情報を認識することができる

のか。

4.	 リスニング教材の長さが、生徒のパフォーマンスにどのような影響を与

えるのか。

３つの状況は、教室の中で教師が問題のある、あるいは悩

んでいる状況に対してどのように対処できるか、異なる方法

を示しています。数学教師（１）は、結果に満足できないために

何かするのを止める決断をしました。たとえ彼女がしたことが

妥当なものであったとしても、その問題の理由を明らかにする

ために証拠を集めたわけではないため、これは研究の例で

はありません。同じように、理科教師（３）は、彼の生徒の参加

度を改善しようとするために指導を変えましたが、指導を変

える前後に、情報を集めたり、状況を分析したりすることをし

ませんでした。反対に、英語教師（２）は、生徒や同僚に尋ね

て情報を集め、分析する際にその情報を比較しました。それ

から、ビデオにもとづく授業の間の生徒の参加度の欠如を改

善するだけでなく、今度は彼女が変えたいことに関するより多

くの情報を得るために指導を計画しました。彼女は、兆候だ

けでなくデータも探ったのです。例（２）のみが、研究の一例と

して見ることができます。

課題 3.1 

B

これらの状況では、「行動」により状況を改善することに焦点

が置かれているようです。これは教師に共通して見られるこ

とであり、理解できるものです。というのは、教師が教室の多

くの問題を時間のない中で解決する必要があるからです。あ

なたはおそらく今行動する必要性を感じていることでしょう。

課題 3.2 

(1) まとめる

(2) 問い

(3) 質問紙調査

(4) 観察

(5) データ

(6) 振り返り

(7) 理解する

課題 3.3 

1.	A

2.	B

3.	B

4.	C

5.	A

6.	B

課題 3.4 

1.	B

2.	 A

3.	A
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解答

第４章

課題 4.2

課題 4.5 

以下は、アンドレアが実際に行った探索的な研究課題です。

1.	 「効果的な」授業のまとめ方とは何か。

2.	 私のまとめ方の特徴は何か。

3.	 私の生徒は授業のその部分でどのように反応するか。

課題 4.6 

テーマ：授業の最後に宿題を説明する際、明確に説明する時間が少ないことが多い。

この問題に対する考えられるいくつかの問いを表に示します。

１. アンドレアの授業のまとめについての話

動機とカテゴリー

悩み / e. その他（まとめ）

２. レイラの書くことについての話

動機とカテゴリー

うまくいっていない状況 / c. 特定の指導分野

自分の認識を探る

　　　　　　　とはどういう意味か。

　　　　　　　について、私はどう思うか、感じているか。

なぜ私は　　　　　　　が起こると思うのか。

　　　　　　　の代わりに何が起こってほしいと思うか。

例：「明確に説明する」とはどういうことか。

行動を探る

　　　　　　　はいつ、どのくらいの頻度で起こるか。

　　　　　　　が起きたとき、私は何をするか、言うか。

　　　　　　　が起きたとき、私の生徒は何をするか、言う

か。

例：私は実際にどのように指示を出しているか。

他者の認識を探る

私の生徒は　　　　　　　についてどう思うか、感じている

か。

私の同僚は　　　　　　　をどう思っているか。

例：私の指示について生徒はどう思っているか。
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解答

第４章

課題 4.8

課題 4.10

探索型の問い
編集された質問  

（改善が必要なもののみ）

1.	 生徒の英語学習に影響を与えるものは何か。 例：生徒は何が英語学習をやる気にさせると言ってい

るか。生徒は何がやる気を失わせると言っているか。

2.	 生徒はいつ英語を使ってお互いにコミュニケーションをとる

か。

3.	 なぜ生徒は学習をしないか。 例：生徒は英語の何が難しいと感じているか。生徒は

どんな典型的な間違いをするのか。難しさや間違いの

理由について何と言っているか。

4.	 生徒は宿題をするときに何回辞書を使っているか。 例：授業でライティングの課題をするとき、生徒は何回

辞書を使うか。宿題をするときに辞書を何回使うかに

ついて、生徒は何と言っているか。

5.	 映画を使って生徒のやる気を引き出すにはどうすべきか。 生徒は、授業外で英語を学ぶために何か情報源を

使っているか。そのような情報源からより多くの英語

を学ぶためには、どのようなことが必要だと生徒は

言っているか。

6.	 授業で、生徒はどのくらいの頻度でペアワークをしている

か。

探索型の問い SMARTか 判断基準

1.	 生徒の英語学習に影響を与えるものは何か。 いいえ 現実的ではないし、測定もできない

2.	 生徒はいつ英語を使ってお互いにコミュニケーションをとる

か。

はい

3.	 なぜ生徒は学習しないか。 いいえ 正確ではない

4.	 生徒は宿題をするときに何回辞書を使っているか。 いいえ 測定可能ではない

5.	 映画を使って生徒のやる気を引き出すにはどうすべきか。 いいえ 研究志向ではない

6.	 授業で、生徒はどのくらいの頻度でペアワークをしている

か。

はい
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表 A. アンドレアの探索型の問いと改善型の問い

1.		  授業のまとめとは何か。 
			   (a), (c)

2. 		  自分の授業のまとめの特徴は何か。  
			   (b)

3. 		  その部分で生徒はどのように反応するか。  
			   (b), (d)

4. 		  私が試みた変化の効果は何か。 
			   (b), (d)

解答

第５章

課題 5.1

課題 5.2

授業のまとめについての情報

まとめとは、授業案のまとめの部分であり、生徒の頭の中

に意味のある文脈で情報を整理できるようにする時間を

さす。

簡単に要約したり概観したりすることが多くの場合適切で

ある。生徒が具体的に何を学んだのか、それが今の生徒

にとってどのような意味を持つのかを簡単に話し合わせ

る活動も有効である。

学習内容が今後の授業で定着するように、もっとも重要

な点を補強しよう。

まとめの段階は、評価を行う機会である。生徒が追加の

練習を必要としているのか、あるいは授業をもう一度見

直す必要があるのかを判断できる。こうすることで、次の

授業に移ってもよい時期かどうかがわかる。

まとめの活動を使って、生徒がその授業からどんな結論

を導き出したかを確認することができる。

生徒は、授業で学んだことをどのように利用できるかを説

明することができ、問題解決のために情報をどのように利

用するか実演してもらうこともできる。

まとめでは、次の授業で何を学ぶのかを予告し、次の授

業へのスムーズな移行を可能にする。

出典：https://www.thoughtco.com/lesson-plan-step-
5-closure-2081851

課題 5.3

2.		 英語の授業があるときはいつも緊張する。 -> 

		  [文の完成] 英語の授業があるときはいつも 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を感じる。 ->

		  [開いた Wh-の質問] 英語の授業があるときは、どのよ

うに感じるか。

7.		 英語の成績のおかげで、やる気が出る。->

		  [文の完成] 英語の成績のおかげで 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　を感じる。 ->

		  [開いた Wh-の質問] 英語の成績を見て、どんな気持ち

になるか。

10.	 英語で質問するのは恥ずかしい。->

		  [文の完成] 英語で質問するのは 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　と感じる。 ->

		  [開いたWh-の質問] 英語で質問するとどのように感じ

るか。

課題 5.4

焦点 データの種類

A. 自分自身の認識

を探る

１. 自分が書いた振り返りやメモ

２. そのテーマに関する他の人が
書いたアイデア 

３. 同僚との雑談のメモ

B. 他者の認識を探

る

４. 児童生徒が書いた振り返り

５. フォーカス・グループ・ディスカッ
ションのメモや録音 

６. 個人とのインタビュー/会話のメ
モあるいは録音

７. 質問紙の回答

C. 行動（パフォーマ

ンスを含む）を探る

８. 授業案や教材 

９. 授業を録音（画）したもの

10. 授業について批評してくれる友
人のメモ 

11. 授業の写真 

12. 課題に対する児童生徒のパフ
ォーマンス（書かれたもの、あるいは
録音（画）されたもの）

https://www.thoughtco.com/lesson-plan-step-5-closure-2081851
https://www.thoughtco.com/lesson-plan-step-5-closure-2081851
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解答

第５章

課題 5.5

教師 研究課題 データの種類

マウロ

1.	 生徒が個々に座っているとき、生徒はどのよう

に行動するか。

■	授業を録音（画）したもの

■	授業について批評してくれる友人のメモ

2.	 座席の配置は個人の活動にどのように影響を

与えるか。

■	授業を録音（画）したもの

■	授業について批評してくれる友人のメモ

3.	 生徒は個人の活動についてどのように感じてい

るか。

■	質問紙の回答

課題 5.6

課題 5.7

これを行う１つの方法としては、まず振り返りを書くことから始

め、次に質問紙調査を行い、そしてフォーカス・グループ・ディ

スカッションを行うというものです。

振り返りを書くことで、宿題が嫌いな児童生徒が抱えて

いる問題に関して（例：「つまらない」「時間がない」「自分

でやるには難しすぎる」など）知ることができます。これ

らの問題がどの程度一般的なのかを調べるために、そ

の後 用い ること がで きる質問 紙 を 作成 するのに役 立

ちます（以下の例を参照してください）。　　　　　　　　　　 

  

質問紙の左側の列の記述は、児童生徒が振り返りで書いた

ものをそのまま使うことができることに注意してください。「よ

い」記述を考えるために多くの時間を費やす必要はありませ

ん。質問紙の児童生徒の回答からもっとも共通する問題を

特定したら、フォーカス・グループ・ディスカッションを使って、

なぜこれらの問題が存在するのか、また、児童生徒が将来

宿題に取り組むために役立つ提案があるかどうかを見つけ

出すことができます。

質問紙項目の例：

教師 研究課題 データの種類

テレサ

a.1. 自分の生徒が授業で話さないのはなぜか。 ■	授業について批評してくれる友人のメモ

■	生徒とのインタビュー/会話のメモあるいは録音

a.2. 自分の生徒は英語で話すことが好きか。 ■	質問紙の回答

a.3. 授業で発言するのにどのような機会があるか。 ■	授業について批評してくれる友人のメモ

１ = とてもそう思う; ２ = そう思う;  

３ = どちらとも言えない; ４ = そう思わない;  

５ = まったくそう思わない 

１ ２ ３ ４ ５

1. 宿題をつまらないと思う。

2. 宿題をする時間がない。

3. 自分で宿題をするのは難しすぎると思う。
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解答

第６章

課題 6.1

課題 6.3

A.	53％の生徒は、授業で英語を話すことを間違いなく楽しんでいます。

B.	79％の生徒は、英語を話すことが重要だと考えています。

C.	 84％の生徒は、英語を話したいと思っています。

調査結果の要約/解釈：

「私[教師]は生徒の母語であるスペイン語を教室で使用すべきか」という研究課題に関しては、理解を促進するために、解答

は「そう思う」のようです。しかしながら、スペイン語が話されると授業の難易度が低くなることも生徒は認識しているため、注意

が必要です。また、このデータを解釈することで、教師は授業の面白さを損なうことを避けるためにスペイン語がどのように使

用されるのかを検討したり、理解を助けるためのよりよい方法を考えたりすることができます。

解答 コード/ラベル カテゴリー

A.	「私たちがわからなくなったとき、スペイ

ン語を使ってもらえば助かると思いま

す」

[+支援としてのスペイン語] [+支援としてのスペイン語]

B.	「母語が使われれば、理解しやすくなると

思います」

[+理解としてのスペイン語] [+支援としてのスペイン語]

C.	 「母語が使われると、授業への興味がな

くなります」

[–興味を減らす] [–興味を減らす]

D.	 「理解できない場合は、スペイン語で話

す方がよいです」

[+理解としてのスペイン語] [+支援としてのスペイン語]

E.	 「スペイン語が使われると、授業の進度

が遅くなる可能性があります」

[–遅い授業] [–遅い授業]

F.	 「理解できたと感じると、安心します」 [+理解としてのスペイン語] [+支援としてのスペイン語]

G.	「しばらくして、私たちが知っている言語が

使われると、すぐに退屈します」

[–退屈] [–興味を減らす]

H.	「目標言語が使われた方が、より早く学べ

ると思います」

[–よりよい学習] [–よりよい学習]
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解答

第６章

課題 6.4

おそらく、これらのキーワードの中で見つけることのできる、

もっとも明白な全体的なカテゴリーは、「様々なインタラクシ

ョン・パターンの好み」（ペアワーク、グループワーク、個人活

動を含む）です。しかし、これは教師が生徒に書くように頼ん

だ内容なので、驚くことではありません。この非常に小さな一

組のデータから浮かび上がる別の重要な上位カテゴリーを

見つけたかもしれません。５名の生徒全員が他の生徒につ

いて何らかの点で言及しています（誰と一緒に活動するのが

好きか否か、特定の人たちと効果的に活動できるかどうか、

など）。これは、最初にデータを見たときにはそれほど明白で

はありませんが、興味深いテーマが浮かび上がったと言えま

す。

考えられる２文から成る要約の例を以下に示します。どのよう

に最初の文がテーマを紹介し、２番目の文が調査結果を説

明しているかに注目してください。

これらの学習者にとってペアワークやグループワークの

重要な部分は、誰と一緒に活動するかです。どのインタラ

クション・パターンを学習者が好むかという評価は、ペア

ワークであろうとグループワークであろうと、どの程度他

の人と楽しんで活動できたか否かと関係しており、何名か

はペアワークをわずかですがより好むと回答していまし

た。

研究の調査結果としてあなたがこれをとりあげているなら

ば、あなたが指摘したい点を例示する引用を加えてよいかも

しれません。

コメント キーワード カテゴリー

1.	 カーラ：「私たちがペアで活動するとき、マリ

アは私に言葉の意味を教えてくれます。彼

女は私にとって辞書のようなものです」

+ペアワーク（特定の他の生徒か

ら学ぶ）

+ペアワーク

+生徒の選択

2.	 ビセンテ：「アグスティンは私の親友なので、

私たちはいつも同じグループになるようにし

て、冗談を言い合います。とても楽しいです。

でもペアワークでは、女の子と一緒に勉強

するのが好きです。女の子はもっと真面目

です」

+グループワーク（ジョーク/楽しさ

/友達と一緒に活動する）

+ペアワーク（真面目な取り組み）

+グループワーク

+ペアワーク

+生徒の選択

3.	 アグスティン：「グループは騒がしいです。ま

た、ビセンテと一緒に活動するのは好きで

はありません。彼は英語を話すのが速すぎ

ます。私は1人で活動する方が好きです」

–グループワーク（騒がしさ）

–グループワーク（特定の生徒の

問題）

+個人作業

–グループワーク

+生徒の選択

+個人作業

4.	 ソフィア：「グループワークでは、みんな私の

答えを写します。そして私にとてもたくさんの

質問をします。まず自分で練習問題をしてか

ら、他の生徒と比較するのが好きです。その

方法はとても役立つと思います」

–グループワーク（写す他者）

–グループワーク（他者からの多す

ぎる質問）

+個人作業（練習問題）

+個人作業の後にペアワーク

–グループワーク

+個人作業

+ペアワーク

5.	 マリア：「私はペアワークとグループワークが

好きです。とくに、誰と一緒に活動するかを

選択できる場合は好きです」

+ペアワーク（とくにパートナーを

自分で選択した場合）

+グループワーク（とくにパートナ

ーを自分で選択した場合）

+ペアワーク

+グループワーク

+生徒の選択
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解答

第６章

課題 6.5

第７章

課題 7.3

テレサの生徒は、「対話」と「ロールプレイ」を楽しんだと述べ、授業でやりたいこととして「歌」にも言及しました。

上の棒グラフには、２つの顕著な山があります。１つは、授業

の90％を理解している８名の生徒と、40％を理解している７

名の生徒を示す山です。もう一度山を見てください。この２つ

の高い山は、生徒が授業の40％以上を理解していることを

示していることがわかります。このグラフが示しているのは、ダ

ニエラは、少なくとも言語理解の点でレベルの異なる生徒が

いるクラスを担当しているということです。生徒のほとんどは

授業で使用される言語のほとんどを理解していますが、苦労

している生徒は依然としてたくさんいるため、彼女は自分の話

す言語を生徒にとって理解しやすいものにしたり、理解を助

けたりすることに取り組む必要があります。

課題 6.6 

ほとんどの生徒が「そう思う」や「そう思わない」と回答した内

容は、概ね、恐れ、恥ずかしさ、イライラの感情に関連するも

のです。これらの答えは、生徒が英語を使い、発音を間違え

て、自信をなくすのを恐れていることを示しています。しかし、

生徒は、学び、よりよくしたいとも言っています。

「英語について生徒はどのように感じているか」「言語を学ぶ

ことに心地よさや自信を感じているか」という質問に関して、

ハビエルは次のように結論づけました。

「結果は私の疑いを裏付けました。多くの生徒は英語を学

んだり発音したりできないと感じていました。しかし、同時

に、生徒が最善を尽くしたいと思っていることにも気づきま

した」

課題 7.4

行動 気づいたこと

A.	学習者をリラックスさせるために、席替えをしたり、生徒

や保護者と面談をしたり、学校心理士の支援を仰いだ

り、クラスの話し合いを行ったりして、よりよい雰囲気を作

った。

■	生徒は、クラスメートの前で間違いを犯すことを恐れて、

話すときに、緊張したり、不安になったり、恥ずかしくなった

りする。

■	また、答えが間違っているとすぐにイライラする。

B.	スピーキングを促すために、ペアワークやグループワー

ク、指名棒1の使用、より多くの形成的評価、理解度を確

認するための質問など、様々な活動を行った。

■	授業中に口頭での活動を行うことで、正確なスピーキング

スキルを身につけることができると感じている。また、授業

では、より実践的で楽しいグループ活動を希望している。

■	ある生徒は、口頭でのテストが好きではないと言ってい

た。

授業中、何パーセントぐらい理解していますか。

9
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解答

第８章

課題 8.1

「２週間が終わるまでに、いくつかの変化が見られました。

最初の変化は、生徒がちゃんと活動に取り組み、ハンドア

ウトには正しい答えが記入され、授業に参加しようと多く

の手が挙がることが確認できたことです。また、別の質問

紙調査では、リスニング教材を歌のように扱うことで、しっ

かり取り組めたという回答がありました。生徒は、文章か

ら情報を見つけ出すことができたことや、もっとも好きな活

動は、正しい単語に下線を引く、穴埋めをする、異なるもの

を消す活動であることなどを答えてくれました。それでも、

音声が速すぎることもあり、情報を順番に並べることは難

しいようでした。フォーカス・グループの参加者は、課題を

うまくこなせるようになったことで、やる気が高まり、うまくい

っている感じがすると述べています。このことは、別の相互

観察でも確認されました。観察中、生徒は活動に集中して

いて他のことに気が散ることはなかったと、ある実習生が

話してくれました」

1.	 ロレーナの話から、自分が行った変化の効果を実感し

始めるまでに約２週間かかったことがわかります。

2.	 ４種類の証拠がありました。彼女はまず、授業中におけ

る学習者の行動の変化を観察し（メモを取るなどして）、

その後、量的データ（２回目の質問紙調査で）と質的デ

ータ（２回目のフォーカス・グループ・インタビューで）を収

集しました。彼女のコメント「相互観察から」には、実習生

に自分の授業を再度観察してもらい、より多くのフィード

バックを提供してもらったことが示されています。これは、

量的なもの（例：生徒が自発的に答えた回数）や質的な

もの（例：生徒の参加の面についての一般的なメモ）であ

りえたかもしれません。

3.	 ロレーナは、新たな行動の前（探索の段階）と後に、同

様の方法でデータを収集しました。これにより、データを

比較し、どのような変化が起こったのかを分析すること

ができました。４種類の証拠はすべて、生徒がより熱心

になり、リスニングの授業でより成功したことを示してい

ました。４つの異なる情報源によると、ロレーナは自分

の試みた変化が成功したことをはっきりと確認すること

ができました。

課題 8.4 

エステバンは、探索の段階で診断テストを行い、新しい指導

法を使い始めてからも同様のテストを行いました。どちらの

段階でも、彼は学習者の行動の観察結果を報告しました。し

かし、彼は自分の研究課題を修正することにしたため、行動

の段階では、より正式な進捗テストからの情報を利用するこ

とにしました。また、指導法の修正を続けながら、授業への

学習者の参加ややり取りのレベルなど、修正の変更の影響

を示すより非公式な証拠を集め続けました。

課題 8.5 

ハビエルの質問紙のデータを見てみると、指導の変更後に

は「英語を学ぶことができると思う」「やる気が出る」などの文

に同意する傾向が見られます。また、「時間がかかると思う」、

「無理だと思う」「恥ずかしいと思う」などの意見には同意しな

い傾向が見られました。このデータからは、生徒がより自信

を持ち、授業の雰囲気がよくなったことを示していると解釈で

きます。その後、ハビエルは、彼の主な目的が達成されたと結

論づけることができました。

課題 8.8

以下に要約文を示します。あなたの要約とは少し違うかもし

れません。もちろん、それが間違っているという意味ではあり

ません。

とりわけ、探索的アクション・リサーチのプロセスは、学習者、

学習者のニーズ、学習者の認識に焦点を当てるのに役立ち

ます（カミラ、テレサ、ロレーナ）。そうすることで、学習者や同僚

との信頼関係を築くことになります（ハビエル）。教師として成

長するためには、必ずしもワークショップや研修を受ける必

要はなく、学校や自分の教室で、学習者や同僚が提供してく

れる洞察や支援を通して学ぶことができることを、探索的ア

クション・リサーチは示してくれます（アンドレア、ダニエラ、ハビ

エル）。その中には、自分自身の創造性を高めること（マウロ）

や、人間としての自分（レイラ）やコミュニティの一員としての自

分（ハビエル）について知るということも含まれています。
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解答

第９章

課題 9.2

研究を公開することには多くの利点があります。まずは、おそ

らくあなた個人にとってもっとも役立つもので、かつ、もっとも

わかりにくいものから始めましょう。

1.	 研究を他の人に発表することは、新しい専門家グルー

プ、コミュニティ、ネットワークに参加する方法であり、こ

れは多くの予測できない点で利点があります。この点

については、9.3で説明します。

2.	 研究成果を共有する行為は、同僚に与える影響を見

たり、専門家としての誇りを持ったりすることができる

ため、やる気を高めます。

3.	 発表の準備をする際に、行ってきたことを注意深く振

り返り、評価することができます。これにより、共有する

前に新たな洞察を得ることができます。

4.	 あなたの研究や発見したことについて、フィードバック

を得ることができます。フィードバックには、研究を再

評価し、より深く理解するために役立つ褒め言葉や質

問、建設的な批判が含まれます。これにより、自分の

経験をよりよく理解することができるかもしれません

し、もちろん、よりよい実践研究者になるための助けに

もなります。

5.	 最後に、他の教師たちは、あなたの経験、課題、成

功、発見から直接学ぶことができます。

課題 9.3 

A.	アンドレア

B.	ダニエラ

C.	 テレサ

D.	 ロレーナ

課題 9.8 

1.		 アクション・リサーチの図は、以下のようならせん状ま

たは一回りのサイクルを示す傾向があります。

2.		 ほとんどの図は、４つの重要な段階、行動、実行、観

察、振り返りを示しています。

3.		 らせん状の図は、最終段階の後、前の段階や最初に

戻ってどのようにプロセスが続くかを示します。

観察

計画

振り返り 行動
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